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茨城県水戸市藤井町十万原地内において，十万原新住宅市街地開発

事業，都市計画道路十万原東西線街路整備事業がプ　茨城県住宅供給公

社及び茨城県水戸土木事務所によって計画されています。この計画は，

21世紀の新しい街づくりのモデルとしてタ　地区の環境特性を生かしつ

つタ　これからの時代の新しい生活ニーズを先取りしタ　多様な機能が備

わった個性的で魅力的な街づくりを許指すものであります。その事業

予定地内にこの沢A遺跡，二の沢B遺跡（古墳群），ニガザワ古墳群

が所在していたため，財団法人茨城県教育財団は，茨城県住宅供給公

社及び茨城県土木部水戸土木事務所から埋蔵文化財発掘調査事業につ

いて委託を受け　平成柑年4月から平成摘年2月まで発掘調査を実施

してまいりました。

本書勘　二の沢Å遺跡，二の沢B遺跡（古墳群）ダ　ニガザワ古墳群

の調査成果を収録したものです。本書が学術的な研究資料としてほも

とよ軋　郷士の歴史への理解を深めると共に教育◎文化の向上の一助

として，御活用いただければ幸いです。

なおタ　発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者である茨城県

住宅供給公社及び茨城県土木部水戸土木事務所からいただいた多大な

る御協力に対し，心から御礼申し上げます。

また，茨城県教育委員会，水戸市教育委員会をはじめ，関係各機関

及び関係各位から御指導，御協力をいただいたことに対し，衷心より

感謝の意を表します。

平成15年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　斎　藤　佳　郎



例 悶

ヱ　本書は，茨城県住宅供給公社，茨城県土木部水戸土木事務所の委託により，財団法人茨城県教育財団が平

成13年4月1日から平成14年2月28日まで発掘調査を実施した，茨城県水戸市藤井町に所在する二の沢A遺

跡夕　二の沢B遺跡（古墳群），ニガザワ古墳群の発掘調査報告書である。

2　3遺跡の委託者別発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

調　査

茨城県住宅供給公社　　　　の　沢　A　遺　跡　平成13年4月1日～平成13年12月31日

二の沢B遺跡（古墳群）　平成13年4月1日～平成14年2月28日

ニガサ「パ阜ど紺羊（第2・3区）　平成1叫つ月1「ト平成H年2月2と汗l

茨城県水戸土木事務所　　こガザワ古墳群（第1区）　平成14年2月1日～平成14年2月28日

整　理

茨城県住宅供給公社　　二の沢Å遺跡　二の沢B遺跡（古墳群）こガサワ古墳群（第2e3区）

平成上川つ月日ト平成15年3月31日

茨城県水戸土木事務所　　ニガザワ古墳群（第1区）

平成上川つ0月1［‾‾‾‾‾ト平成14年11月3（用

3　3遺跡の発掘調査は，調査第一課長阿久津久の指揮のもと，同課第2班長川津法伸夕首席調査員注幡良美芦

山口厚，主任調査員川村酒樽夕　黒澤秀雄夕　横倉要次，綿引英樹夕　副主任調査員浦和敏郎が担当した。

4　3遺跡の整理及び本書の執筆の編集は芦　整理第一課長川井正一の指揮のもとタ　首席調査員注幡良夫，主任

調査員黒澤秀雄が担当した。執筆は，第102章，第3章第102節，第3章第3節1。20485，第3

章第射凱　第5章を江幡がタ　第3章第3節3タ　第4章を黒澤が担当した。

5　当遺跡から出土した須恵器の生産地及び時期については愛知県陶磁資料館の井上喜久男氏にタ　横穴式木室

については静岡県浜松市立伊場遺跡資料館の鈴木敏則民に，前方後方形周溝墓については栃木県小川町教育

委員会の真保昌弘氏に，凝灰岩（勝見沢石）の分布範囲については常陸太田市在住の大森信義氏に御指導い

ただいた。

6　発掘調査及び整理に際してタ　御指導，御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。



凡 例

1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第？系座標を原点とし，Ⅹ軸＝＋50，920m，Y軸＝＋50，120mの交

点を基準点（C2al）とした。なお，この原点は，日本測地系による基準点である。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西南北各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大

調査区を東西，南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C‥・，西から東へ1，2，3

…とし，「Al区」・「B2区」のように呼称した0大調査区内の小調査区は，北から南へa，b，C…j，

西から東へ1，2，3…0とし，名称は，大調査区の名称を冠し，「Alal区」，「B2b2区」のよう　に呼称

した。

2　抄録の北緯及び東経の覧には，世界測地系に基づく緯度・経度を（）を付して併記した。

3　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次の通りである。

遺構　住居跡－SI　土坑－SK　古墳・周溝墓－TM　溝－SD　井戸－SE

遺物　土製品－DP　石器・石製品－Q　金属製品・古銭－M　拓本土器rTP

その他－Y

土層　　撹乱－K

4　遺構・遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

竃・炉 粘土・柱痕 黒色処理 赤彩・繊維土器

土器・拓本土器　●　土製品　○　石器・石製品　□　金属製品・古銭　△　硬化画　一一一一一一

5　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。

6　遺構・遺物実測図の掲載方法については，次のとおりである。

（1）遺跡の全体図は800分の1の縮尺，各遺構の実測図は60分の1の縮尺で掲載することを基本とした。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては，

個々に縮尺をスケールで表示した。

7　「主軸方向」は，炉・竃を通る軸線あるいは南北の柱穴を結ぶ軸線を主軸とし，その他の遺構については

長軸（径）方向を主軸とみなした。主軸方向は，軸線が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているか

を角度で表示した（例　N－100－E）。なお，［］を付したものは推定である。

8　遺物観察表の作成方法については次のとおりである。

（1）計測値の（）内の数値は現存値を，［］内の数値は推定値を表した。

（2）土器の計測値は，口径－A　器高一B　底径－Cとし，単位はcm，重量についてはgで示した。

（3）備考欄は，土器の残存率，写真図版番号（PL）及びその他必要と思われる事項を記した。
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所 収 遺 跡 名 種　 別 主な時代 主　 な　 遺　 構 主　な 遺 物 特　 記　 事　 項

二の沢 A 遺跡 集 落 跡 縄 文 時代 竪穴住居跡　 1 軒 縄文土器片 西田川右岸の十万原

台地上に広がる縄文弥 生 時代

古 墳 時 代

平 安 時代

不　　　 明

竪穴住居跡　　 2 軒 弥生土器（広口壷，

土　　　 坑　 1 基 台付嚢，紡錘車） ～古墳時代及び平安

竪穴住居跡　 75軒

竪穴住居跡　　 6 軒

土　　　 坑　 90基

土師器（壷，台付婆，

器台，高杯，柑）

土師器（杯，高台付

杯，婆）

須恵器（杯，高台付

杯，嚢，甑）

弥生土器片，土師

時代にかけての複合

遺跡である。古墳時

代前期の住居跡が主

で，エリア全体で確

認されている。遺物

では特にS 字状口縁

の台付嚢が出土 して
溝　　　　　 1条 器片 いる。



二の沢 B 遺跡 集 落 跡 縄 文 時 代 竪穴住居跡　　 4 軒 縄文土器片 西田川右岸の低位段

（古 墳 群 ） 陥し穴　　　 1 基 丘上に広がる遺跡で

ある。弥生時代後期弥 生 時代 竪穴住居跡　 13軒 弥生土器（広口壷）

墓　　　 墳　 1 基 土製品（紡錘車） の住居跡を主とし，

土　　　 坑　　 4 基 石製品（管玉） 十王台式土器が出土

している。また，管古 墳 時代 竪穴住居跡　　 6 軒 土師器（婆，台付嚢，

土　　　 坑　　 2 基 壷，器台，相，高杯） 玉を副葬品とする同

時期の墓場が 1 基確

認 されている。周溝

墓は前期のもので，

前方後方形周溝墓3

基が隣接 して並ぶ。

さらに，近接 して円

形周溝墓，方形周溝

墓が確認されている。

平 安 時代 竪穴住居跡　 11軒 土師器（杯，高台付

杯，婆，甑），須恵

器（杯，高台付杯，

短頸壷，甑言嚢），

石製品（紡錘車，砥

石），鉄製品（刀子，

鎌，鋤先）

時 期 不 明 溝　　　　　　 2 条 弥生土器片，土師

土　　　 坑 132基

井　　　 戸　　 2 基

器片，須恵器片 平安時代の住居跡か

ら 「幡田郷戸主君子

部大侶麻呂」と刻苦墓　　 跡 古 墳 時 代 前方後方形周溝墓　3 基 弥生土器片，土師

円形周溝墓　 1基

方形周溝墓　 1基

器片 された石製紡錘車が

出土している。

ニガサワ古墳群 集 落 跡

古 墳 群

弥 生 時 代 竪穴住居跡　 10軒 弥生土器（広口壷）

土製品（紡錘車）

谷津を挟んで二の沢

A 遺跡の南方に位置

し，古墳時代前期の古 墳 時 代 竪穴住居跡　 29軒 土師器（嚢，台付婆，

土　　　 坑　 1基 壷，器台，相，高杯）

須恵器（杯，高台付

杯，瓶，嚢，甑），鉄

製品（刀子）

集落跡 を主に，古墳

が 5 基確認されてい

る。6 ～ 7 世紀にか

け．ての古墳群と考え

られる。円墳 1 基，平 安 時 代

不　　　 明

竪穴住居跡　　 5 軒 土師器（杯，高台付

土　　　 坑　　 2 基

掘立柱建物跡　 3 棟

杯，婆，甑），須恵

器（杯，高台付杯，

短頸壷，甑，嚢，多

孔土器），砥石，鉄

製品（刀子）

弥生土器片，土師

前方後円墳 4 基で主

体部は，横穴式石室

－1 ，木棺直葬－3 ，
横穴式木室…1 と判

断される。古墳時代

の住居跡からS 字状

士　　　 坑　 52基 器片 ロ縁の台付聾が多数

前方後円墳　　 4 基 須恵器（横瓶，脚付 出土している。

（横穴式木室上村官直葬3）

円　　　 墳　 1 基

（横穴式石室）

長頸瓶），鉄製品（直

刀，刀子，鉄鉱，轡，

弓飾鋲）
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第且章　調　査　経　緯

第且節　調査に至る経緯

茨城県住宅供給公社はタ水戸市十万原地区において，2封萱妃の新しい街づくりのモデルとして言次世代を

担う複合機能都市の形成」を目標とし，十万原新住宅市街地開発事業を計画した。また，それに伴い茨城県水

戸土木事務所は，都市計画道路十万原東西線街路整備事業を進めている。

平成8年10月1日圭茨城県土木部都市局住宅課から茨城県教育委員会に，十万原地区住宅団地開発事業地内

における埋蔵文化財の所在の有無とその取り扱いについて照会があった○茨城県教育委員会は，平成9年5月

15日から6月5日にかけて二の沢遺跡付近のタ平成9年1臓15目から10月30巨にかけてこガサワ遺跡付近の現

地踏査及び試掘調査を実施した。その結乳茨城県教育委員会から茨城県土木部都市局住宅課に，事業地内に

この沢A遺凱二の沢B遺跡（古墳群），こガサワ古墳群が所在する旨回答を行った。平成は年1月8日　茨

城県土木部都市局住宅課夕茨城県教育委員会，茨城県住宅供給公社の協議により，今後の事業者側取り扱い窓

口を茨城県住宅供給公社とすることを確認した。茨城県住宅供給公社と茨城県教育委員会との協議の結鼠遺

跡の現状保存が困難であることからタ平成13年3月19日，茨城県住宅供給公社に対し，二の沢A遺臥二の沢

B遺跡値墳群上ニガザワ古墳群を記録保存とする旨回答をし，調査機関は財団法人茨城県教育財団となる

ことを示した0茨城県と茨城県教育財団はタ埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契約を結び，平成13年4

月1日から平成14年2月28日にかけて，二の沢A遺臥二の沢B遺跡（古墳群）ダニガサワ古墳群の発掘調査

を実施することとなった。平成14年1月2蟻，茨城県教育委員会は茨城県水戸土木事務所に，こガサワ古墳群

の調査の進捗に伴いタ茨城県が開発を進めている都市計画道路用地にも遺跡の範囲が広がるため，遺跡の保存

措置が必要である旨通知した。協議の結果，平成14年1月25日，茨城県教育委員会は茨城県水戸土木事務所に，

発掘調査の範囲及び面積等について回答した。調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介し，追加調査す

ることになった。

第2節　調　査　経　過

当敬二の沢A遺臥二の沢B遺跡（古墳群），こガサワ古墳群第1号境の3遺跡の調査を，平戯3年4月

1日から平成13如2月3摘までの9か月間の予定で開始した〇二の沢A遺臥二の沢B遺跡（古墳群）の表土

除去終了後，9月に業務量と期間について協議した。その結乳平成14年1月1日から平成14年2月28日まで

の2か月間調査期間を延長することとし，ニガサワ古墳群第「号壇と併せて二の沢B遺跡（古墳群）の第6号

項を追加して調査することになった。しかし言2月上旬に既に工事を着工していたこガサワ古墳群第1号項の

北側周辺から住居的4軋古墳4基が新たに確認された。協議の結鼠これらの遺構をこガサワ古墳群の一部

と判断し，2か月間の延長期間の中に含めて緊急調査を実施することになった○以下，二の沢A遺跡，二の沢

B遺跡（古墳群），こガサワ古墳群の調査の経過について表に示す。
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年 度

月

平 成 13年 度

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11月 12 月 1 月 2 月

二 の 沢 A 遺 跡
こミミこ‾こ‾ガ‾‾．．．ここ．ぱクここここここここここここここここここやここここここここここここS渡ここここここさミニミざここ‾‾こミニ．．ここ誉折渡ここここ椚ここここニここ

；こ華撃こ＿iiここ 、ハ．ニ・UH省ニ・ここ Rw烹ここ．．．ここここN．・＝日 覧誉ここ三一ここ－こ　　　 ．．ご・こ善ぷ雲こここくここここ胤ここ・・・・．－ヱ…ここここ：璧こ……：…：；こ≡；‡ここ；こ

二 の 沢 B 遺 跡

（古 墳 群 ）

ここここここニュ　ーここ‾一一

ニ ガ サ ワ 古 墳 群

（2 ・3 区 ）

嶺
胤

l
追遍 酎儲

こ ガ サ ワ 古 墳 群

（1　 区 ）
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第2章　位置と環境

第1節　地理的環境

二の沢A遺跡，二の沢B遺跡（古墳群），ニガサワ古墳群は，茨城県水戸市藤井町字十万原に所在している。

水戸市は，茨城県のほぼ中央に位置している。

当遺跡の所在する水戸市藤井地区は，北部に突き出した位置で，東∴西・北の三方が常北町に接している。

常北町の地形は，西から東に丘陵性山地，台地，沖積低地に大別される。西部の丘陵性山地は，入港山地の南

の鶏足山塊の東経部にあたり，標高200m程度の低山が連なる。鶏足山塊は，主に砂岩，頁岩の互層からなり，

一部にチャートや石灰岩をはさんでいる。また，丘陵性山地周辺部には，凝灰岩（通称勝見沢石），砂岩，泥

岩等からなる地層が分布しており，台地の基盤岩となっている○常北町の台地は，那珂西台地あるいは石塚台

地と呼ばれる洪積台地であり，市街地の大部分がここに形成されている。台地は，標高40～50m程度で低地と

の比高は約20mあり，急崖に囲まれている。那珂川の支流である藤井川，西田川等は，台地を開析し沖積低地

を形成している。低地は主に水田に利用されている。

二の沢A遺跡他2遺跡は，那珂川の支流である藤井川と西田川に挟まれた那珂酋台地の一部である十万原台

地の最東端に位置し，二の沢A遺跡，ニガサワ古墳群は西田川右岸の標高40～45m前後の河岸段丘上，二の沢

B遺跡は標高30～32m前後の中位段丘に所在している○西側の台地は畑地で，東側の低地は水田として利用さ

れている。調査前の現況は，二の沢A遺臥二の沢B遺跡（古墳群）が畑地，ニガサワ古墳群は畑地及び一部

山林である。

第2節　歴史的環境

二の沢A遺跡，二の沢B遺跡，ニガサワ古墳群付近は，那珂川とその支流によって開析された台地が展開し

ている。そのため，古くから人々の絶好の生活の場であり，多くの遺跡が所在している。ここでは，西田川や

藤井川流域に沿って当遺跡に関連する主な遺跡について時代ごとに述べることにする。

1　旧石器時代

旧石器時代の遺跡は，水戸市十万原台地上のドゥゼンクボ遺跡＜11＞，及び十万原遺跡＜12＞が知られてい

る。平成11年度に調査された十万原遺跡1）からは，スクレイパーや石核が出土している。また，平成5年に調
かみいりの

査された上人野遺跡2）＜14＞からは，出土遺物はないが旧石器時代の土坑が3基確認されている。

2　縄文時代

縄文時代の遺跡は，水戸市十万原台地上で今回調査した二の沢A遺跡＜1＞，二の沢B遺跡（古墳群）＜2

＞をはじめ，ドゥゼンクボ遺臥ニガサワ遺跡3）＜4＞，十万原遺跡4），那珂川右岸の藤弄紆遺跡＜18＞，
しみずだい　　　　　　　みなみこまがた　　　　　　　はなわひがし　　　　　　　　なるさわおおっか　　　　　　　しもじゅく　　　　　　　ばばじり

清水台遺跡＜20＞，南駒形遺跡＜21＞，塙東遺跡5）＜25＞，鳴沢大塚遺跡＜27＞，下宿遺跡＜32＞，馬場尻遺跡6ノ
なかつま　　　　　なかさい　　　　　と

＜35＞等が知られている。藤井地区周辺の遺跡としては，常北町の中妻遺跡＜8＞，那珂西遺跡＜17＞，外ノ
うち　てんじん

内・天神遺跡＜7＞等が挙げられる。こガサワ遺跡からは，洗練文系土器の三戸式土器や石鉄・石皿といった

石器が出土している。また十万原遺跡では早期4軒，中期3軒の計7軒の住居跡が確認されている。
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3　弥生時代

弥生時代の遺跡も十万原台地上には比較的多く見られ，今回調査した二の沢A遺跡，二の沢B遺跡（古墳群），

ニガサワ古墳群＜3＞をはじめ，ボンボン遺跡＜10＞，ドゥゼンクボ遺跡，十万原遺臥　那珂川右岸の馬場尻
かたやま　　かざはやまえ

遺跡などがあげられる。藤井地区周辺の遺跡としては，常北町の片山遺跡，風年前遺跡7），上人野遺跡などがあ

げられる。上入野遺跡，十万原遺跡では，後期後半（十王台式期）の竪穴住居跡確認されている。また，ドゥ

ゼンクボ遺跡では中期の土器が採集されている。そのことから，弥生時代後期頃は，十万原台地周辺や藤井地

区において集落があったことが考えられる。

4　古墳時代

古墳時代前期・中期の遺跡では，二の沢A遺跡，二の沢B遺跡（古墳群），ニガサワ古墳群をはじめ，こガ

サワ遺跡では30軒，十万原遺跡では44軒の住居跡が確認されている。このことから，この時期の集落跡が今後

増えていく傾向にあると思われる。
あおき

古墳時代後期になると，遺跡数も増加する。平成5年度に調査した青木遺跡8）＜15＞ではこの時期の住居跡
うしろかわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なかごう

が12軒，同じく後側遺跡9）＜5＞からは住居跡が2軒確認されている。平成8年度に調査した仲郷遺跡10j＜13＞

では，この時期の住居跡が2軒確認されている。那珂西地内の外ノ内・天神遺跡からは，後期の土器が多数出

土している。石塚地内の風年前遺跡からは，多量の後期の土器とともに石製模造品，滑石製勾玉や臼玉等が出土

している。
しみずだい

古墳では十万原台地のニガサワ古墳群，二の沢B遺跡（古墳群），清水台古墳群＜19＞，十万原古墳群＜29＞，
おんたてやま

山ノ上古墳＜40＞等が知られている。藤井地区周辺では，飯富地区の御立山古墳群，大井古墳群＜34＞，常北
ましい　　　　　　　　　　　ながみね　　　いしづか　　　あどぼし

町の増井古墳＜23＞，上青山古墳群，長峰古墳群，石塚古墳乳安戸星古墳群11）＜36＞等が知られている。安

戸星古墳群では前期の前方後方墳が確認されており，二の沢B遺跡（古墳群）との関連が注目される。

5　奈良・平安時代
だいわたり

奈良・平安時代の遺跡としては，水戸市の台渡廃寺跡がある。この寺は，「徳輪寺」，「仲寺」と呼ばれた那

賀郡の「郡の寺」であり，これまでの調査で塔臥　門跡，工房跡，柵列等が確認されており，さらに寺の北側
あぼっけ

には，那賀郡の郡街の存在も想定されている。また，南西約6kmの前沢川上流には木葉下窯跡12）（水戸市）が

あり，現在までに1．5km四方に金山支軋三ケ野支群，高取山支群の3支群が確認されている。これらの窯跡

は，8世紀初頭から9世紀後半まで操業していたと考えられている。当窯跡からは台渡廃寺に僕給していたと

みられる瓦も出土しており，台渡廃寺や那賀郡街とかかわりのある官窯としての性格を有していたものと考え
いいとみ

られている。さらに，南東3kmの那珂川右岸の台地上には，火葬骨を納めた蔵骨器が密集して発見された飯富
ほっこめ

火葬墓跡＜30＞がある。常北町内では，中妻遺跡，北米遺跡＜9＞，那珂西遺跡，増井本郷遺跡，上人野遺跡，
まえかわ

青木遺跡，後側遺跡，前側遺跡13）＜6＞，伸郷遺跡等が確認されている。仲郷遺跡の第35号土坑からは，甲胃

の小札152点が出土している。

6　中世・近世

平安時代から中酎こかけては，この地域は常陸大抹氏，那珂氏，佐竹氏の勢力下にあり，各種の抗争の舞台と
なかさい

なった。そのため，各氏の一族や臣下の城館が各所に造られた。常北町内にある石塚城跡や県指定の那珂西城
じんせいかん

跡14）＜16＞は今でも堀や土塁の跡を留めている。周辺には，神生館跡＜26＞をはじめ多くの城館が存在したと思

われる。また，藤井川右岸の上入野台地最西部には小松寺15）があり，境内には平重盛のものと思われる墓がある。

近世になると，この地域は水戸藩領となり，佐竹氏，大抹氏，江戸氏の一族や家臣で帰農した者や，戦国以

降に移住した武士や農民も加わり近世の村を形成した。
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茨城県史編さん原始古代史部会　『茨城県史料　考古資料編　古墳時代』茨城県1974年2月

・茨城県史編集会　『茨城県史料　考古資料編　奈良・平安時代』茨城県1995年3月

茨城県史編集会　『茨城県史料　中世編1』茨城県1986年3月
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町

第1図　周辺遺跡分布図（国土地理院2万5千分の1「石塚」）
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表1　二の沢Å遺跡の二の沢B遺跡　古墳群　を二二ガザワ古墳群周辺遺跡一覧表

番

にコ首

追　　　 跡　　　 名

i

旧

石

器

縄

文

時

弥

生

古

墳

代

奈

良

e
平

安

鎌

倉

e
室

町

江

戸

i

番

にコ号

遺　　　 跡　　　 名

！

旧

有

器

縄

文

時

弥

生

古

墳

代

奈

良

°
平

安

鎌

倉

°
忌
二王二
町

i

江

戸

① 二　 の　 沢　 A　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 21 南　 駒　 形　 遺　 跡 （⊃ （〕○

② 二の沢 B 遺跡 （古墳群） ○ ○ ○ 22 増㍉井　 本　 郷　 遺　 跡 ○ ○ ○

③ こ　 ガ　サ　 ワ　古　墳　群 ○ ○ ○ ○ 23 増　　 井　　 古　　 墳 C〕

4 ニ　 ガ　 サ　 ワ　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ 24 関　　 根　　 遺　　 跡 ○ ○

5 後　　 側　　 遺　　 跡 ○ ○ ○ 25 塙　　 束　　 遺　　 跡 ○ ○ ○

6 前　　 側　　 遺　　 跡 ○ 26 神　　 牛　　 鮎　　 跡 ○ ○

7 外 ノ内　 の　天 寮「遺つ弥 ○ ○ 27 鳴　 沢　 大　 塚　 遺　 跡 ○ （〕

8 中　　 妾　　 遺　　 跡 ○ 28 鳴　沢　大　塚　 古　墳　群 （⊃

9 北　　 米　　 遺　　 跡 ○ 29 十　 万　 原　 古　 墳　 群 ○

10 ボ　 ン　 ボ　 ン　 遺　 跡 ○ 30 飯　 富　 火　 葬　 墓　 跡 ○

11 ド　ゥ　ゼ　ン ク　ボ 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 31 塚　 山　 古　 墳　 群 C）

12 十　 方　 原　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 32 下　　 宿　　 遺　　 跡 ○

13 伸　　 郷　　 遺　　 跡 ○ ○ 33 高　　 根　　 遺　　 跡 ○ ○

14 上　 入　 野　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ 34 大　 井　 古　 墳　 群 ○

15 青　　 木　　 遺　　 跡 ○ ○ ○ 35 馬　 場　 尻　 遺　 跡 ○ （⊃ ○ ○

16那　珂　西　城　跡 ！
！
i
！
i

！

。！
。！
。！
。i

！
！

。i
i
i

！
i
l

。！
。！

○
。！
！
！

。！

○
i
i
！
！

○
l
i
ii
ii

36安　戸　星　古　墳　群
。！

。i
i
i

○○

。！
。！
。！

i
i

i
j
i
i
i

17 那　 珂　 西　 追　 跡 37 古　 志　 巻　 遺　 跡

18 藤　 井　 町　 遺　 跡 38 前　 山　 旧　 遺　 跡

19 清　 水　 台　 古　 墳　 群 39 駒　 形　 端　 古　 墳　 群

20 清　 水　 台　 遺　 跡 40 山　 ノ　 上　 古　 墳
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二の沢A遺跡

第3章　二の沢A遺跡

第1節　遺跡の概要

二の沢A遺跡は，水戸市藤井町字十万原1117番地645ほかに所在し，常北町と接する水戸市の北部にあたり，

藤井川と西田川に挟まれた舌状台地の東端，西田川右岸の標高40～44m前後の河岸段丘上に位置している。調

査面積は26，305m2で現況は畑地である。当地ではゴボウ，山芋の栽培が昭和30年代からおよそ30年間にわたり

盛んに行われていた。そのため耕作機械であるトレンチヤーにより深さ1．2m～1．6m程度，幅10～15cmの溝が

縦横無尽に掘られている。トレンチヤーによる遺構の撹乱は激しく残存率は10～50％で，多量の土器片がトレ

ンチヤー構内に取り込まれている。さらに，耕作土中や地表面に多量の土器細片が散在してしまっているため，

遺構に伴うと判断できる資料は少ない。

当遺跡は，縄文時代から中世にかけての複合遺跡である。今回の調査により，縄文時代の遺構は前期の住居

跡1軒を確認した。弥生時代の遺構は，後期後半の時期の住居跡2軒，土坑1基を確認した。縄文時代と弥生

時代の遺構は，やや媛斜する台地の東端部に位置している。古墳時代の遺構が最も多く，住居跡を75軒確認

した。時期は前期から中期にかけてで，後期のものは確認されていない。平安時代の遺構は，住居跡を6軒確

認した。時期が特定できないその他の遺構は，溝1条，土坑90基である。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に67箱出土した。縄文土器（探鉢），弥生土器（広口壷），土師

器（杯，高杯，器台，札壷，襲，台付嚢，甑，手捏土器），須恵器（杯，嚢，甑），土製品（紡錘車，支脚），石製

品（有孔円枚，勾玉），石器（石鉄，磨石，蔽石，砥石）等がある。土師器では，S字状口縁台付賓の破片が，多

くみられる。

第2節　基本層序の検討

調査区域の西端部（Fli9区）にテストピットを設定し，基本土層の堆積状況を観察した（第3図）。前述し

たとおり耕作のための撹乱が激しく，その深さは硯地表から1．2～1．6mにまで及んでいる。従って場所により

上層部の残存する土層状況はかなり異なっている。土層断面図中には記録されていないが，地境場所に現存し

ている上層部及び一部の確認面上で今市・七本桜軽石層が確認で

きた。第7・8層は赤城・鹿沼軽石層に相当する。以下，テストピ　44．0哩

ツトの観察から層序を説明する。

第1層　ロームブロック中量と赤褐色粒子を少量含む50～90cm

の黒色の耕作土である。

第2層　20～34cmの褐色のハードローム層で，第1黒色帯を含

む層と思われる。

第3層　第2層よりわずかに明るい8～22cmの褐色のハードロ

ーム層である。

第4層　白色粒子を少量含む8～28cmの黄褐色のハードローム　41・0‾

層で，姶良Tn火山灰含む層と思われる。　　　　　　　　　　第3図　基本土層図

－　9　－



第5層　36～60cmの黄褐色のハードローム層で，第2黒色帯を含む層と思われる。

第6層　黄褐色粒子を少量含む4～15cmの黄褐色のハードローム層である。

第7層　鹿沼軽石粒子を中量含む6～16cmの明黄褐色の層で，赤城・鹿沼軽石層の漸移層である。

第8層　鹿沼軽石粒子を多量含む10～22cmの明黄褐色の層で，赤城・鹿沼軽石層である。

第9層　黄褐色粒子を多量含む34～50cmの黄褐色のソフトローム層である。

第3節　遺構　と　遺物

1縄文時代の遺構と遺物

縄文時代の遺構としては，竪穴住居跡を1軒確認した。調査区城内の南東端部に位置し，わずかに傾斜が認

められる地点である。遺構は，耕作により撹乱されているため，形状等は不明確な点が多い。以下，確認した

遺構と遺物の特徴について記載する。

（1）竪穴住居跡

第3号住居跡（第5図）

位置　調査区の南東端部，F7C5区に位置している。

規模と形状　規模と形状は削平により明確ではないが，柱穴の配列から長径5．8m，短径5．25mの楕円形と推定

される。推定長径方向はN－670－Wである。耕作による撹乱のため壁は残存していない。

床　床面は削平され残存していない。

炉　確認されていない。

ピット　7か所。Pl～6は円形，P7は楕円形で，深さは17～42cmである。配置から柱穴と考えられる。

P土層解説
1　暗褐色　ロームブロック微量
2　暗褐色　ロームブロック少量
3　暗褐色　ロームブロック中量

4　暗褐色　ローム粒子中量
5　極暗褐色　ロームブロック微量

覆土　残存していない。

遺物出土状況　遺物は出土していない。

所見　削平されているためピットのみが残存し，床面や壁，炉等は確認されていない。判断の根拠にできる資

料はわずかであるが，柱穴の規模や配列から住居跡と判断した。遣物は遺構内からは出土していないが，その

周囲やトレンチヤー溝内からTPl～3の縄文土器片が出土している。出土状況から推定し，撹乱以前は遺構

に伴っていた遺物の可能性が高い。以上のことから，縄文時代草期末葉（茅山上層式期、）の遺構と思われる。

第4図　第3号住居跡出土遺物実測図
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二の沢A遺跡
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第5図　第3号住居跡実測図

第3号住居跡出土遺物観察表（第4図）

l
も
も
l
l
t

も
．
．
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g

l

g

g

g
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旦

二‾二Il　二三‾
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し＿＿＿＿二．．＿…＿＿し…‥＿＿∴一三

番号 種　　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備　　 考

T P4 縄文土器 深鉢 － （6．6） －
長石 暗赤褐 普通 胴部片　 内外面に細沈線施文　 繊維土器 床面 PL29

TP5 縄文土器 深鉢
－
（4．2）
－ 長石，石英 橙 普通 胴部片　 外面に細沈線施文　 繊維土器 床面 PL29

TP6 縄文土器 探鉢
－
（5．8）
－ 長石 橙 普通 胴部片　 0 段多条の単節縄文施文　 繊維土器 床面 PL29

2　弥生時代の遺構と遺物

弥生時代の遺構は竪穴住居跡2軋土坑1基を確認した。遺構は，調査区東端部で緩やかに傾斜する台地縁

辺部に位置している。さらに調査区外である南東方向に集落が広がる可能性がうかがえる。調査区内の耕作土

中や地表面に弥生土器片が散在している。これは，住居跡が比較的浅い位置で存在し，耕作により撹乱された

結果と推測される。散在していた弥生土器片の大多数には十王台式土器の文様が認められ，他にはわずかに附

加条一種（附加2条）の文様を有する土器片が混在している。確認した住居跡はいずれも削乎・撹乱を受け，

規模や形状等不明な点が多い。以下，確認された遺構の特徴と遺物について記載する。
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（1）　竪穴住居跡

第1号住居跡（第6図）

位置　調査区の南東端部，F7e6区に位置している。

規模と形状　耕作による削平のため壁，床面は残存していない。住居跡の掘り方と思われる部分から判断し，

長軸3．62m，短軸3．30mのほぼ方形と推測した。推定主軸方向はN－270－Eと思われる。

床　削平され硬化面は確認できない。

炉　上部は削平されている。確認できたのは，長径56cm，短径35cmの長楕円形で，深さ5cmの皿状に掘りくぼ

めた地床炉である。中央部には長径方向に直行する状態で炉石が設置されている。炉床は，炉石から南西側が

撹乱されているが，残存部は被熟し赤変している。しかし，硬化は弱く長期間の使用は考えにくい。

ピット　精査したが確認できなかった。

覆土　削平のため確認できなかった。

遺物出土状況　出土していない。

所見　第2号住居跡と主軸方向や規模等が近似しており，ほぼ同一時期と判断した。また，遺構に伴う遺物は

出土していないが，撹乱により本跡の周囲から出土している弥生土器片（十王台式）3点を考慮すると，時期

は弥生時代後期と考えられる。

⑥「‾‾‾‾
l

I
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j

I

l
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l

l

I

し

第6図　第1号住居跡実測図
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第2号住居跡（第7図）

位置　調査区の南東端部，F7e5区に位置している。

規模と形状　長軸4．00m，短軸3．98mのほぼ方形と推測される。推定主軸方向はN－250－Eである。壁は耕作

による撹乱のため確認できない。

床　南東部にわずかに残存しているのが確認された。残存部は硬化している。

炉　ほぼ中央に位置していたと推測される。上部は削平されており，現存で深さ5cmの皿状に掘り窪めた地床

炉である。長径62cm，短径21cmの長楕円形で，炉床は中央部が被熟し硬化している。土層は焼土ブロックや焼

土粒子が少量認められ，第2層がやや硬化している。炉石は出土していないが，炉床面のくぼみの痕跡から耕

作により失われた可能性が高い。
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二の沢A遺跡

炉土層解説
1　極暗赤褐色　　炭化粒子多量，焼土粒子少量，ローム

ブロック微量

2　暗赤褐色　　炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土
粒子微量

ピット　精査したが確認できなかった。

覆土　耕作による削平のため残存していない。

3　黒　褐　色　　炭化粒子多量，焼土粒子少量，ローム
粒子微量

遺物出土状況　弥生土器片13点，土師器片2点が出土している。1・2は，弥生土器壷の休部から底部にかけ

ての小破片である。Plは南東コーナー近く，P2は東壁際のそれぞれ床面から出土している。

所見　遺構の残存部がわずかのため規模や形状は推測による所が多い。時期は，遺物から弥生時代後期と思わ

れる。
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第7図　第2号住居跡：・出土遣物実測図

第2号住居跡出土遺物観察表（第7図）

10cm

」＿＿＿＿＿」－　！

番号種　　別器種口径器高底径胎　　土色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備　　考

1 弥生土器広口壷－（2．7）［13．6］長石，石英にぷい黄橙普通胴部片　桐部外面下端に附加粂二種（附加1条）の縄文施文床面 5％

2 弥生土器広口壷－（2．7）7．1長石，石英浅黄橙普通胴部外面下端に附加条二桂（附加1条）の縄文地文　内面赤彩床面 10％

TPl弥生土器広口壷－（7．6）－長石，石英黄橙普通
口縁部片　口緑部上位椀歯状工具（3本）による山形丸　下位

は3段の隆帯が貼られ，棒状工具により押圧
床面 PL29

TP2弥生土器広口壷 （3．0） 長石，石英浅黄橙普通ロ緑都片　口昏都とU緑都下端は縄文原体により押庄 床面

TP3弥生土器広口壷－（6．4）－長石，石英灰白普通
胴部から頚部にかけての破片　頸郭は櫛歯状1二具（4本）に
よる山形文　胴部は附加条二位（附加1条）の縄文　羽状構成床面 PL29

－13　－



（2）土坑

当時期の土坑は，調査区域東端の境界付近で1基のみ確認されているが，耕作による撹乱を大きく受けてい

る。以下，遺構の特徴と遺物について記載する。

第93号土坑（第8図）

位置　調査区の東端部，E7C3区に位置している。

規模と形状　長径3．18m，短径2．48mの不整楕円形で，深さ33cmである。壁面は外傾して立ち上がり，底面は

平坦で踏み固められ硬化している。東壁中央付近に幅0．85cm，奥行き0．45cmの方形状の突出部があるが，性格

は不明である。

覆土　6層からなる。層の大半が，ロームブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。覆土の大

半が耕作により撹乱されている。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック微量

3　黒褐色　ローム粒子少量，炭化物微量

4　黒褐色　ロームブ
5　黒褐色　ロームブ
6　暗褐色　ロームプ

やロック少量，炭化粒子微量
ロック・炭化粒子微量
ロック少量

遺物　弥生土器片260点が出土している。その他，耕作・撹乱による混入と思われる土師器片44点，須恵器片

3点が出土している。375・377の壷は，どちらも北壁寄りの底面から出土している。

所見　時期は，出土土器から弥生時代後期後半と考えられる。

＿伊鰯邸q往舞璃鞋ぬ．

．1‾こら‥葺撃

第8図　第93号土坑・出土遺物実測図
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二の沢A遺跡

第9図　第93号土坑出土遺物実測図

第93号土坑出土遺物観察表（第8・9図）

TP乃　　　　0　　　　　　　　　　　　10cm

」　　　＿；　　　！

番号種　　別器種口径器高底径 胎　　　土 色　調焼成 文　　様　　の　　特　　徴 出土位置備考

375 弥生土器壷 （8月）［7．6］長石，赤色粒子 淡黄 普通
附加条縄文による羽状構成（摩滅）　底部に焼成後の穿

孔有り底部に木葉痕 底面 30％

376 弥生土器盃 （2．52）［6．3］ 長石，石英 にぷい黄橙普通附加条二種（附加1条）の縄文施文　底部外面へラナデ覆土下層5％

377 弥生土器至芸 （3．8）7．8
長石・石英・

金雲母
橙 普通附加条二種（附加1条）の縄文施文 底面 5％

TP18弥生土器広口壷 （4．4）
長石・石英・
にぷい責程普通
口唇部に縄文原体による押圧　口緑部外面に附加条二種 中央部

PL29スコリア （附加1条）の縄文地文 覆土中層

TP19弥生土器広口壷 （3．4） 長石・スコリア 黄橙 普通
口唇部・ロ緑部下端に縄文原体による押庄　頸部外面に

附加条一種（附加2粂）の縄文施文

東壁付近

覆土下層
PL29

TP20弥生土器広口壷 （3．4）
長石・金雲母・

スコリア・針状鉱物
浅黄橙普通
口唇部に縄文原体による押庄　口緒部外面に櫛歯状工具

（3本術歯）による横走波状文　片口 覆土中PL29

TP21弥生土器彙 （3．8） スコリア・針状鉱物にぷい黄橙普通
櫛歯状丁具（3本櫛歯）による縦区画後，区画内に横走

波状文充填　円形の癌貼り付け
覆土中PL29

TP22弥生土器 （2．6）
長石・石英・
黄橙 普通
櫛歯状工具（6本櫛歯）による縦区画後，区画内に横走 中央部

PL29∃王 スコリア・針状鉱物 波状文充填 覆土中層

TP23弥生土器壷 （4．6） 長石・スコリア 黄橙 普通
櫛歯状工具（3本櫛歯）による縦区画後，区画内に横走

波状文充填
覆土中

TP24弥生土器壷 （4．5） 長石・スコリアにぷい黄橙普通櫛歯状工具（3本櫛歯）による鋸歯状文施文
東壁付近

覆土中層
PL29

TP25弥生土器互E （7．8）
長石・石英・

スコリア
黄橙 普通附加条二種（附加1条）の縄文施文　羽状構成 中央部床面PL29

TP26弥生土器壷 （2．2） 長石・スコリア 浅黄橙普通附加粂二種（附加1条）の縄文施文　底部に木葉痕 覆土中

番号 器　種 長さ（径） 孔　径 厚さ重呈材質 特　　　　　　　 徴 出土位置 備考

DP13 紡錘車 4．9 0．5 1．7 44．8 土 断面長方形　無文 覆土中層100％PIjO

3　古墳時代の遺構と遺物

今回の調査で確認された古墳時代の遺構は，竪穴住居跡74軒である。これらの遺構は調査区域全体に位置し，

時期は前期が70軒で，ほかに明確ではないが古墳時代と考えられるのものが4軒ある。以下，それぞれの遺構

の特徴と出土した遺物について，記述していく。

（1）　竪穴住居跡

第5号住居跡（第10図）

位置　調査区の東部，F7d3区。標高42．1mの平坦部に位置している。

重複関係　北西コーナー部を第6号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　壁は削平されているが，長軸4．05m，短軸3．99mの方形と推定される。主軸方向はN－160－Wと

推定される。
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二の沢A遺跡

床　平坦である。炉跡を中心に一部硬化商が見られる。

炉　中央部やや北寄りに設けられている。長径鍼cm　短径墟cmの楕円形で，床面を7cmほど掘りくぼめた地床

炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。

炉土層解説
1　黒褐色　焼土粒子微量 2　極暗褐色　焼土ブロック微量

ぽッ紅　4か所。Plへつ「ほ配置と規模から主柱穴と考えられる。深さは68～80cmである。

遣物出藍状況　土師器片73氏鉄製品上軋紡錘車上蕪，凹石1点のほか，撹乱等により混入したとみられる

縄文土器片4氏弥生土器片28点，須恵器片2点が出土している。遺物は南西部を中心に出土しているが，破

片がほとんどである。

所凰　時期は，出土土器等から4世紀前半と考えられる。

第5号住居跡出土遣物観察表（第10図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底 径 胎　　 土 色 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出 土位 置 備 考

5 土 師器 広 口壷 ［13．9］ （7．0）
－ 石英 ・長石 e 雲母 にぷ い 褐 普通 3 本 櫛 歯 に よる縦 区 画 ，山 形文 ，波 状 文 2 本 の 隆帯 南東 部 覆土 中 10％

6 土師 器 台付 婆
－

（2 ．4）
－ 石 英 ・長 石 にぷ い橙 普 通 外 面パ ケ 目調 整 覆 土 中 5 ％

7 土 師 器 こしご宝 ［9．3］ （4．4 ） － 石英 ・長 石 暗 赤褐 普 通
目線 部外 面 へ ラナ デ ，内 面 パケ 昌調 整後 へ ラ磨 き
内 ・外 面 赤彩 覆土 中 10 ％

8 土 師 器 甑 － （2．2） 4．5 石英 ・長石 にぷ い黄 褐 普 通 外 面 へ ラ削 り， 内 面へ ラナ デ 覆土 中 10 ％

番号 器　 種 長 さ （径 ） 幅 （孔径 ） 厚 さ 重　 量 材 質 特　　 徴 出 土位 置 備 考

D P l 紡 錘車 3．8 0．6 2．2 3 4．6 土 断 面糸 巻 き形　 表 面 沈 線 に よる区 画 の中 を刺 突文 覆土 中 PL3 0

Q 3 凹石 ・磨 石 11．2 6．1 4．6 4 3 5．3 安 山岩 1 か所 凹 みあ り　 側 面 に磨 りの 痕跡 あ り 南 西部 覆 土 中 P L3 0

第9号健贋跡（第は図）

位置　調査区の東弧　F6C8区。標高42。2mの平坦部に位置している。

規模と形状　北西壁のみの遺存であるが，長軸5．00m，短軸4。50mの長方形と推定される。主軸方向はN－330

…Wである。

床　ほぼ平坦である。

炉　確認できなかった。

ぽッ紅　3か所。Pl～3は配置と規模から主柱穴と考えられる。深さは42～56cmである。

Pl土層解説
1　褐　色　ローム粒子少量

2　明褐色　ロームブロック・砂少量
3　褐　色　ロームブロック中量

4　暗褐色　焼士粒子少量

5　暗褐色　ロームブロック中量
6　黒褐色　焼土粒子微量
7　褐　色　ローム粒子中量

援丑　4層からなる。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

土層解説

1灰褐色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　3　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量
2　黒褐色　炭化粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　4　黒褐色　炭化粒子中量

遺物出藍状況　土師器片40点のほか，混入したとみられる弥生土器片1点が出土している。遺物は細片がほと

んどである。

所凰　時期は，出土土器等から4世紀代と考えられる。
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第11図　第9号住居跡・出土遺物実測図

第9号住居跡出土遺物観察表（第11図）

番号 ．
器種 口径 器高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出 土位 置 備考

2 0 弥生 土 器 広 口東 （1．8） ［1 1．9 ］ 石 英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い 黄橙 普通 胴 部外 面 附 加条 二種 （附加 1 条） の縄 文 覆土 中 5 ％

第10号住居跡（第12・13回）

位置　調査区の東部，F6i7区。標高42．4mの平坦部に位置している。

重複関係　北東壁際の中央部を第1号土坑に，東コーナー部を第29号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸7．22m，短軸6．92mの方形である。壁は高さ24～30cmで，外傾して立ち上がっている。主軸

方向はN－590－Wである。

床　平坦である。炉跡2を中心に囲むように硬化面が見られる。壁溝は仝周する。上幅14～22cm，下幅8～14

cm，深さ8～16cmで，断面形はU字形であり，溝の中に径が10～20cm，深さ5cmほどの小ピット群が見られ，

壁柱穴の可能性が考えられるが，性格は不明である。
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二の沢A遺跡
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第12図　第10号住居跡実測図（1）
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炉　2か所。炉1ほ中央部やや東寄りに設けられ，長径82cm，短径76cmの不整円形で，床面を5cmほど掘りく

ぼめた地床炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。炉床の中央部に長さ20cmほどの炉石を持っている。

炉2ほ炉1の南東側に設けられ，長径88cm，短径52cmの楕円形で，床面を12cmはど掘りくぼめた地床炉で，炉

床は火熱を受け，赤変硬化している。炉1と炉2は同時に使用されていたと考えられる。

炉1土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量
2　暗　褐　色　ロームブロック・焼士ブロック少量
炉2土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック少量
2　灰　褐　色　焼土ブロック少量

3　黒　褐　色　焼土粒子微量

3　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量

ぽッ睦　6か所。配置と規模からPl～射ま主柱穴，P6ほ補助柱穴と考えられる。P5は南西壁際の中央部

に位置していることから，出入日施設に伴うピットと考えられる。深さはPl～4が60～97cm，P5。6が24

～29cmである。

貯蔵穴　酋コーナー部に付設されている。長軸76cm，短軸72cmの方形で，深さは16cmである。

者達　34層からなる。各層に焼土粒子やロームブロック，ローム粒子が混入していることから，人為堆積と考

えられる。

土層解説
1　里

2　窯

3　黒

4　里
ノ．11ヽ

5　暗

6　褐

7　灰

8　灰

色
色
色
色
色
色
色
色

褐
褐
褐
褐
褐
　
褐
褐

ローム粒子微量
ローム粒子・焼土粒子微量
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ

ーム粒子・焼土粒子微量
－ム粒子・焼土粒子微量
－ム粒子・焼土粒子微量

－ム粒子中量，焼土粒子微量
－ム粒子少量，焼土粒子微量
－ム粒子・焼土粒子微量

色
色
色
色
色
色
色
色

褐
褐
褐
褐
褐
褐
褐

褐
黒
黒
黒
窯
灰
窯
灰

9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6

20

ロームブロック少量
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ

ーム粒子微量
－ム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
－ム粒子・焼土粒子微量
－ム粒子微量

－ム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
－ム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
－ムブロック少量，炭化粒子微



二の沢A遺跡

17

18

19

20

21

22

23

24

25

黒

褐

里

遠
里

蕪
異

義

褐色　ローム粒子少量
色　ロームブロック少量
褐色　ローム粒子微量

褐色　ローム粒子微量
褐色　ローム粒子微量
褐色　ローム粒子微量
褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

灰褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

26

27

28

29

30

31

32

33

34

黒褐色　ローム

黒褐色　ローム
黒褐色　ローム
黒褐色　ローム
黒褐色　ローム
灰褐色　ローム

ブロック少量

粒子微量
粒子微量
粒子・焼土粒子微量
粒子少量，焼土粒子微量

粒子中量，焼土粒子微量
褐　色　ローム粒子中量

褐　色　ロームブロック少量
黒褐色　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片1003点，炉石1点，礫19点，鉄棒1点のほか，撹乱等により混入したとみられる縄文

土器片1点，弥生土器片89点，須恵器片7点が出土している。これらの遺物は，遺構の全体の床面や覆土下層

から極めて多量に出土している。

所見　時期は，出土土器等から4世紀前半と考えられる。
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第14図　第10号住居跡出土遺物実測図

第10号住居跡出土遺物観察表（第14図）

忘忌義認

番号 種　 別 器種 口　 径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備　　 考

21 土師器 器台 － （4 ．9） －
石英 ・長石 ・

赤色粒子
にぷい橙 普通

細部外面へラ磨 き，内面へラナデ ・パケ目調整
脚部側面 3 孔

南東部覆土上層 20％

22 土師器 器台 － （4．7） －
石英 ・長石 ・

赤色粒子
浅黄橙 普通 脚部外面へラ磨 き，内面へラ削 り 北東部覆土上層 20％

23 土師器 器台 － （2．8） ［19．3］
石英 ・長石 ・
小礫

橙 普通 脚部外面へラ磨 き，内面パケ目調整，脚部側面 3 孔 北西部覆土中層 10％

24 土師器 柑 ［11．4 ］ （6．5） － 石英 ・長石 にぷい黄橙 普通 ロ繚部外面パケ目調整後へ ラ磨 き 北東部覆土上層 10％

25 土師器 ∃亘 ［14月］ （4．4） － 石英 ・長石 にぷい橙 普通
口緑部及び頚部外面パケ呂調整　 口綾部内面へラ磨き
頚部内面へラナデ

北西部覆土上層 10％　 PL 22

26 土師器 互E ［17．9］ （7．0）
石英 ・長石 ・
雲母

黒褐 普通 □綾部外面下端指頭による押圧　 頚部外面へラナデ 南東部覆土上層 10 ％

2 7 土師器 要 ［18．4］ （4．9）
－

長石 ・
赤色粒子

浅黄橙 普通
ロ緑部内面へ ラ磨 き　 休部外面パケ目調整，内面パケ目
調整後へラ磨 き 北東部覆土上層 10 ％

28 土師器 小形襲 ［11．4］ （6．7）
－
長石 ・雲母 浅黄橙 普通

ロ緑部内面へ ラナデ　 頸部外面パケ日嗣整　 体部外面へ

ラ削り，内面へラナデ　 ロ縁部内 ・外面赤彩
中央部覆土下層 20 ％

一　21－



番号 種　 別 器種 L　 径 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備考

29 土師器 小形婆 ［9剥 紘3）
－
石英 4 長石 赤褐 普通 汀縁部内 つ射計へラ鹿渡 中央部覆土下層 ユ0 ％

30 土師器 整
－
（2．9ラ ［6．5］ 石英 か長石 にぷい橙 普通 体部外面へ ラ削 り後へ ラ磨 き，内面へラナデ 南 コーナー部覆土上層 10％

3 1 土師器 小形婆
－ （3。2 ラ ［4，2］ 長石 や雲母 にぷい黄橙 普通 休部夕痛 手パケ目調整，内面へラナデ 南コーナー部床面 38％

32 土師器 ノ再杉襲
… 絃廟 3．0 石英 ゆ長石 にぷい赤褐 普通 体部内 ・外面へラ削 り 北東部覆土上層 ユ0％

33 土師器 甑 ［15．7］ 終着 …
石英 ・長石 ・
雲母 め礫 にぷい黄橙 普通

［こい 体部外面へラ削 畑　 内面へラナデ後へラ磨き

内海赤彩 中央部床面 20％

番可　 器 種
長　さ 幅 酎 巨 … 材質 ！　　 特　 徴 出土位置　 再 考

Q 5 ！ 炉石
21．3 ト．丁

捌 「 鵬
砂岩 炉跡底面　 巨 掲載

二．　∴　一　　∵ノ　′！

言、′　′　∴′　、＼：　′　　．′　　　′、、　・　　　　．

′：∵∴‘、こ；′‾、＿　′∴′融、　′．　′′　　　　　　　、　　′＼　　′　　′　　／、ノ

・・ム＼‾　・、　、、．∴ノ／：ノ

床　はぼ、伸しである，、、

′　－　　　‥　　　　　　　　　　　　ノー　′、　－　′　　　　　　′、　　　　　　　　－　′、′　ノ　＿

床炉である。炉床は中央部を中心に，火熟を受けて赤変硬化している。

炉土層解説

ユ　黒　褐　色　炭化拉子中鼠　ロームブロック∵焼土粒子微量　4　暗　褐　色　焼土粒子多量タローム粒子や炭化粒子少量
2　黒　褐　色　炭化凝子中鼠　ローム粒子少数焼士粒子微量　5　黒　　色　炭化粒子中量芦　ローム粒子微量
3　暗赤褐色　焼土粒子中量芦　ローム粒子を炭化粒子少量

′　　　　ノ　＝－　・卜・′　　　　′　　′　　　　′　・一　　　　　、　　　′

Pl土層解説

1　褐　　　色　ロームブロック微量
2　褐　　　色　ローム粒子少量
3　明　褐　色　ローム粒子中量
4　にぷい橙色　ロームブロック少量
5　橙　　　色　ロームブロック少量
P4土層解説

ユ　黒　　　色　ローム粒子微量
2　灰　褐　色　ロームブロック少量
3　褐　　　色　ローム粒子少量
4　褐　　　色　ロームブロック少量

6　にぷい褐色　ローム粒子中量
7　にぷい褐色　ローム粒子中量
8　明　褐　色　ローム粒子中量

9　橙　　　色　ローム粒子多量

5　明　褐　色　ロームブロック少量
6　橙　　　色　ローム粒子多量
7　明　褐　色　ロームブロック少量
呂　にぷい褐色　焼土粒子微量

貯蔵究　南コーナー部に付設されている。長径軌m　短径緋cmの楕円形で　深さは射淵である。

貯蔵穴土層解説

ユ　暗　褐　色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　3　にぷい褐色　ロームブロック微量

2　褐　　色　ロームブロック微量　　　　　　　　　　　4　明　褐　色　ロームブロック少量

穫羞　摘層からなる。層厚が薄いため芦　堆積状況は不明である。

土層解説
ユ　黒　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

・l　黒　侶　邑

5　褐　　　色

6　褐　　　色

7　暗　褐　色

ローム粒子の炭化粒子微量
ローム粒子少量，炭化路子微量
ローム粒子少量
「トー∴拉「微量
ローム粒子微量
ローム粒子微量
ローム粒子微量

8　にぷい褐色　ローム粒子少量

9　にぷい褐色　ローム粒子少量

摘　褐　　　色　ローム粒子少量ア　廃土粒子微量
は　窯　褐　色　ローム粒子微量

12　褐　　　色　ロームブロック微量

ユ3　にぷい褐色　ロームブロックの焼土粒子微量

14　にぷい褐色　ローム粒子中量

遺物出藍状況　土師器片霊点　礫　点のほか　撹乱等により混入したとみられる弥生土器机2点夕須恵器片

温点が出土している。遺物は覆土中からの出土が多い。わずかの墨が南部の床面から出土しているがタ細片で

ある。

所凰　時期はタ　出土土器等から　世紀代と考えられる。

一一一一…一一一　22　－－－－



二の沢A遺跡

ノ

第15図　第11号住居跡・出土遺物実測図
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第m号住居跡出土遺物観察表（第15図）

番 号 種　　 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出 土位 置 備 考

34 弥生 土 器 広 口壷
－

（4 ．6） ［16調 石 英 ・長 石 浅黄 橙 普 通 胴部 外面 附 加条 二 種 （附 加 1 条 ）の縄 文 P 4 覆 土 中 10％ PL22

第瑠　考住居跡　第蟻図）

位置　調査区の東乳　E6j2区。標高42。5mの平坦部に位置している。

規模と形状　長車賂82m，短如。34mの方形である。壁は高さ5～20cmで，外傾して立ち上がっている。主軸

方向はN－490－Wである。

床　平坦である。炉跡を中心に囲むように硬化面が見られる。

炉　中央部やや西寄りに設けられている。長径102cm，短径64cmの楕円形で，床面を8cmほど掘りくぼめた地

床炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。

炉土層解説

1極暗赤褐色　ロームブロックさ焼土ブロック微量
2　暗赤褐色　焼土粒子少量，ロームブロック微量
3　にぷい赤褐色　焼土粒子少量

4　暗赤褐色　焼土粒子少量，ロームブロック微量

5　赤　褐　色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量
6　暗赤褐色　ローム粒子0焼土ブロック中量
7　極暗赤褐色　焼土粒子微量

ぽッ睦　4か所。Pl～4ほ配置と規模から主柱穴と考えられる。深さは57～70cmである。

Pl土層解説
1　褐　　　色　ローム粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子も炭化粒子微量
P2土層解説

1　褐　　　色　ロームブロック中量
2　褐　　　色　ローム粒子少量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量
4　灰　褐　色　ロームブロック少量
P3土層解説

1　褐　　　色　ロームブロック少量
2　灰　褐　色　ローム粒子少量
3　褐　　　色　ロームブロック中量

4　褐　　　色　ロームブロック少量
5　暗　褐　色　ローム粒子少量

5　褐　　　色　ロームブロック少量
6　褐　　　色　ロームブロック中量
7　褐　　　色　ローム粒子少量
8　にぷい褐色　ローム粒子多量

4　明　褐　色　ローム粒子多量
5　褐　　　色　ローム粒子少量

貯蔵究　2か所。貯蔵穴1は南コーナー部に，貯蔵穴2は西コーナーの壁面に接して付設されている。貯蔵穴

1ほ長径90cm，短径82cmの円私深さ46cmで，断面形は2段掘り込み状である。貯蔵穴2ほ長径90cm，短径78

cmの円形でタ　深さは60cmである。

貯蔵穴1土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量
3　黒　褐　色　ローム粒子少量
貯蔵穴2土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量
3　褐　　　色　ロームブロック少量
4　暗　褐　色　ローム粒子微量
5　褐　　　色　ローム粒子中量

4　灰　褐　色　ローム粒子少量

5　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

6　暗　褐　色　ローム粒子少量
7　褐　　　色　ローム粒子中量
8　極暗褐色　ロームブロック微量
9　にぷい褐色　ローム粒子多量
10　褐　　　色　ロームブロック少量

尊皇　24層からなる。トレンチヤーによる撹乱が多いため，堆積状況は不明である。

土層解説
1　里

ノIl　ヽ

2　窯

3　里
ノIl　ヽ

4　里
ハl　ヽ

5　暗

6　暗

7　里ノIl，ヽ

8　灰

色
色
色
色
色
色
色
色

褐
褐
褐
褐
褐
褐
褐
褐

ローム粒子微量
ローム粒子微量
日
　
日
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ

ーム粒子少量
－ム粒子少量

－ム粒子少量，焼土粒子微量
－ム粒子微量
－ム粒子微量
－ム粒子微量

9

1

0

n

1

2

1

3

1

4

1

5

1

6

褐
褐
　
褐

黒
窯
褐
灰

色　口

色　ロ

ーム粒子微量
－ム粒子少量

色　ローム粒子微量
色　ローム粒子微量

にぷい褐色　ローム粒子少量
灰　褐　色　ローム粒子少量
黒　褐　色　ローム粒子微量
灰　褐　色　ローム粒子少量
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二の沢A遺跡

17　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量
18　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

19　黒　褐　色　ローム粒子微量
20　灰　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

21灰　褐　色　ローム粒子微量
22　褐　　　色　ローム粒子少量
23　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

24　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片315点，礫5点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片21点，須恵器片

2点が出土している。遺物は中央部から西コーナーにかけて出土しているが，細片が多い。

所見　時期は，出土土器等から4世紀後半と考えられる。

Y ul　　可

第16図　第12号住居跡実測図
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［5願。6
第17図　第12号住居跡出土遺物実測図

第12号住居跡出土遺物観察表（第17図）

＼二二三㌢こ

＼＼遊歴賢

0　　　　　　　　　　　　10cm

」　＿＿；　　　！

番号種　別器種口径器高底径 胎　　土 色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備考

35 土師器椀［10．6］（3．5）－
石英・長石 明赤褐普通ロ緑部内・外面横ナデ 西部覆土下層20％

36 土師器高杯－（7．9）－
石英・長石・赤色粒子明赤褐普通脚部外面へラ磨き脚部3孔 覆土中20％

37 土師器′」、形相－（3．6）2．2石英・長石・赤色粒子橙
普通休部外面へラ削り，内面へラナデ 貯蔵穴覆土下層40％

38 土師器嚢 －
（3．2）［6．0］長石・雲母にぷい赤褐普通体部外面へラナデ，内面パケ目調整 中央部床面5％

39 土師器嚢 －
（2．4）［7調石英・長石・赤色粒子にぷい橙普通休部外面へラ削り，内面へラナデ 南東部覆土中10％

第14号住居跡（第18図）

位置　調査区の東部，E6hl区。標高42．6mの平坦部に位置している。

規模と形状　南壁及び東壁と西壁の南側のみの遺有であるが，長軸4．45m，短軸4．35mの方形と推定される。

壁は高さ11cmで，外傾して立ち上がっている。主軸方向はN－20TWである。

七6h2　　1

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　呈＿＿＿　」

＼＼⊥♂、－＿±ク＿．と二＿＝二二＿㌻
第18図　第14号住居跡・出土遺物実測図
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二の沢A遺跡

床　ほぼ平坦である。

炉　確認できなかった。

ぽッ紅　1か所。Plは南東コーナー寄りに位置しているが浮　規模から主柱穴の可能性が考えられる。深さは

58cmである。

覆土　5層からなる。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量
2　褐　色　ロームブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック少量
5　黒褐色　ローム粒子微量

遣物出丑状況　土師器片70氏礫1点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片1氏　陶器片1点

が出土している。遺物はほとんど細片である。

所凰　時期は，出土土器等から4世紀後半と考えられる。

第14号住居跡出土遺物観察表（第18図）

番号 種　　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備考

53 土師器 婆
－

（3潮 ［4 ．6］ 石英 e 長石 ・礫 にぷい橙 普通 体部外面へ ラ削り，内面へラナデ 南西部覆土中 5 ％

54 土師器 婆
－

（1．5） ［6．6］ 長石 ・雲母 にぷい赤褐 普通 体部内 ・外面へラ削り 南東部覆土 中 5 ％

第贈号住居跡（第19や20図）

位置　調査区の東部，F7g4区。標高42。Omの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸5。50m，短軸5。47mの方形である。壁は高さ8～13cmで，外傾して立ち上がっている。主軸

方向はN－90－Wである。

床　平坦である。炉跡の南東側を中心に硬化面が見られる。全面に貼り付くように炭化材が確認されている。

炉　中央部やや北寄りに設けられている。長径90cm，短径60cmの楕円形で，床面を11cmほど掘りくぼめた地床

炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。炉床の中央部に長さ14cmほどの炉石を持っている。

炉土層解説

1橙　　色　ローム粒子少量，焼土ブロック微量　　　　　　4　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗赤褐色　ロームブロックせ焼土粒子・炭化粒子微量　　　5　にぷい赤褐色　ローム粒子・炭化粒子中量
3　極暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック少量

だッ距　5か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は南壁際の中央部に位置していること

から，出入口施設に伴うピットと考えられる。深さはPl～4が65～72cm，P5が24cmである。

Pl土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
4　灰　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

5　褐　　　色　ローム粒子少量，炭化物微量
6　にぷい橙色　ロームブロック少量
P2土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子微量

2　褐　　　色　ローム粒子中量

7　にぷい橙色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

8　にぷい褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
9　にぷい褐色　ローム粒子少量

10　褐　　　色　ローム粒子少量
11明　褐　色　ローム粒子中量
12　明　褐　色　ローム粒子中量

3　黒　褐　色　ローム粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量

貯蔵究　南東コーナー部に付設されている。長径68cm，短径60cmの楕円形で，深さは48cmである。
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貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子微量
3　極暗褐色　ローム粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子中量

6　暗褐色　ローム粒子中量

7　暗褐色　ローム粒子多量
8　暗褐色　ローム粒子多量
9　暗褐色　ローム粒子少量
10　褐　　色　ローム粒子多量

覆土11層からなる。トレンチヤーによる撹乱が多いため，堆積状況は不明である。

土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色
3　黒褐色
4　黒褐色
5　黒褐色
6　黒褐色

ロームブロック・炭化粒子微量
ローム粒子，焼土粒子・炭化粒子微量
ロームブロック・炭化粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

7　黒　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
8　黒　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

9　黒　色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
10　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
11極暗褐色　ローム粒子・炭化材少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片438点，炉石1点，礫16点のほか，撹乱等により混入したとみられる縄文土器片8点，

弥生土器片65点，須恵器片6点，灰粕陶器細片1点が出土している。遺物は中央部から北西コーナーにかけて

と貯蔵穴からまとまって出土している。58の台付嚢は北西コーナーから逆位の状態で出土している。

所見　炭化材が床面に貼り付くように確認されていることから焼失住居と考えられる。時期は，出土土器等か

ら4世紀後半と考えられる。

第19図　第17号住居跡実測図
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二の沢A遺跡

第20図　第17号住居跡・出土遺物実測図

第17号住居跡出土遣物観察表（第20図）

0　　　　　　　　　　　　2m←；　　－」

番 号 種　 別 器 種 口　 径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出 土 位 置 備　 考

55 土 師 器 器 台 － （6 ．0 ） －
石 英 ・長 石 ・
雲 母

明 赤 褐 普 通
脚 部 外 面 へ ラ 磨 き ， 内 面 へ ラ ナ デ ・パ ケ 目 調 整
裾 部 内 面 パ ケ 目 調 整 中 央 部 覆 土 上 層 30 ％

56 土 師 器 ∃互 ［13 ．2 ］ （15 ．6 ） 長 石 ・雲 母 橙 普 通
口 緑 部 内 面 へ ラ 磨 き　 頸 部 内 ・外 面 へ ラ ナ デ

体 部 外 面 へ ラ ナ デ 後 へ ラ 磨 き ， 内 面 へ ラ ナ デ
南 西 コート 郎 覆 土 中 層 4 0 ％
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番号 種　 別 器種 口　 径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備考

57 土師器 ∃互 ［11．4 ］ （8．0） － 石英 ・長石 にぷい橙 普通 ロ緑郎及び体部内 ・外面へラ磨 き 貯蔵大澤土中層 40％ P L22

58 土師器 台付鉢 17．1 （10．1） － 石英 ・長石 浅黄橙 普通 ロ縁郎内面及び休部外面へラ磨 き 北西部床面 80％ PL 23

59 土師器 嚢
－
（14．3） 5．5 長石 ・雲母 ・礫 にぷい橙 普通 休部外面へ ラナデ後へラ磨 き，内面へ ラナデ 貯蔵穴覆土下層 50％ PL 23

60 土師器 襲
－
（3．0） ［6．2］ 石英 ・雲母 にぷい褐 普通 休部外面へ ラ磨 き，内面へラナデ 中央部床面 10％

6 1 土師器 要 （2．0） 5．8 長石 ・白色桂子 にぷい黄橙 普通 体部外面へラ削り　 底部木葉痕 北西部壁際覆土下層 20％

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚 さ 重　 畳 材質 特　　 徴 出土位置 備考

Q 6 炉石 17．1 4 ．4 6．4 426．3 半花崗岩 全面被熱　 煤付着 炉跡覆土中 未掲載

第18号住居跡（第21図）

位置　調査区の南部G4e7区。標高42．2mの平坦部に位置している。

規模と形状　壁は削平されているが，長軸4．55m，短軸3．74mの長方形と推定される。主軸方向はN－14。－W

と推定される。

床　ほぼ平坦である。

炉　中央部やや北寄りに設けられている。長径88cm，短径65cmの不整楕円形をした地床炉で，炉床は火熱を受

け，赤変硬化しているが，床面の掘り込みは見られない。

ピット　5か所。Pl～4は，配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は推定プランの南壁際の中央部に位

置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。深さはPl～4が78～86cm，P5が29cmである。

遺物出土状況　遺物は出土していない。

所見　出土遺物がないため，時期を決定することは難しいが，遺構の形態から古墳時代と考えられる。
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二の沢A遺跡

第帽考住居跡（第22図）

位置　調査区の東乳F7f2区。標高42。1mの平坦部に位置している。東側に主軸方向がほぼ一致する第17号

住居跡が位置している。

規模と形状　長軸3845m，短軸3。18mの方形である。壁は高さ8～摘C盟で，外傾して立ち上がっている。主軸

方向はN－16㌧WであるJ

床　平坦である。中心部に硬化面が見られる。

炉　確認できなかった。

ぽッ紅　21か所。PHのみ西壁際に位置しているがタあとは北壁際に10か所，東壁際に10か所位置している。

すべてのピットの形態は，径が10cm前後，深さが6cm前後であり，壁柱穴の可能性が考えられるが，性格は不

明である。

尊堂　3層からなる。トレンチヤーによる撹乱が多いため，堆積状況は不明である。

土層解説

1　黒　色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子微量

遣物出藍状況　土師器片H9息礫4点，土製支脚3点のほか，撹乱等により混入したとみられる縄文土器片

2息弥生土器片は点　須恵器片6点が出土している。遺物は北西コーナーから集中して出土している。被熱

を受けた礫（炉石として使用されたような形状）と被熱を受けた土製支卿3点もこのコーナーから投棄された

ような状況で出土している。

所風　炉跡も主柱穴も確認できずタ　この時期の住居跡としてほ規模も小さく，形態が異質である。時期は，出

土土器等から4世紀前半と考えられる。
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第23図　第19号住居跡出土遺物実測図

第19号住居跡出土遺物観察表（第23図）

ぷ－．Ji・薄さi二．1、‥藩こ

DP4

『司、

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　」

番号種　別器種口　径器高底径胎　　土色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備考

62土師器高土不－（7．7）［11．2］石英・長石赤褐普通脚部外面へラ磨き　裾部内・外面へラナデ・パケ目調整北東部攫土上層30％PL23

63土師器整［15．2］（6．7）－
石英・長石橙普通
口緑部内・外面パケ目調整　休部外面パケ目調整，内面

パケ目調整・ヘラナデ
南東部床面10％PL23

64土師器襲－
（2．3）6．0長石・白色粒子・礫褐普通休部外面へラ削り，内面へラナデ 北東部覆土上層50％

65土師器璽 （1．5）［5．2］石英・長石・雲母橙普通体部外面へラ削り，内面へラナデ　底部へラ削り北東部床面5％

番号器　種長さ（径）幅厚さ重　量材質 特　　徴 出土位置備考

DP2 支脚（10．0）（11．1）（4．6）（135．9）土全面被熱　外面ナデ，内面及び側面指ナデ北東部領土上層PL30

DP3 支卿 （7．7）（9．4）ほ4）（91．8）土全面被熟　外面ナデ，内面指ナデ　底面小枝痕北東部覆土中層PIjO

DP4 支胸 （6．5）（6．9）（3．5）（49．1）上全面被熟　外面ナデ，内面指ナデ 北東部覆土上層PIjO

Q7 炉石 14．5 6．3 4．1 504．5 石英斑岩全面被熱　煤付着 北東部覆土上層末掲載

第20号住居跡（第24図）

位置　調査区の東部，E6j7区。標高42．2mの平坦部に位置している。南部が調査区域外となっているため，

全体を調査することはできなかった。

規模と形状　壁は削平されていて，西壁しか遣存していないが，長軸6．47m，確認できた短軸6．25mの方形あ

るいは長方形と推定される。主軸方向はN－1050－Wと推定される。

床　ほぼ平坦である。

炉　西壁寄りに設けられている。長径56cm，短径32cmの不整楕円形をした地床炉で，炉床は火熱を受け，赤変

硬化しているが，床面の掘り込みは見られない。

炉土層解説
1　明赤褐色　焼土粒子多量
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二の沢A遺跡

ピット　4か所。Pl～P4は配置と規模から主柱穴と考えられる。深さは30～57。mである。

覆土　2層からなる。層厚が薄く，トレンチヤーによる撹乱が多いため，堆積状況は不明である。

土層解説

1　黒　色　ローム粒子微量 2　暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片192点，砥石1点・礫4点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片8点，

須恵器片3点が出土している。遺物は南部から少量出土している。

所見　時期は，出土土器等から4世紀前半と考えられる。

l I

1．．．－．．．－－．．一－・一－一■－．．－－－．．－－－t－一－4t－－－・一一．－・．．．■
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第25図　第20号住居跡出土遺物実測図

第20号住居跡出土遺物観察表（第25図）

番号 種　 別 器 種 口　 径 器　 高 底 径 胎　　 土 色調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土 位置 備考

66 土師 器 柑 ［7．0］ （4．2） － 長 石 ・雲 母 橙 普通 ロ緑 部 及 び体 部 内 ・外面 へ ラ ナデ　 内 ・外 面赤 彩 北 東 部床 面 20 ％

67 土師 器 襲 ［19．0］ ほ 0） － 石 英 ・長 石 橙 普通 ロ緑 部 内 ・外 面 パ ケ 目調 整　 頚 部 内面 へ ラナ デ P 3 内 5 ％

番 号 器　 桂 長　 さ 幅 厚 さ 重　 量 材 質 特　　 徴 出土 位 置 備 考

Q 8 砥 石 20．9 6 ．7 6．7 13 52．5 砂 岩 砥 面 3 面　 表 面 に鉄 分 付着 P 2 内 P lj O

第21号住居跡（第26図）

位置　調査区の東部，F5gO区。標高42．4mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸6．25m，短軸5．60mの長方形である。壁は高さ3～15cmで，外傾して立ち上がっている0主

軸方向はN－180－Wである。

床　平坦である。炉跡の南側を中心に硬化面が見られる。火熱を受け，焼土化したところが，東部から北部に

かけて7か所見られる。北部や東部にわずかに炭化材が貼り付くように確認されている。

炉　中央部やや北寄りに設けられている。長径82cm，短径41cmの楕円形で，床面を10cmほど掘りくぼめた地床

炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。炉床の南部に長さ24cmほどの炉石を持っている。

炉土眉解説
1暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土ブロック微量

2　赤褐色　焼土粒子多量

3　褐　　色　ロームブロック中量

覆土　5層からなる。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

土屑解説
1　黒　　色　ロームブロック微量
2　暗褐色　ロームブロック中量
3　黒褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量

4　黒褐色　ロームブロック微量
5　黒褐色　焼土ブロック微量

遺物出土状況　土師器片115点，炉石1点，礫1点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片5点が

出土している。遺物は炉跡の周辺を中心に北西部から出土している。

所見　焼土や炭化材が確認されていることから焼失住居と考えられる。時期は，出土土器等から4世紀後半と

考えられる。
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二の沢A遺跡
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第26図　第21号住居跡・出土遺物実測図
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第郡図　第別号住居跡出土遺物実測図
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番中…車躇巨可編棒可　ふう！色調i焼可　　手　法　の　特　徴！出土位置i備考
中攣車攣「つ触「つ描豪恒赤褐序可腑夕滴へラ磨き湖面へラ汁へラ削り「腑獅「恒
可輔車抽「つ舶巨汗蒜這i橙i普通序受飾服及欄部夕滴へラ磨き詳滴へラ削り炉跡内　巨％PL崇3
中潮車腑巨可船上つ益豪i湖　上叫庫舶潮拙戦夕浦へラ磨き炉跡内i測％PL23
7ユ巨師器巨甘巨12可609巨6憎議㌢明赤褐　普通慨内譜霜孟若　槻浦へラ削後へ巨摘部覆土欄！50％PIJ23

可輔車冊「つ舶巨汗意義巨ぷい可普通浮雲跨ハ謁荒桶へラ削り働工具に北西部床面i繍％PL23

笥巨瞞　寮巨や6ile車1石英逐母巨鉦摘桓可僻か桶鳴け 炉跡内i腑％PL23
閏巨師器　整序5巨2巨6　石英茂石橙i普通極桝一面へラ削。後へラ磨き　　　　…北繍覆土一欄i80％）PL23
可響斗畑恒中融「「諒礫舶褐桓車舶潮締高 北西部覆土下層恒
可聖攣「整巨朋巨細「つ完英茂石媚褐！普通i榔夕摘げ湖面へラげ 北西部床面i20％PL23
7車師器　楽巨可時i　石英茂石瞞褐恒車輌拇ナデ湖面へラ削り摘部緬i20％
閥巨瞞　聾　　恒極　右真滝石暗赤褐i攣i体部外面へラ削り湖面へラげ 北西肺毎邑

番号
器種i長さi幅
厚さ重量i材質i　　　 特　徴 出土位置備考

Q5
炉石i2306　日周
10．1細部　　石英斑岩　　全面被熱 炉跡底面未掲載

一　一　　　′　　　　‥　　′

位置　調査区の東部タ　F鮎　区。標高媚。mの平坦部に位置している。
′

軸方向は飼…220…Wと推定される。

、　　′　　　　　′　　　　　　　　　　　′　　′

、－′　　　　ノ　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　、

赤変硬化しているが　床面の掘　込みは見られない。
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二の沢A遺跡

ピット　5か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は南壁際の中央部に位置していること

から，出入口施設に伴うピットと考えられる。深さはPl～4が50～69cm，P5が24cmである。

P2土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量
2　褐　　　色　ロームブロック中量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量
4　明　褐　色　ローム粒子多量
P3土層解説
1　極暗褐色　ロームブロック微量
2　暗　褐　色　ロームブロック微量
3　褐　　　色　ローム粒子少量

④

5　明

6　褐

7　時

8　褐

4　明

5　灰

6　に

褐　色

色

褐　色

色

ロームブロック中量

ロームブロック少量
ロー

lコー・．

ム粒子中量
ム 粒子中量

褐　色　ロームブロック中量

褐　色

ぷい褐色

ローム粒子中量
ムブロック中量

第28図　第22号住居跡実測図
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貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。径70cmほどの不整円形で，深さは35cmである。

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量
3　灰　褐　色　ロームブロック微量
4　にぷい褐色　焼土粒子少量，ロームブロック微量

5　褐　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
6　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子微量

7　にぷい褐色　ロームブロック少量

覆土　5層からなる。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

土層解説
1黒　褐　色　炭化粒子中量，焼土粒子少量，ロームブロック微量　4　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子微量
2　黒　　色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量　　　　　5　暗　褐　色　炭化粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
3　黒　　　色　炭化粒子極めて多量，ローム粒子・焼土粒子微量

遣物出土状況　土師器片285点，礫7点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片12点，須恵器片

13点，陶器片2点が出土している。遺物は南コーナーからまとまって出土している。

所見　覆土中に焼土粒子や炭化粒子が含まれていることから焼失住居と考えられる。時期は，出土土器等から

4世紀後半と考えられる。

＼也二二遠望票

第29図　第22号住居跡出土遺物実測図

第22号住居跡出土遺物観察表（第29図）

番号 種　 別 器毯 口径 器 高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出 土位 置 備 考

79 土師 器 ∃E （2．4） 7．8 石英 ・長石 ・雲母 橙 普通 体 部 外面 へ ラ削 り，内 面 へ ラナ デ
北 コーナ ー部

覆土 中 層
5 ％

80 土 師 器 要 ［16．0］ 16．4 ［6．7］ 石英 ・長 石 橙 普通 休 部 外面 へ ラ削 り，内 面へ ラナ デ 貯蔵 穴覆 土 中層 60 ％ PL2 3

8 1 土 師 器 襲 ［11．8］ （16．2） －
石英 ・雲母 にぷ い褐 普通 ロ緑 部内 ・外 面 へ ラナ デ　 体 部内 ・外面 へ ラ削 り

蘭 コーナ ー部

覆土 上層
20 ％ PL2 4

82 土 師器 小形 要 ［6．6 ］ 10．3 3．6 石英 ・長石 明 赤褐 普通
ロ縁 部内 ・外 面 へ ラナ デ　 休 部外 面 へ ラ削 り，パ ケ

目調 整， 内面 へ ラ ナデ　 底 部 パ ケ目 調整
東 部覆 土 上層 40 ％ P L2 4

83 土 師器 甑 ［21．5］ 1乙8 6．0 石英 ・長石 赤橙 普 通
口 綾 部下 端指 頭 に よる押 庄　 休 部外 面へ ラ削 り， 内

面 へ ラナ デ
貯 蔵 穴覆 土 上層 40 ％ P L2 4
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二の沢A遺跡

第24号住居跡（第30図）

位置　調査区の東部，F5i7区。標高42．3mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸6・28m，短軸6．13．mの方形である。壁は高さ5～24cmで，外傾して立ち上がっている。主軸

方向はN－210－Wである。

第30図　第24号住居跡実測図
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床　平坦である。炉跡の南東側を中心に硬化面が見られる。

炉　中央部やや北寄りに設けられている。長径50cm，短径40cmの楕円形をした地床炉で，炉床は火熟を受け，

赤変硬化しているが，床面の掘り込みは見られない。

ピット　5か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は南壁際の中央部に位置していること

から，出入口施設に伴うピットと考えられる。深さはPl～4が57～68cm，P5が23cmである。

貯蔵穴　南西コーナー部に付設されている。一辺75cmほどの不整方形で，深さは78cmである。

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　ロームブロック微量
2　暗褐色　ロームブロック中量

3　極暗褐色　ロームブロック少量

覆土　4層からなる。トレンチヤーによる撹乱が多いため，堆積状況は不明である。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック微量　　　　　　　　　　　　　　3　黒　　色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック微量　　　　　　　　　　　　　　4　極暗褐色　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片319点，礫9点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片14点，須恵器片

7点が出土している。遣物は北コーナーからまとまって出土している。

所見　時期は，出土土器等から4世紀代と考えられる。

＿キ「三‾

ヽ表宣誓

第31図　第24号住居跡出土遣物実測図

第24号住居跡出土遺物観察表（第31図）

‾瑞お－く

番号 種　 別 器種 口 径 器高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出 土位 置 備 考

86 土 師 器 鉢 ［10 ．7 ］ 6 ．3 3 ．6 石 英 ・長 石 明赤 褐 普通 休 部外 面 へ ラナ デ後 へ ラ磨 き， 内 面 へ ラナ デ 北 壁 際 中央 部 床面 60 ％ P L 2 3

8 7 土 師 器 高 林 － （5 ．1 ） － 石 英 ・長 石 ・雲母 にぷ い 黄橙 普通 部外 面 へ ラ磨 き，内 面へ ラナ デ　 脚部 3 孔 北 西 部 覆 土 下層 20 ％

8 8 土 師 器 器 台 ［8 ．2 ］ （4 ．7 ） 石 英 ・長 石 橙 普 通
器受 部 内 ・外 面及 び 脚部 外 面へ ラナ デ　 脚部
内 面指 ナ デ

中央 部覆 土 下層 50 ％

8 9 土 師 器 璽 ［16 ．4 ］ （1 0 月） 石 英 ・長 石 にぷ い 赤褐 普 通 休部 外 面 へ ラ削 り， 内面 へ ラナ デ 南 西 部覆 土 上層 20 ％ P L 2 4

90 土 師 器 襲 ［1 6 ．6 ］ （7 ．1） －
石 英 ・長 石 ・

赤 色 粒子 ・白色 粒 子
にぷ い 黄程 普 通

口綾 部 内面 及 び体 郡外 面 ハ ヶ 月調 整　 頚部 外

面 及 び体部 内 面へ ラ ナデ
北 西 部覆 土 中層 10 ％

9 1 土 師 器 襲 ［2 7 ．4 ］ （9 ．1）
－

石 英 ・赤 色粒 子 浅 黄橙 普 通 口緑 部 内 ・外面 パ ケ 目調 整 北 西部 床 面 10 ％

9 2 土 師 器 寮 －
（2 ．4 ） ［5 ．2 ］ 長 石 に ぷ い褐 普 通 休部 外 面へ ラ削 り， 内面 へ ラナ デ 南 西部 覆 土 中 5 ％
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二の沢A遺跡

第26号住居跡（第32図）

位置　調査区の東部，F5f6区。標高42．7mの平坦部に位置している。

規模と形状　壁は削平されていて，北西壁の一部しか遺存してないが，長軸5．62m，短軸5．52mの方形と推定

される。北西壁は高さ5cmで，外傾して立ち上がっている。主軸方向はN－190－Wと推定される。

床　ほぼ平坦である。炉跡の北側に硬化面が見られる。

tPl－．一一一一■
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第32図　第26号住居跡・出土遣物実測図

ー　41－

0　　　　　　　　　　　10cm

L二　　；　一一二」



炉　中央部やや西寄りに設けられている。長径70cmタ短径触mの楕円形で，床面を4cmほど掘りくぼめた地床

炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。

炉土層解説

1赤　褐　色　廃土粒子多量，ローム粒子微量
2　暗赤灰色　焼土粒子少量，ローム粒子微量

3　にぷい赤褐色　ローム粒子e廃土粒子微量

4　明赤褐色　ローム粒子中量，焼士粒子少量

ぽッ紅　4か所。Pl～4ほ配置と規模から主柱穴と考えられる。深さは70～86cmである。

Pl土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック少量
2　黒　褐　色　ロームブロック微量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量
P2土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量
2　黒　褐　色　ロームブロック微量
3　暗　褐　色　ローm…ムブロック少量

4　褐　　　色　ローム粒子多量
5　褐　　　色　ロームブロック中量

4　褐　　　色　ローム粒子多量
5　褐　　　色　ロームブロック中量

貯蔵究　北西コーナー部に付設されている。径70cmほどの円形で，深さは63cmである。

貯蔵穴土層解説
1　明　褐　色　ローム粒子多量
2　極暗褐色　ローム粒子少量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量
4　褐　　　色　ロームブロック少量
5　灰　褐　色　ローム粒子中量

6　にぷい褐色　ロームブロック少量
7　褐　　　色　ロームブロック少量
8　明　褐　色　ローム粒子多量
9　橙　　　色　ローム粒子多量
10　にぷい橙色　ローム粒子多量

淫蓋　単一層である。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

土層解説

1　里　　　色　ロームブロック少量，焼士粒子微量

遺物出藍状況　土師器片60点芦礫18点のほか，混入したとみられる弥生土器片2点が出土している。遺物は貯

蔵穴から出土しているが，量は少ない。

所凰　時期は，出土土器等から4世紀後半と考えられる。

第26号住居跡出土遺物観察表（第32図）

番号 種　　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備考

93 土師器 聾
－

（4 ．6） 5．1 石英 ・長石 にぷい褐 普通 休部外面へ ラナデ，内面へラ削 り・ヘラナデ 貯蔵穴覆土中 10％

第那葛佳腰掛（第33図）

位置　調査区の東部，F5e6区。標高42．7mの平坦部に位置している。

規模と形状　南壁は削平されているが，長軸6。39m，短軸5。68mの長方形である。壁は高さ　～Hcmで，外傾

して立ち上がっている。∴圭軸方向はN1260－Wである。

床　平坦である。硬化面は見られない。北部を中心に炭化材が貼り付くように確認されている。

炉　確認できなかった。

ぽッ睦　4か所。Pl～4ほ配置と規模から主柱穴と考えられる。深さは73～82cmである。

P4土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　4　にぷい褐色　ロームブロック少量
2　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　5　明　褐　色　ロームブロック中量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　6　明　褐　色　ローム粒子多量

貯蔵究　南コーナー部に付設されている。径70cmほどの円形で，深さは64cmである。
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二の沢A遺跡

覆土　3層からなる。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

土屑解説
1黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　色　ローム粒子多量

3　暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片86点，礫4点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片12点，須恵器片4

点，陶器片2点出土している。遺物は北部から出土しているが，量は少ない。

所見　炭化材が床面に貼り付くように確認されていることから焼失住居と考えられる。時期は，出土土器等か

ら4世紀後半と考えられる。
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第33匡l　第27号住居跡実測図
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′
第34図　第27号住居跡出土遺物実測図

第27号住居跡出土遣物観察表（第34図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿　　；　　　！

番号確　　別器種口径器高底径胎　　土色調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備考

94 土師器彙［16．2］（6．2） 雲母・黒色粒子橙普通口緑部外面へラ磨き・ヘラナデ　内・外面赤彩北コーナー部覆土下層10％PL23

第28号住居跡（第35・36図）

位置　調査区の東部，F5g3区。標高42．6mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸16．20m，短軸13．20mの長方形である。壁は高さ5～21cmで，外傾して立ち上がっている。

主軸方向はN－190－Wと推定される。

床　ほぼ平坦である。炉1跡の西側と東壁際と南壁際に硬化面が見られる。床面に炭化材が貼り付くように散

在している。

炉　2か所。炉1は中央部やや北東寄りに設けられ，長径148cm，短径98cmの楕円形で，床面を12cm掘りくぼ

めた地床炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。炉2は中央部やや南西寄りに設けられ，長径82cm，短

径62cmの不整楕円形で，床面を5cm掘りくぼめた地床炉で，炉床は火熱を受け，赤変碩化している。炉2より

炉1の方が新しいと考えられる。

炉1土屑解説
1　黒　　　色　焼土粒子微量
2　極暗赤褐色　焼土粒子少量

3　極暗赤褐色　焼土ブロック微量
炉2土屑解説

4　極暗赤褐色　焼土ブロック微量
5　極暗赤褐色　焼土粒子少量
6　明赤褐色　焼土ブロック微量

1黒　　色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量　　　　　2　黒　　色　ローム粒子・焼土ブロック微量

ピット　5か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は南壁際の中央部やや東寄りに位置し

ていることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。深さはPl～4が130～155cm，P5が58cmである。

P1－4土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量
3　褐　　　色　ロームブロック少量

4　褐　　　色　ロームブロック中量
5　黒　褐　色　ロームブロック微量
6　黒　褐　色　ロームブロック微量
7　暗　褐　色　ロームブロック少量
P5土層解説
1黒　　　色　ロームブロック・焼土粒子微量
2　黒　　　色　ロームブロック微量
3　黒　　　色　ロームブロック少量

8　暗　褐　色　ロームブロック少量
9　黒　褐　色　ローム粒子少量
10　黒　褐　色　ロームブロック微量

11黒　褐　色　ロームブロック微量
12　暗　褐　色　ロームブロック中量
13　暗　褐　色　ロームブロック中量
14　極暗褐色　ロームブロック微量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量

5　灰　褐　色　ローム粒子少量

貯蔵穴　北コーナー部に付設されている。長軸106cm，短軸86cmの長方形で，深さは73cmである。

貯蔵穴土屑解説

1暗　褐　色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　3　黒　褐　色　ロームブロック微量
2　極暗褐色　ロームブロック少量

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
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二の沢A遺跡

土層解説
1　黒　色　ロームブロック微量

2　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子微量
3　黒　色　ロームブロック少量

4　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック微量
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第35図　第28号住居跡実測図（1）
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第36図　第28号住居跡実測図（2）
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遺物出土状況　土師器片1019点，敲石1点，磨石2点，礫18点，粘土塊3点，鉄鉱1点のほか，撹乱等により

混入したとみられる弥生土器片50点，須恵器片12点が出土している。遺物は床面全体に広がるように出土して

いる。

所見　炭化材が床面から貼り付くように確認されていることから焼失住居と考えられる。また，本跡は当遺跡

において最大規模の住居跡である。時期は，出土土器等から4世紀後半と考えられる。

第37図　第28号住居跡出土遺物実測図（1）
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二の沢A遺跡
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第38図　第28号住居跡出土遺物実測図（2）
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番号種別器種巨可器高底径胎　　土
色調i焼成i　　 手　法　の　特　徴　 ！出土位置

備考

95土師器
稀巨中3
3。5石英0長石0雲母
にぷい黄褐国禁禁へラ磨凱下端及び掛ラ削体部内商つ南西部覆土欄

95％PL23

96十紬器
綱「つ掴
11。3 有華・長有

橙　国選鎧孟宗紅寒雫票野蒜議
閥％PL凱

97土師器
綱「つ舶
－石英e長石
橙　国禁認霊警㌶‾霊豊郷端及欄部ip胤下層

20％

98土師器
舶「つ㈱
10や6
石英や長石・
礫・白色粒子
明赤褐　普通慧禁詣霊きみも慧ラ削　榔外面へラげ　中央部覆土下層

60％PL24

99土師器
紬「つ伽
－ 長石
にぷい黄橙回脚部外面へラ磨き湖へラ削り外舶彩　　 唇部覆土上層

40％

用0土師器
堵「恒
－石英・長石
にぷい醜回僻隅商へラ磨き湖へラ削り　　　 巨東部覆土下層

40％

ユ鋸土師器
醐車可錮
－石英・長石・雲母
浅黄橙国禁外面パケ自調整誹面及び離臓離旨げS字状i北郷床面

60％PL24

ユ02土師器
台付中可㈲
…石英e長石せ雲母
灰黄褐国体部外面パケ日調整湖へラげS字状目線 i北西部覆土欄

40％PIJ24

ヱ03土師器
餐　可胴
［6剥長石0雲母
赤褐回完慧瀾及び細面へラ磨休部桶へラナデ巨史郎覆土欄

6　％PL凱

104士帥器
壷巨可舶
－長石∴賢母
にぷ減！普通臓的瀾及び酬商へラ磨き師楠へラげ唇部覆土欄

5％

105十帥器
賓巨76車7）
－石英や長石e雲母浅黄橙　普通　目線部内の外面パケ昌調整　　　　　　　　　　　　 北東部覆土下層5％

ユ06土師器
婆i 恒
［6も2］石英e長石
浅黄橙同郷外商パケ目調整潤へラげ底部木葉痕 i北醐覆土欄

5％

番可　器種！長さ
幅 厚さ 重量「媚 特　　徴 出土位置 備考

Q用　 敲石　目1065）
7．6 4。6 馳鋸　　　安山岩先端部敲打痕あり　表面磨りの痕跡あり 北西部覆土下層 PL30

▼Q可　 砥石　巨e6
8．2 5。7
5770日　 砂岩
砥面6面 北東部覆土下層 PL30

Qは　 磨石　目の1
2や8 1．2
親 「鵬
表面磨りの痕跡強い　側面に敲きの痕跡あり 南西部覆土中層

M3　 鉱　巨eH （2詔 0。3
（9e6）！鉄
広身有舌 i南西部壁際覆土下層i

′l　　　ノ　　′！ノ・‘J

位置　調査区の東漁　民漁　区。標高張。mの平坦部に位置している。

′∴　－　∫－．っ‾．・－　′　′′・工、、、　∴－′．！言　　　．、′ノ　　　、、＼－・；、－h正吉　　ノ′　二　′，

・′ノ　　・・－．ノ　　　　　・・　　トー　′、　ノ　′ノ　　　／　　　　′　　ノ、　・　　　′′　ノ

床　平出である言硬化面は見られない。「

炉　碓認できなかった。

ノ・　　＿′ノ、′・．l′　　　∵‾一・　一′∴・ノ′ノ．　－／′．∴　ノ　∴・ノ　′．ノ．′、　′′　　l′′．

Pl土層解説

1　暗褐色　ロームブロック少量
P4土層解説

1極暗褐色　ロームブロック少鼠　炭化物微量
2　極暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　遺物は出土していない。

2　暗褐色　ロームブロック中量

3　褐　　色　ローム粒子中量

所凰　出土遺物がないためタ時期を決定することは難しいが芦遺構の形態から古墳時代と考えられる。
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第調図　第29号住居跡実測図

第3の号健應跡（第40図）

位置　調査区の東部　E髭8区。標高42。6mの平坦部に位置している。

規模と形状　壁は削平されているが，長軸5。13m，短軸5。12mの方形と推定される。主軸方向はN－600－Wと

推定される。

床　ほぼ平坦である。炉跡の周辺に硬化面が見られる。

炉　中央部やや西寄りに設けられ，長径68cm，短径46cmの不整楕円形で，床面をユOcm掘りくぼめた地床炉で，

炉床は火熱を受け，赤変硬化している。炉床の中央部に長さ22cmほどの炉石を持っている。

炉土層解説
1　暗赤褐色　ローム粒子も焼土粒子少量，炭化粒子微量
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ピット　4か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。ピットの形状から建て替えがあった可能性

が考えられる。深さは65～77cmである。

P2土層解説

1黒褐色　炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量　4　暗褐色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量　　　　5　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　黒褐色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
P3土層解説

1黒　色　焼土粒子・炭化粒子中量，灰少量　　　　　　　　4　黒　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
2　黒　色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土ブロック微量　5　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量
3　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量　6　黒褐色　炭化粒子中量，焼土粒子少量，ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器細片4点，炉石1点が出土している。遺物は炉跡の周辺からわずかに出土している。

所見　時期は，出土土器等から4世紀代と考えられる。
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二の沢A遺跡

第31号住居跡（第41図）

位置　調査区の東部，E6e3。標高42．2mの平坦部に位置している。

規模と形状　壁は削平されているが，長軸5．17m，短軸4．65mの長方形と推定される。主軸方向はN－290－E

である。

床　平坦である。硬化面は見られない。

炉　3か所。三つ隣接する形で中央部に設けられている。炉1は長径101cm，短径62cmの楕円形で，炉床を8

cm掘りくぼめた地床炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。炉2は長径82cm，短径60cmの楕円形で，炉

床を8cm掘りくぼめた地床炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。炉床の西部に長さ12cmほどの炉石を

持っている。炉3は長径88cm，短径51cmの楕円形で，炉床を13cm掘りくぼめた地床炉で，炉床は火熟を受け，

赤変硬化している。炉床の南東部に長さ22cmほどの炉石を持っている。炉1が古く，炉2と炉3が共に新しく，

しかも同時に使用されていたと考えられる。

炉1土眉解説

1黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微意
2　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
炉2土層解説

1　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　橙　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
炉3土屑解説

1暗　褐　色　炭化粒子多量，焼土粒子中量，ローム粒子微量
2　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，ロームブロック微量
3　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子少量

3　にぷい赤褐色

3　赤　褐　色

4　橙　　　色

4　明

5　暗

6　暗

赤褐色
赤褐
赤褐

ロームブロック・焼土粒子少量，炭化物微量

ローム粒子中量，焼土粒子微量
ローム粒子中量

ローム粒子多量，焼土ブロック・炭化材微量
炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
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ピット　4か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。深さは57～67cmである。

遺物出土状況　土師器片17点，炉石1点，礫3点が出土している。遺物は東コーナーと炉跡周辺からわずかに

出土している。

所見　時期は，出土土器物等から4世紀前半と考えられる。

第42図　第31号住居跡出土遺物実測図

第31号住居跡出土遺物観察表（第42図）

0　　　　　　　　　　　　1°cm

107！　　　i　　　　！

番号種　　別 器種 口径 器高底径 胎　　土 色調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備考

107 土師器 台付襲 14．5 （13．5）－ 石英・長石 黒褐普通
休部外面及び頚部内面パケ目調整　S字状口縁 束コーナー部床面 20％PL24

番号 器　種 長　さ 幅 厚さ 重　量 材質 特　　徴 出土位置 備考

Q14 炉石 15．4 6．3 6．7 825．7 石英斑岩 全面被熱　表面に磨りの痕跡あり 炉跡2底面 未掲載

第32号住居跡（第43図）

位置　調査区の東部，E6b5区。標高41．9mの平坦部に位置している。

規模と形状　削平されていて西壁と南壁の一部しか遺存していないが，長軸5．92m，短軸5．00mの長方形と推

定される。壁は高さ10～20cmで，外傾して立ち上がっている。主軸方向はN－18。－Wと推定される。

床　ほぼ平坦である。

炉　中央部やや北西寄りに設けられている。長径98cm，短径86cmの楕円形で，床面を8cm掘りくぼめた地床炉

で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。

炉土層解説
1にぷい赤褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック微量　　　　3　にぷい赤褐色　焼土粒子少量，ロームブロック微量
2　暗赤褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック微量　　　　4　極暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微量

ピット　5か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は南壁際の中央部に位置していること

から，出入口施設に伴うピットと考えられる。深さはPl～4が66～80cm，P5が16cmである。

P2土層解説
1にぷい褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化材微量　　　　4　明　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
2　明　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量　　　　　　　5　明　褐　色　ローム粒子極多量，炭化粒子微量
3　にぷい褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量　　　　　　　6　にぷい橙色　ローム粒子多量，炭化材微量
P5土層解説
1褐　　色　ローム粒子中，炭化粒子少量，焼土粒子微量　　　4　明　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
2　明　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量　　　　　　　5　灰　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
3　にぷい褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。長軸110cm，短軸90cmの不整楕円形で，深さ72cmである。

覆土　4層からなる。ほぼレンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
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二の沢A遺跡

土層解説

1褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量　　　　　　　　　3　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　　4　褐　色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片86点，礫1点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片3点，須恵器片1

点が出土している。遣物は貯蔵穴及び貯蔵穴周辺から少量出土している。

所見　時期は，出土土器等から4世紀後半と考えられる。
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第3号住居跡出土遺物観察豪　第舶固）

鵬 種　 可 梱 庸 序 馬巨摘 i 胎　 土 i 色調 i焼成i　 手　 法　 の　 特　 徴
出土位置 備考

ユ0％

5％

ほ　　　土瞞　　　 婆 巨細 巨可 石英㈲ 雲母 巨ぷい褐i普通極 桝か ラ削り湖 へラげ
貯蔵穴確認面

畑　　　土纏　　　 婆 巨可 ［8可 赤露 悪 嘉子 i 橙 i普通極 糾面へラ削り湖 面へラげ
貯蔵穴北側床面

′

位置　調査区の東乳E抽　区。標高膿mの平坦部に位置して折る。

親機藍形状　北部が調査区域外となっているため　全体を調査するこ　ぼで　ずタ　また　南西壁しか遺存して

射ないが学長朝鮮絡勒確認で　た短軸都mの方形ある齢は長方形と推定される。南西壁は高さ航mで　外

憾して立ち上がっている。室軸方向はN…罰0～Wである。

床　平坦である。炉跡の東側と西側に硬化商が見られる。

炉　か所い二つは隣接する形で中央部やや西欝　に設けられている。炉　は渓饉滅cm　短触配mの不整緒閏

形で　炉床を5cm掘り　ぼめた地床炉で　炉床は虎熱を受け　赤変硬化している。硬化の度合いが弱いのでタ

短期間の傑用と考えられる。炉　は長径勤m　短径罰cmの楕閏形で　炉床を祝m掘り　ぼめた地床炉でタ炉床

′　　　　　　・′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

炉2が新しいと考えられる．、、

炉1土層解説

ユ　赤褐色　焼士ブロック多量
炉2土層解説

ユ　赤褐色　焼土ブロック多量
2　暗褐色　ロームプロッタ少量芳　焼士粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック少量芦　焼土粒子微量

3　黒褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

ぽッ睦　か所。㌘　～　ほ配置と規模から主柱穴と考えられる。深さはP　が挽m汐　P　が渕mである。

P2土層解説
1　黒　　色　しトー∴－‥′′、’H∵ケ微量

2　極暗褐色　ロームブロック少量

3　褐　　色　ロームブロック中量

4　暗褐色　ロームブロック少量

5　暗褐色　ロームブロック中量

貯蔵究　商コーナー部に付設されている。窺醜配m　短幽艶mの隅丸長方形で　深さは媚だmである。

貯蔵穴土層解説

ユ　黒褐色　ロームブロック微量

2　黒褐色　ロームブロック微量

3　暗褐色　ロームブロック中量

4　極暗褐色．ロームブロック少量

5　褐　　色　ロ…ムブロック中農

6　極暗褐色　ロームブロック少量

遺磯出羞状況　土師器片滋鰯が出土している。遺物は炉跡の周辺と貯蔵究周辺から出土している。

新風　時期はタ　出土土器等から世紀後半と考えられる。

一一1511－1－－－－



二の沢A遺跡
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第45図　第33号住居跡・出土遺物実測図

第33号住居跡出土遺物観察表（第45図）

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底 径 胎　　 土 色調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土 位置 備 考

110 土 師 器 柑 － （6 ．3）
－

長 石 浅黄 橙 普 通 休 部 外面 へ ラ 削 り後 へ ラ磨 き， 内面 へ ラ ナデ 炉跡 西側 床 面 25 ％

1 1 1 土 師器 小 形 要
－

（10．2） 3．4 石英 ・長 石 浅黄 橙 普 通 休 部外 面 へ ラ磨 き， 内面 へ ラナ デ　 外 面赤 彩 貯蔵 穴 北東 側 床面 60 ％ P L 2 4

－　55　－



第34号住居跡（第46図）

位置　調査区の東部，E5gl区。標高43．2mの平坦部に位置している。

規模と形状　壁は南西コーナーの一部しか遺存していないが，長軸5．76m，短軸5．12mの長方形と推定される。

南西コーナー壁は高さ6cmで，外傾して立ち上がっている。主軸方向はN－10－Eである。

床　ほぼ平坦である。

炉　確認できなかった。

ピット　4か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。深さは封～88cmである。

Pl土眉解説
1黒　褐　色　炭化粒子多量，ロームブロック微量　　　　　6　暗　褐　色　炭化粒子多量，ロームブロック少量，焼土粒子微量
2　極暗褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量　　　　　　　7　暗　褐　色　炭化粒子多量，ロームブロック微量
3　暗　褐　色　炭化粒子多量，ロームブロック少量　　　　　8　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量
4　にぷい赤褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子微量　　　9　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
5　暗　褐　色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量10　にぷい褐色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

一一－－－－－－－－－－、
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第46回　第34号住居跡・出土遺物実測図
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二の沢A遺跡

P3土層解説

1黒　褐　色　炭化粒子多鼠ローム粒子を焼土粒子微量　　5　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子中鼠焼土粒子微量
2　黒　褐　色　炭化粒子多鼠ロームブロックき焼土粒子微量　6　褐　　色　ロームブロック8炭化粒子中量
3　褐　　色　炭化粒子多量，ロームブロック少量　　　　7　褐　　色　ロームブロック・炭化粒子中量
4　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

貯蔵究　南西コーナー部に付設されている○長軌00cm　短軸糾cmの隅丸方形でタ深さは59cmである。

貯蔵穴土層解説

1黒　　色　炭化粒子多鼠ローム粒子も焼土粒子微量　　4　暗　褐　色　炭化粒子多量，ロームブロック少量
2　黒　　色　炭化粒子多鼠ローム粒子・焼土粒子微量　　5　暗　褐　色　炭化粒子多量，ロームブロック少量
3　黒　褐　色　炭化粒子多数ロームブロックの焼土粒子微量　6　褐　　色　炭化粒子中量，ロームブロック微量

遺物出藍状溌・土師器細片7氏敲石上蕪，礫2点が出土している。遺物は芦貯蔵穴からわずかに出土してい

るだけである。

新風　時期はタ　出土土器等から4世紀代と考えられる。

第34号住居跡出土遺物観察表（第46図）

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚 さ 重　 量 材 質 特　　　　　 徴 出土位置 備考

Q 15 敲石 16．5 7．1 5。3 905．5 砂岩 両端部に敲打痕あ り 貯蔵穴覆土中 PL30

第語感考健贋跡（第47図）

位置　調査区の中央乳F舶区。標高43。2mの平坦部に位置している。

規模と形状　長郎043m言捌離瀾短の長方形である○壁は高さ摘～躇cmで　外傾して立ち上がっている。主

軸方向はN三好㌧Wである。

床　平坦である。中央部を中心に広い範囲で硬化面が見られる。

炉　中央部やや北西寄りに設けられている。長径64cm，短径魂cmの楕円形でタ炉床を6cm掘りくぼめた地床炉

で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。

炉土層解説

芸：言霊霊芝笠諾霊‡‡豊昔霊：霊孟警芸警量　雲霊。豊富雲豊‡霊宝雷二霊ふ笠霊禁ック微量

ぽッ睦　5か所。Pl～4ほ配贋と規模から主柱穴と考えられる。P5ほ南東壁際中央部やや西寄りに位置し

ていることから，出入日施設に伴うピットと考えられる。深さはPl～4が50～80cm，P5が29cmである。

貯蔵究　南コーナー部に付設されている。径50cmの円形で　深さは鮮cmである。

貯蔵穴土層解説

1黒　　色　炭化粒子多量，ローム粒子も焼土粒子微量　　5　暗　褐　色　炭化粒子多量，ロームブロック微量
2　黒　褐　色　炭化粒子多量クローム粒子も焼土粒子微量　　6　暗　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子。焼土粒子微量
3　黒　褐　色　炭化粒子多鼠ロームブロックe焼土粒子微量　7　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子中量
4　黒　褐　色　炭化粒子多鼠　ローム粒子少量，焼土粒子微量

穫豊　20層からなる。トレンチヤーによる撹乱が多く見られるがタ各層に炭化粒子や焼土粒子などが見られる

ことから人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒

2　窯

3　褐

4．黒
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ローム粒子・焼土ブロック微量
ローム粒子・焼土粒子微量
ローム粒子・焼土粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子微量



9　黒　褐　色

10　黒　褐　色
11黒　褐　色
12　黒　褐　色
13　褐　　　色
14　黒　　　色

炭化粒子多量，ローム粒子微量
炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
炭化粒子多量，ローム粒子・焼土ブロック微量

ローム粒子多量，炭化粒子微量
炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量

15　暗　褐　色
16　黒　褐　色
17　極暗褐色
18　黒　　　色

19　黒　褐　色
20　黒　　　色

炭化粒子多量，
炭化粒子多量，

炭化粒子多量，
炭化粒子多量，
炭化粒子多量，
炭化粒子多量，

ロームブロック少量，焼土ブロック微量
ロームブロック・焼土ブロック微量
ロームブロック・焼土ブロック微量
ローム粒子・焼土粒子微量
ローム粒子・焼土粒子微量
ローム粒子・焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片93点，陶器片1点，石皿1点，礫7点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生

土器片10点，須恵器片4点が出土している。遺物は床面中央部と貯蔵穴周辺から出土している。

所見　覆土中に多量の炭化粒子や焼土粒子等が含まれていることから焼失住居と考えられる。時期は，出土土

器等から4世紀後半と考えられる。

A
43．2m

γ　凸l　可　可

第47図　第36号住居跡実測図
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二の沢A遺跡

「‾「：：∴ 0　　　　　　　　　　　10cm

，，2　L＿＿⊥」＿＿」

第48図　第36号住居跡出土遺物実測図

第36号住居跡出土遺物観察表（第48図）

0　　　　　　　　　10cm

L＿　　；　＿二∃

番号種　　別器種U径器高底径胎　　土 色調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備考

112 土師器 牽［14．2］（8．9） 石英・長石にぷい橙普通頚部内・外而ヘラナデ　体部内・外面へラ削り 中央部覆土下層 10％

番号 器　種 長　さ 幅 厚さ重　畳 材質 特　　徴 出土位置 備考

Q16 石皿 19．7 25．4 12．2 7780．0 砂岩 周辺部被熱　血状の凹面擦痕あり P3覆土中 PIjO

第37号住居跡（第49・50図）

位置　調査区の東部，G5b8区。標高42．3mの平坦部に位置している。

規模と形状　北コーナー付近の壁が一部削平されているが，長軸5．75m，短軸5．72mの方形である。壁は高さ

4～6cmで，外傾して立ち上がっている。主軸方向はN－280－Wである。

床　ほぼ平坦である。貯蔵穴の周辺の南コーナー付近に硬化面が見られる。

炉　中央部やや西寄りに設けられている。長径64cm，短径44cmの楕円形で，床面を5cmほど掘りくぼめた地床

炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。

炉土層解説

1極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック微量

3　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック微量

ピット　5か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は南東壁際の中央部に位置しているこ

とから，出入口施設に伴うピットと考えられる。深さはPl～4が58～72cm，P5が31cmである。

－　59　1



貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は南コーナー部に，貯蔵穴2は東コーナー部に付設されている。貯蔵穴1は径50cm

の円形で，深さは65cmであるが，性格不明のピットの可能性も考えられる。貯蔵穴2は径50cmほどの不整円形

で，深さは36．5cmである。

覆土　単一層である。層厚が薄く，トレンチヤーによる撹乱が多いため，堆積状況は不明である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・砂粒微量

遺物出土状況　土師器片312点，礫5点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片13点，陶器片2

点が出土している。遺物は東コーナーから南コーナーにかけて出土している。

所見　時期は，出土土器等から4世紀後半と考えられる。
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第49図　第37号住居跡実測図
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二の沢A遺跡
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第50図　第37号住居跡・出土遺物実測図
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第群青住居跡出土遺物観察表　第渕囲う

番号 種別i露程巨 径極 巨摘 i 胎　 土 i 色調 i舶 ！　 手　 法　 の　 特　 徴　 「 腑 躇 「靂

ユユ3
巨 0十 つ 精 選 つ　 橙

1摘
回 i 鋸つ にぷし磯橙 普通恒 外面へラ磨き瀾 紗 へラナデ

ユヱ5
回 ［用03　 石英蘭　　　　　　　　　　　 覆土中　 ％

116
土師車 回 抱pが　 巨 英を長石　 橙　 馴 肺 外海へラ削り 摘赤彩　 匡 小 郡床車

ユ17 土師器　　楽 にぷい橙
巨叶 腑 巨

、

燈置　調査区の東部汐　G弛　区。標高磯。mの平坦部に位置している。

重複関係　南部が調査区域外　なって折るため　堂体を調査することばで　なかった。西側は第諏号住居に学

東壁際中央部は第　号土塊に掘　込まれている。

規模歴形状　確認で　た産醜。闊m　短軸私道mで方形または長方形と推定される。室軸方向は飼…欝の…Wで

ある。

床、伸tである、、－、

炉　碓認されなかノ′．）た．、、

ぽッ睦　　か所。P m配置と規模から主柱穴と考えられる。深さは灘cmである。

逮輸出量状況　土師器細片軋真のはか　撹乱等によ　温泉したとみられる須恵器片信軽が出土している。遺物

は守）1の周辺からわずか日出二している．、、．

所凰　時期は　出土土器等から後世妃後半と考えられる。
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第5図　第罰号住居跡実測図



二の沢A遺跡

窮調号健贋跡　第霊園）

－　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　′

重複関係　南部が調査区域外となっているため　全体を調査することばで　なかった。東側で第罰号住居跡を

掘　込んでいる。
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規模と形状　長執8・48m，確認できた短軸4．62mで方形または長方形と推定される。壁は高さ3ト46cmで，外

傾して立ち上がっている。主軸方向はN－250－Wである。

床　ほぼ平坦である。中央部を中心に硬化面が見られる。壁溝は全周している。上幅18～30cm，下幅10、14cm，

深さ14～20cmで，断面形はU字形である。床面に貼り付くように炭化材が確認されている。

炉　確認できなかった。

ピット　2か所。Pl・2は配置と規模から主柱穴と考えられる。深さは65～70cmである。

Pl土眉解説

1黒　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　灰褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
P2土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子微量
3　褐　色　ロームブロック少量
4　黒　色　ロームブロック少量

4　褐　色　ロームブロック中量
5　褐　色　ローム粒子多量

5　明褐色　ロームブロック少量
6　明褐色　ローム粒子多量
7　明褐色　ローム粒子中量

覆土　6層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック少量
2　黒　色　ロームブロック・焼土粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック少量

4　黒　色　ロームブロック微量

5　黒　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片604点，礫8点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片50点，須恵器片

1点が出土している。遺物は床面に広がるように出土している。

所見　炭化材が床面に貼り付くように確認されていることから焼失住居と考えられる。時期は，出土土器等か

ら4世紀後半と考えられる。

第53図　第39号住居跡出土遺物実測図

第39号住居跡出土遣物観察表（第53図）

囲！‾－1‾望－一国

1m魅ヒ二二十＿＿＿昔m

番号 種　 別 器種 口　 径 話高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備考

119 土師器 高杯 － （6．5） － 石英 ・長石 橙 普通 脚部外面へ ラナデ，内面指ナデ ・ヘラナデ 北東壁際覆土上層 30 ％

120 土師器 台付喪 － （6．0） ［8．4 ］ 長石 ・雲母 橙 普通
台部外面パケ臼調整 ・ヘラナデ，内面へラナデ ・へ

ラ磨 き 北西部床面 10％

12 1 土師器 莞 ［18 ．6］ （4．8） 石英 ・長石 浅黄橙 普通 口縁部内 ・外面パケ目調整　 頚部内面へラナデ 北東壁際覆土下層 5 ％

122 土師器 棄
－
（2．9） ［5．6］ 石英 ・長石 ・雲母 にぷい橙 普通 休部外面へラ削 り，内面へラナデ 西コーナー部床面 5 ％

第40号住居跡（第54図）

位置　調査区の南部，G4d9区。標高42．3mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸4．42m，短軸4．41mの方形である。壁は高さ16～24cmで，外傾して立ち上がっている。主軸

方向はN－410－Wである。
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二の沢A遺跡

床　平坦である。炉跡を中心に囲むように硬化面が見られる。

炉　中央部やや西寄りに設けられている0長径90cm，短径50cmの楕円形で，床面を5cmほど掘りくぼめた地床

炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。炉床の北西部に長さ12cmほどの炉石を持っている。

炉土屑解説

1黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　黒褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック微量

㊨　I　両

旦

A

C
一一一一一．

3　暗褐色　ローム粒子中量

0　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　i i

第54図　第40号住居跡・出土遣物実測図
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ぽッ拒　5か所。Pヱ～射ま配置と規模から主柱穴と考えられる。㌘5ほ南東壁際の中央部に位置しているこ

とからタ　出入日施設に伴うピットと考えられる。深さはPl～4が64㌦75cm，P5が18cmである。

貯蔵究　北コーナー部に付設されている。径76cmほどの不整円形で　深さは測cmである。

穫羞　7層からなる。トレンチヤーによる撹乱が見られるが，各層にロームブロックが含まれブロック状に堆

積していることからタ　人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック少量
2　黒褐色　ロームブロック微量
3　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック微量

4　極暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

5　暗褐色　ロームブロック少量

6　黒褐色　ロームブロック少量

7　黒褐色　ロームブロック中量

遺物出藍状況　土師器片97息　礫4点のほかタ　撹乱等により混入したとみられる弥生土器片3点が出土してい

る。遺物は東部から出土しているが，量は少ない。

所凰　時期はタ　出土土器等から4世紀後半と考えられる。

第40号住居跡出土遺物観察表（第54図）

番号 種　　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土
色可 焼成

手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備考

123 士帥器 杯 ［15．0］ 6．1 1．3 石英 ・長石
赤可 普通 目線部内 ・外面へラ磨 き　 体部外面へラ削 り後へラ磨 き

内 ・外面赤彩
北東壁際覆土下層 50％ PL 24

第磯題号健腰掛（第55図）

位置　調査区の南部ヲ　G5aヱ区。標高42。5mの平坦部に位置している。

重複関係　壁はすべて削平されているので，明確ではないが，北東壁に隣接して第姐号住居跡が位置してい

る。

規模と形状　長軸5。44m，短軸5。38mの方形と推定される。喜軸方向はNl紺㌧潤である。

床　ほぼ平坦である。

炉　確認できなかった。

ぽッ睦　4か所。Pl～4ほ配置と規模から主柱穴と考えられる。深さは58～84cmである。

Pl土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量
2　極暗褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ロームブロック少量
4　暗褐色　ロームブロック中量
P2土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ロームブロック少量

3　褐　　色　ローム粒子中量

5　褐　　色

6　褐　　色

7　明褐色
8　暗褐色

4　黒褐色
5　灰褐色
6　明褐色

ロームブロック多量

ローム粒子中量

ロームブロック少量

ローム粒子中量

ローム粒子少量

ローム粒子中量

ローム粒子多量

遣物出土状況　遺物は出土していない。

所選　出士遺物がないため，時期を決定することは難しいが，遺構の形態から古墳時代と考えられる。
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二の沢A遺跡
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第55囲　第42号住居跡実測図
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第堵題号住居跡（第56図）

位置　調査区の中央乳F4j7区。標高42。5mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸息83m，短軸5。25mの長方形である。壁は高さユ0～16cmで，外傾して立ち上がっている。主

軸方向はN－260－Wである。

床　平坦である。炉跡を中心に囲むように硬化面が見られる○壁溝は全周している。上幅18～30cm，下幅10～

14cm，深さ14～20cmで，断面形はU字状である。

炉　中央部やや北西寄りに設けられている。長径68cmタ短径46cmの楕円形で，床面を4cmほど掘りくぼめた地

床炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。硬化の度合いが弱いので，短期間の使用と考えられる。

炉土層解説

1望　　　色　ローム粒子・焼土粒子微量
2　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土ブロック少量

3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック少量
4　極暗赤褐色　ローム粒子e焼土粒子少量
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第56図　第43号住居跡実測図

一　68　－

H
－　42．4m

ニ海オ

～し′

0　　　　　　　　　　　　2m

l二＿　　「－二二∃

1m

L　　　－←一一一∵∃



二の沢A遺跡

ピット　5か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は南東壁際の中央部に位置しているこ

とから，出入口施設に伴うピットと考えられる。深さはPl～4が39～68cm，P5が18cmである。

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。長軸78cm，短軸58cmの不整長方形で，深さは42cmである。

貯蔵穴土層解説
1　黒　　色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック微量
3　極暗褐色　ロームブロック少量

覆土　4層からなる。トレンチヤーによる撹乱が見られるが，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と

考えられる。

土屑解説
1　黒褐色　ローム粒子少量
2　黒褐色　ロームブロック微量

3　黒　　色　ロームブロック微量
4　極暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片118点，礫2点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片7点，須恵器片

2点，陶器片1点が出土している。遺物は炉跡と貯蔵穴周辺から出土している。

所見　時期は，出土土器等から4世紀と考えられる。

∠盟」蜜甑124

第57図　第43号住居跡出土遺物実測図

第43号住居跡出土遺物観察表（第57図）

‾lI二I＿
0　　　　　　　　　　　　10cm
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番号種　別器　種［］径器高底径胎　　土色調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備考

124土師器器台－
（3．8）［13．2］長石・雲母橙普通脚部外面へラ磨き，内所へラナデ・パケ目調整 中央部床面10％

125土師器台付襲－（9．6）－長石・雲母にぷい褐普通休部外面パケ目調整・ヘラ削り．内面パケ目調整・ヘラナデP3覆土中層10％

第44号住居跡（第58図）

位置　調査区の南部，G4d5区。標高42．1mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸6．48m，短軸6．32mの方形である。壁は高さ17～27cmで，外傾して立ち上がっている。主軸

方向はN－270－Wである。

床　ほぼ平坦である。炉跡を取り囲むように硬化面が見られる。壁溝は全周している。上幅14～22cm，下幅6

～14cm，深さ10～14cmで，断面形はU字形である。床面全面から炭化材が貼り付くように出土している。

炉　2か所。中央部に隣接する位置で設けられている。炉1は長径94cm，短径58cmの楕円形で，床面を3cm掘

りくぼめた地床炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。その赤変した部分が厚いので，長期間の使用と

考えられる。炉2は長径94cm，短径36cmの不整楕円形をした地床炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している

が，床面の掘り込みは見られない。硬化の度合いも弱く，短期間の使用と考えられる。炉中央部に長さ26cm程

の炉石を持っている。炉1と炉2は同時に使用されていたと考えられる。

ー　69　－



④

A 2

仙　　　　K　3　　・…・・　・7　　　3

1　　2 4　3　K o lm

！　　　「　　　」

第58図　第44号住居跡実測図
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二の沢A遺跡

炉1土眉解説
1黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量　　　　　　　　　3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
2　極暗褐色　焼土粒子・砂少量，ローム粒子微量　　　　　4　極暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・焼土ブロック微量

ピット10か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は南東壁際の中央部やや東寄りに位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。深さはPl～4が58～糾cmである。P6～10は壁

構内に位置し，形態は径が10cm前後の円形で，深さが5cm前後であり，壁柱穴の可能性が考えられるが，性格

は不明である。

Pl土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック微量
2　黒　褐　色　ロームブロック少量
3　褐　　　色　ロームブロック少量
P4土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック多量
2　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量
3　褐　　　色　ローム粒子中量
4　褐　　　色　ローム粒子中量

4　褐　　　色　ロームブロック中量

5　にぷい褐色　ロームブロック中量

6　にぷい橙色　ロームブロック中量

5　黒　褐　色　ロ

6　明　褐　色　ロ

7　暗　褐　色　ロ

8　にぷい橙色　ロ

ームブロック微量
－ム粒子多量
－ムブロック微量

－ム粒子多量

貯蔵穴　北コーナー部に付設されている。長径124cm，短径92cmの楕円形で，深さは44cmである。

貯蔵穴土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック
2　黒　褐　色　ローム粒子少量，
3　暗　褐　色　ローム粒子少量，
4　極暗褐色　ロームブロック

焼土粒子微量
焼土粒子微量
焼土粒子微量
焼土粒子微量

5　暗　褐　色　ロ

6　暗　褐　色　ロ

7　褐　　　色　ロ

8　極暗褐色　ロ

ームブロック微量

－ムブロック微量

－ムブロック中量

ム粒子微量

覆土　9層からなる。層厚が薄く，トレンチヤーによる撹乱が多いため，堆積状況は不明である。

土屑解説
1　極暗褐色　ローム粒子少量
2　極暗褐色　ローム粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量
4　暗　褐　色　ロームブロック微量

5　黒　褐　色　炭化物少量，ローム粒子・焼土粒子微量

6　黒　褐　色　ロー

7　暗　褐　色　ロー
8　黒　　　色　ロー

9　黒　褐　色　ロー

ム粒子少量，炭化物微量
ムブロック少量
ム

ム

粒子・焼土粒子微量
ブロック少量

遺物出土状況　土師器片128点，土玉1点，砥石1点，礫3点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生

土器片3点，須恵器片7点が出土している。遺物は炉跡と貯蔵穴の周辺から出土している。

所見　炭化材が床面に貼り付くように確認されていることから焼失住居と考えられる。時期は，出土土器等か

ら4世紀と考えられる。

第59図　第44号住居跡出土遣物実測図
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第44号住居跡出土遺物観察表（第59図）

番 号 種　 別 器 種 口径 器高 底径 胎　　 土 色調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土 位 ．匠 備考

126 土 師器 杯 ［14．4］ （5．0） 長 石 灰褐 普通 体 部外 面 パ ケ 冒調 整 ・ヘ ラ削 り， 内 面へ ラ削 り 貯 蔵穴 覆 土上 層 10％

12 7 土 師器 台 付 襲 ［16．2］ （22．1） － 石 英 ・長 石 ・白色粒 子 橙 普通
体 都外 面 パ ケ目調 整 ， 内面 へ ラナ デ　 台 郎外 面 パ

ケ 日調 整 ，内 面指 ナ デ　 S 字状 口 緑
炉跡 2 底 面 40％ PL 2 5

番号 許　 種 長 さ （径） 幅 （孔 径） 厚 さ 重　 量 材 質 特　　 徴 出 土位 置 備 考

D P5 土 玉 2．3 0．4 2．2 （9．3） 土 外 面 ナ デ 南東 壁 際 覆土 下層 Plj O

Q 17 砥 石 （7．6） （9．9） （1，7） （15 6．6） 凝灰 岩 砥 而 2 両 覆 土 中

第45号住居跡（第60図）

位置　調査区の中央部，F4j4区。標高42．2mの平坦部に位置している。

規模と形状　北東コーナー部に撹乱が見られるが，長軸5．65m，短軸4．85mの長方形である。壁は高さ10～14

cmで，外傾して立ち上がっている。主軸方向はN－150－Wである。

且。2血

一一1芯茫亘ミ〕工土．ノr‾

第60図　第45号住居跡実測図
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二の沢A遺跡

床　平坦である。炉跡の西側の中央部を中心に硬化面が見られる0南西コーナー部に長さ160cm，幅50cm，高

さ10cmの土手状の高まりが見られる。

土手状高まり土層解説

芸雷褐富讐票震讐益聖志望孟警惹星　　　雲警ぶ票褐富品孟誓言笠警料聖霊塁粒子微量

炉　中央部やや北寄りに設けられている。長径70cm，短径42cmの楕円形で，床面を5cmほど掘りくぼめた地床

炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。硬化の度合いが和一ので，短期間の使用と考えられる。

炉土層解説

去豊富富警賢謡苧遠望票・砂微量　　　雲禁怨讐詣呈ア羞至這呈「孟霊宝・砂微量

ピット　3か所。Pl～3は配置と規模から主柱穴と考えられる。深さは60～70。mである。

Pl土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
3　褐　　　色　ロームブロック多量
4　褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子少量
5　褐　　　色　ローム粒子中量

6　暗　褐　色　ロームブロック微量
7　明　褐　色　ローム粒子多量

8　橙　　色　ローム粒子多量
9　暗　褐　色　ロームブロック少量

貯蔵穴　南東コーナー部に付設されている。径52cmの円形で，深さは45cmである。

覆土　2層からなる。層厚が薄く，トレンチヤーによる撹乱が多いため，堆積状況は不明である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量 2　極暗褐色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片150点，礫2点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片3点，須恵器片

4点が出土している。遺物は貯蔵穴と土手状の高まりの周辺から出土している。

所見　時期は，出土土器等から4世紀後半と考えられる。
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第61図　第45号住居跡出土遺物実測図
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第墟号住居跡出土遺物観察麦　第飢図）

番号 種 別極 種 巨 径 器高　 底径　 胎　 土 色 調i焼成i　 手　 法　 の　 特　 徴　　 巨 土位置 「 碑

明赤褐 i普軒 腑 腑 夕摘及欄 部外面へラげ 卿部内離 げ 桓 部覆土中 ％PL器128　土師器　　器台　　　8．9　 （6。2）　　　　　　　 石英．長石
ほ　 土師器　 壷 巨 e小 月 ［可　 石英牒 石 明赤褐 i普通は 慧砦内0外商及び僻隅商へラ磨き 桶 及び臓 的庫 汚覆土車 ％PL25

可 土師器　 聾 巨 可 舶　 つ　 石英茂 石 赤褐 i普通恒 内や外商へラげ　　　　　　 巨細 ［…覆土車 ％

ほ車 醜 小形婆　　 恒 巨 日 赤濃 ‘警法 子 橙 i普通極 糾面へラ削り潤 へラげ　　　 ！貯蔵究覆土中 ％

‥，や　　　′l　　　′′∴∫言、′

位置　調査区の中央部　F地　区。標高張。mnの平坦部に位置している。

規模藍形状　長軸7。9m　短軸。糾mの長方形である。壁は高さ2～謂cmで　外傾して立ち上がっている。主

軸方向はN一一一一一35ローWである。

床　ほぼ平坦である。炉跡の南東側と南東壁際中央部を軒心に硬化面が見られる。壁清は全属している。上幅

ノ　∴、、；・∴　　′、・　∴＿ノ　　　ノ、・．　！：′l三，　　ニ　‾′．′　′、！／∴′′　ノ　　′‘　、ノ　　　′′　′／

上している、1．

炉　中央部やや北西欝　に設けられている。長径温摘cm　短径封cmの不整楕円形で　床面を4cm掘り　ぼめた

地床炉で芦　炉床は火熟を受け赤変硬化している。その赤愛した部分が厚いので　長期間の使用　考えられる。

炉土層解説
1　暗赤褐色　廃土ブロック少量

ぽッ匪　5か所。Pl～4ほ配置と規模から主柱穴と考えられる。P5ほ南東壁際の中央部やや西寄りに位置

∴／′．／－′′　ノ　　ノ、一一∴　－　′、′′　′　′、！・′：　ノ′　ノ　∴ヒ　一㌦　　　・′′　′　・′′、　、‥、．∴′　．ノ．ノ

Pl土層解説
1　極暗褐色　炭化材中量，ローム粒子か炭化物少量

2　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化物少量
3　褐　　　色　ローム粒子・炭化物少量

4　褐　　　色　ロームブロック少量
5　にぷい褐色　ロームブロック少量

7　褐　　　色　ロームブロック中量

8　褐　　　色　ロームブロック少量

9　褐　　　色　ロームブロック微量

1（）橙　　　色　しトームブロック微量

は　褐　　　色　ロームブロック少量

6　褐　　　色　ロームブロック中量
P2土層解説

1褐　　色　ローム粒子中鼠炭化粒子少量，焼土粒子微量　8　黒　褐　色　炭化粒子中鼠　ロームブロック少量夕廃土粒子微量
2　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子p炭化粒子微量　　　9　明　褐　色　ローム粒子多量
3　灰　褐　色　ローム粒子中量夕　炭化粒子少鼠　焼土粒子微量　用　褐　　　色　ロームブロック中量
4　にぷい褐色　ローム粒子極多量　炭化粒子微量　　　　　　　H　にぷい褐色　ロームブロック中量

5　褐　　色　ローム粒子多亀焼土粒子サ炭化粒子微量　　12　暗　褐　色　ロームブロック中量，黒色土ブロック中量
6　灰　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量　　　　　　　13　にぷい褐色　ロームブロック中量
7　明　褐　色　ローム粒子極多量，炭化粒子微量
P3土層解説

1黒　褐　色　炭化粒子中鼠焼土粒子少量，ロームブロック微量6　褐　　　色　ロームブロック0炭化粒子少量
2　褐　　　色　炭化粒子少量，ロームブロックを焼土粒子微量　7　暗　褐　色　ロームブロック少量
3　にぷい褐色　ロームブロック少量，焼土粒子の炭化粒子微量　8　極暗褐色　ロームブロック少量
4　褐　　　色　ロームブロックの炭化粒子少量　　　　　　　　9　暗　褐　色　ロームブロック中量
5　明　褐　色　ロームブロック中量夕　炭化粒子少量　　　　　10　黒　　　色　ロームブロック中量
P5土層解説

1極暗褐色　炭化粒子多量，ロームブロックの焼土粒子微量　2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

貯蔵究　2か所。貯蔵穴1は酋コーナー部の壁に接する形でタ　貯蔵穴2は南コーナー部に付設されている。貯

蔵穴1ほ長径120cm　短径鋸cmの不整楕円形で　深さは鮒cmである。底面に径が20cmの円形で　深さ摘cmのピッ

ト状の落ち込みが見られる。貯蔵穴2は長径90cm　短径糾cmの楕円形で　深さは鋪cmである。

貯蔵穴1土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　褐　　　色　ロームブロック少量
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二の沢A遺跡

貯蔵穴2土屑解説
1　極暗褐色　焼土ブロック微量
2　黒褐色　ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子少量

5　暗褐色　ロームブロック少量
6　暗褐色　ロームブロック少量
7　灰褐色　ロームブロック少量
8　褐　　色　ローム粒子中量

覆土10層からなる。トレンチヤーによる撹乱が多いため，堆積状況は不明である。

土層解説

1　黒　　色

2　黒　　色

3　黒褐色
4　黒褐色
5　黒　　色

④l

ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子微量
炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
ローム粒子・炭化材少量，焼土粒子微量

ニ・・＿

6　褐　　色　ローム粒子少量
7　暗褐色　ロームブロック微量

8　黒褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量
9　極暗褐色　炭化材中量，ローム粒子・焼土粒子微量
10　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

第62図　第46号住居跡実測図（1）
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第63図　第46号住居跡実測図（2）

遺物出土状況　土師器片394点，磨石1点，礫6点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片19点，

須恵器片4点が出土している。遺物は炉跡の周辺や貯蔵穴内及びその周辺から出土している。

所見　炭化材が床面に貼り付くように確認されていることから焼失住居と考えられる。時期は，出土土器等か

ら4世紀後半と考えられる。
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二の沢A遺跡

＼嘲膨

第64図　第46号住居跡出土遺物実測図
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番号種小河 拍車可 離 ［胎　ま二　巨高畑靂 手　法　の　特　徴　　 i 出土位置　 「楷

ユ32 輔車可 …巨可 序英・長石0雲母巨ぷい橙！普通糊外面へラ磨き湖面へラナデ・ヘラ磨き　 i鋸南蒜ナ当 錮

ヱ33 雄可 聾巨消極可 日 射 藩　恒司 普通豊吉：鵠 訟完　 舶外商パケ自調整下位　貯蔵穴摘土中i腑％PL25

134 日 嗣 拓　 巨繍 唇 体部外衝へラ削り頚部及び椰内面へ竺 ∵ つ 豚憫 掴 極服土師器　棄　［施幻巨融恋

135
繍可 婆巨餌匡可 石英e長石　巨ぷい褐恒 冒票 商及び榔摘パケ昌調整体部内離纏にi貯蔵穴ユ配中i鵬PL25

136
雄可 襲巨細恒可 長石　 巨ぷい可湖 呈榔夕滴へラげ 榔外面へラ削り湖面へラナ巨 揉部床面　巨％PL24

137
土強 襲恒 車可 石… 薫　「桧　恒 体部外かケ目線 柄へラげ瀞 へラ削痕　貯蔵穴憫土中巨％PL凱

138 土可 餐恒 車可 石… 滋　「橙　桓 臓β外商へラ磨湖 へラナデ　　　　 北離瞳面　巨％

139 蛸可 壷「…極可 ㍑ 石英空っ　 童‖ 普通体部外かラ磨軋欄へラ削誹面へラげ　　 炉跡底面　 極％PL貴

番号
器種　 目 … 幅 i 厚さ ！重量 i 材質 ！　　　 特　 徴

出土位置 備考

Q18
磨石 i 793 66　 日 01 日 6日　 砂岩　 全一献紛い捧痕あり

南コーナー部床面

窮堵謬考健腰掛　第磁囲）

′　　　・－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　．・′′

∴　′　′ノ　ニ・′、ノ　　　　　　′　ノ‘′、・、／′　′ll、　　　ノ

方向はN∴舗∴」Ⅳである．、、

′　　　　′　　　　　　′　　　　　　　　′′　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　ノ　　　　　　′

深さ　～摘cmで　断面形はU字形である。

′　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　′　　　　　　′ノ　　　　　　　′・　　　　　　′　　ノ　　　′　ヽ　　′′

床炉で　炉床は火熱を受け　赤変硬化している。硬化の度合いが弱いので　短期間の使用と考えられる。

炉土層解説

1　黒　　色l「－ノ、粒召微量

コ　黒　褐　色　「「一ム粒J’・・焼目白’・微量

3　黒褐色　ローム粒子の焼土粒子少量

4　褐　　色　ローム粒子中量
5　暗褐色　ローム粒子少量

i　　　　　　　　、　　　　　　一・一′ノ　‥1．　、　　　ノ　　ノ　　　　　′　　　　‘　　　　　　　　　　′

／・　　　　　　　　　　　　′　　　　　′　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

I）5が93C肛I）6が16clllである、、

P4土層解説
1　出　　色　しト一月二日一一中量

2　暗褐色　ローム粒子少量
3　褐　　色　ロームブロック微量

コi　桂　　色　tl「－∴ゾ「「！ケ中量

5　褐　　色　ローム粒子少量
6　明褐色　ローム粒子中量

′、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ．　　‥　∵　　　′　　　　　　　　　　．

土層解説

ユ　黒　　色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子微量
4　極暗褐色　ローム粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子微量

6　黒　　色　ローム粒子微量
7　暗褐色　ローム粒子少量

′　　　　　　　・′　′　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　．

所凰　時期はタ　出土土器等から後世妃後半と考えられる。
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二の沢A遺跡
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第65図　第47号住居跡実測図
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第66図　第47号住居跡出土遺物実測図

第47号住居跡出土遺物観察表（第66図）

、、雪＼‾　（

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　＿」」＿　　　！

番号種　別器　種口　径器高底径胎　　土 色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備考

140 土師器器台 －
（2．5）［10．8］長石・雲母にぷい黄橙普通器受都内・外面及び脚部外面へラナデ　脚部内治ナデ束コーナー部床面 50％

141 土師器整 ［14．8］（4．3） 石英・長石 橙 普通
口縁部内・外面及び体部外面へラ磨き　外面及びロ緑
部内面赤彩

東コーナー部床面 5％

142 土師器襲 ［14．8］（6．5）－
石英・長石灰黄褐普通頸部内・外面へラナデ 南西部覆土中 5％

143土師器要 －（9．4）8．0 石英・長石にぷい黄橙普通
休部外面へラ削り，内面へラナデ 中央部床面 20％

144土師器要 －（2．1）
［6．2］長石・雲母にぷい橙普通体部外面へラ削り，内面へラナデ 南西部覆土中 5％

第49号住居跡（第67図）

位置　調査区の南部，G3hO区。標高42．4mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸4．66m，短軸4．35mの方形である。壁は高さ35～40cmで，外傾して立ち上がっている。主軸

方向はN－44。－Wである。

床　ほぼ平坦である。壁溝は仝周している。上幅10、14cm，下幅4～6cm，深さ4～8cmで，断面形はU字形

である。

炉　中央部やや北西寄りに設けられている。長径58cm，短径36cmの楕円形をした地床炉で，炉床は火熱を受け，

赤変硬化しているが，床面の掘り込みは見られない。炉床の中央部やや南寄りに長さ20cmほどの炉石を持って

いる。

ピット　5か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は南東壁際の中央部に位置しているこ

とから，出入口施設に伴うピットと考えられる。深さはPl～4が54～66cm，P5が12cmである。

P3土層解説
1極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量　　　　　　　　　　　3　明褐色　ロームブロック中量
2　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量　　　　　　　　　　　4　褐　　色　ローム粒子中量

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。径50cmの円形で，深さは67cmである。

貯蔵穴土層解説
1　暗褐色　ロームブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

4　褐　　色　ロームブロック少量

5　明褐色　ロームブロック中量

6　灰褐色　ロームブロック微量

覆土17層からなる。トレンチヤーによる撹乱が見られるが，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と

考えられる。
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二の沢A遺跡

土層解説
1　黒　　色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子少量

4　極暗褐色　ロームブロック微量
5　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子微量
6　黒褐色　ローム粒子微量
7　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

8　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
9　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子微量

10　黒褐色
11黒褐色
12　暗褐色
13　暗褐色
14　暗褐色
15　黒褐色
16　黒褐色
17　暗褐色

ローム粒子少量

ロームブロック微量
ロームブロック・焼土粒子微量
ローム粒子少量

ローム粒子少量，焼土粒子微量
ロームブロック微量

ローム粒子・炭化粒子微量
ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片166点，礫1点のほか，撹乱により混入したとみられる弥生土器片20点，須恵器片6

点が出土している。遺物は東コーナーと炉跡の北側から出土している。

所見　時期は，出土土器等から4世紀前半と考えられる。

I I

山座可　　　Ul

A42．4m
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第68図　第49号住居跡出土遣物実測図

第49号住居跡出土遺物観察表（第68図）

番 号 種　 別 器　 種 口 径 器 高 底径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出 土位 置 備 考

154 土師 器 柑 11．9 （6．3 ） 石英 ・長石 ・雲母 にぷ い黄 橙 普 通
口 綾部 外 面弱 い ハ ヶ月調 整 ， 内面 へ ラナ デ

内 而赤 彩
北 西部 床 面 40％

155 土師 器 台付 整 13．7 28 ．3 9．5 石 英 ・長 石 橙 普 通
体 郎及 び 台部 外而 パ ケ 目調 整　 台 都 内面 指 ナデ

S 字状 U 緑
北 西 壁際 床 面 90％ P L25

15 6 土師 器 台付 聾 15．0 （21．1） 石英 ・長 石 ・雲母 浅 黄橙 普 通 休 部外 面 パ ケ 日調 整 ， 内面 へ ラナ デ　 S 字状 口縁 東 コー ナ ー部床 面 40％ P L25

15 7 土師 器 ノ」、形襲 10．5 11．5 3．9
石 英 ・長 石 ・
赤 色粒 子

にぷ い黄 橙 普 通
ロ緑 部 外 面へ ラ削 り， 内面 へ ラナ デ， 休 部外 面へ

ラナ デ後 へ ラ磨 き
北 東 壁際 床 面 70％ PL 25

第50号住居跡（第69・70図）

位置　調査区の南部，G3d8区。標高42．4mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸6．63m，短軸6．60mの方形である。壁は高さ10～19cmで，外傾して立ち上がっている。主軸

方向はN－450－Wである。

床　平坦である。炉跡の南側と北西壁際と南東壁際に硬化面が見られる。壁溝は仝周している。上幅10～24cm，

下幅6～10cm，深さ6～20cmで，断面形はU字形である。

炉　中央部やや北西寄りに設けられている。長径68cm，短径36cmの楕円形をした地床炉で，炉床は火熱を受け，

赤変硬化しているが，床面の掘り込みは見られない。硬化の度合いが弱いので，短期間の使用と考えられる。
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二の沢A遺跡

第69図　第50号住居跡実測図
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二の沢Å遺跡

ぽッ睦　5か所。Pユ～射ま配置と規模から主柱穴と考えられる。P5ほ南東壁際の中央部やや東寄りに位置

していることからタ　出入日施設に伴うピットと考えられる。深さはPl～4が64～85cm，P5が36cmである。

腰
暗
褐
褐
腰
暗
褐
褐
層
黒
褐
明
層
窯
褐
灰

土1
↓
】
リ
ー

ー
2

P

土

1
　
2
　
3
　
3
　
1
　
2
　
3

P

1⊥　2　3

色
色
色
　
色
色
色

説
褐
　
　
　
説
褐

解
　
　
　
　
解

色
色
色
　
色
色
色

説
褐
　
褐
説
褐
　
褐

解
　
　
　
　
解
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一
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一

一

日
　
目
　
　
　
日
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〓

ブロック中量

粒子少蔓

粒子微量

ブロック微量

粒子少量

ローム粒子微量
ロ
　
ロ
　
　
ロ
　
ロ
　
ロ

ームブロック少量，焼士粒子微量
－ム粒子中量

－ム紘子も焼士粒子微量
－ムブロック微量

－ムブロック微量

4　褐　　　色　ロームブロック少量

5　明　褐　色　ローム粒子中量

4　にぷい褐色　ロームブロック中量

5　褐　　　色　ロームブロック少量

6　明　褐　色　ロームブロック微量

4　褐　　　色　ロームブロック少量

5　暗　褐　色　ロームブロック中量

6　にぷい褐色　ロームブロック微量

4　褐　　　色　ロームブロック中量

5　にぷい褐色　ロームブロック中量

貯蔵究　南コーナー部に付設されている。長軸106cm，短軸70cmの隅丸長方形で，深さは48cmである。

貯蔵穴土層解説
1　里J　　一　、　－

2　里一　ヽ　ヽ　1

3　窯

色　ローム粒子微量
色　ローム粒子少量
色　ローム粒子微量

4　黒　　　色　ローム粒子微量
5　黒　褐　色　ローム粒子少量
6　黒　褐　色　ロームブロック少量

穫蓋　7層からなる。層厚が薄ら　レンチヤーによる撹乱が多く見られるがタ各層にロームブロックが含ま

れることからタ　人為堆積と考えられる。

土層解説

1　里　　　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　極暗褐色　ロームブロック少量

4　里　　　色　ローム粒子微量

5　黒　褐　色　ロームブロック微量
6　黒　褐　色　ロームブロック微量
7　暗　褐　色　ローム粒子少量

遺物出藍状況　土師器片痛点　炉石　氏礫　点のほか，撹乱により混入したとみられる弥生土器片ユ6氏

須恵器片4点が出土している。遺物は貯蔵穴周辺と北西部から出土している。

所凰　時期は，出土土器等から4世紀前半と考えられる。

第50号住居跡出土遺物観察表（第70図）

番号 種　 別 器　 穫 ＝径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備考

158 土師器 柑 ［10カ］ （4茸） ー 石英 ・長石 明赤褐 普通
口縁部外面パケ目後調整横ナデ，内面へラナデ　 内 ・
外面赤彩 中央部覆土下層 20％

159 土師器 台付婆 － （7．3） 10．4 石英 ・長石 橙 普通 体部内面へ ラナデ台部外画パケ昌調整，内面指ナデ 北西壁際覆土下層 30％ PL 26

160 土師器 台村婆 － 賂 8） 11．5
石英 ・長石 e

橙 普通
休部内面へラナデ 台部外面パケ目調整 ・へラナデ，
内面指ナデ ・ヘラナデ 貯蔵穴覆土中 30％

16 1 土師器 小形台付婆 紘 4） 5．4 石英 ・長石 橙 普通
体部外面へラ削 り，内面へラナデ 台部外面へラナデ，
内面ナデ 貯蔵穴覆土中 30％

162 土師器 小形婆 ［13．8］ （11．6）
－

長石 にぷい橙 普通 体部内 ・外面へラナデ 南東部覆土下層 40 ％ P L26

163 土 師器 小形婆 L17．0」 挽 5 ）
－
石英 ・長石 にぷい橙 普通 口縁部内商及び体部内 ・外面へラナデ 貯蔵穴覆土中 20 ％

164 土師器 婆 ・ ［19粛 （7．7）
－
石英 ・長石 にぷい黄橙 普通 体部外面パケ昌調整，内面へラナデ P 3 周辺覆土下層 15 ％ P L26

165 土 師器 台付登 ［15も2＿］ （4．8）
－
石英 0長石

・礫
明赤褐 普通 休部外面パケ目調整　 内面へラナデ　 S 字状＝縁 南西部覆土下層 10％ P L26

166 土 師器 小形婆 － （8．4） －
石英 の長石 ・
赤色粒子

浅黄橙 普通 体部外面パケ目調整，内面へラナデ　 内面赤彩 南 コーナー部
覆土下層 15％

167 土師器 婆 － （4 着 8．5 石英 ・長石 にぷい橙 普通 体部外由へラ磨 き，内面及び体部外面下端へラナデ 北西壁際覆土下層 10％

番号 器　 橙 長さ （径） 幅 （孔径ラ 重　 量 材質 特　　 徴 出土位置 備考

Q 19 炉石 2 1．6 13．3 7．8 3316．7 砂岩 全面被熱　 表面 に煤付着 酋 コーナー部覆土下層 末掲載
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第5肇考住居跡（第71回）

位置　調査区の南部，G4cl区。標高42。2mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸6．30m，短軸5。72mの方形である。壁は高さ18～32cmで，外傾して立ち上がっている。主軸

方向はN－250－Wである。

床　ほぼ平坦である。炉跡の南側から南東壁際にかけて硬化面が見られる。壁溝は全周している。上幅14～20

cm，下幅5～8cm，深さ7～16cmで，断面形はU字形である。

炉　中央部やや西寄りに設けられている。長径86cm，短径48cmの楕円形で，炉床を5cmほど掘りくぼめた地床

炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。炉床の中央部やや南東寄りに長さ16cmと12cmほどの炉石を持っ

ている。

炉土層解説

1　褐　灰　色　ローム粒子微量
2　明赤褐色　ローム粒子中鼠　焼土粒子微量

3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
4　赤　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

ぽッ睦＋5か所。Pl～4ほ配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は東コーナー部の壁際に位置している

ことから，壁柱穴と考えられる。深さはPl～4が93～124cmタ　P5が25cmである。

Pl土層解説

1　灰　褐　色　ローム粒子少量
2　褐　　　色　ローム粒子少量
3　褐　　　色　ロームブロック微量
4　黒　褐　色　ローム粒子微量
5　暗　褐　色　ロームブロック中量
6　灰　褐　色　ロームブロック中量

7　暗　褐　色　ローム粒子少量
P2土層解説
1　褐　　　色　ローム粒子中量
2　暗　褐　色　ロームブロック微量
3　暗　褐　色　ロームブロック微量
4　極暗褐色　ロームブロック微量

8　褐　　　色　ロームブロック中量

9　黒　褐　色　ロームブロック微量

10　褐　　　色　ロームブロック少量

11にぷい褐色　ロームブロック少量

12　褐　　　色　ロームブロック少量

13　にぷい褐色　ローム粒子少量

5　褐　　　色　ロームブロック中量

6　黒　褐　色　ロームブロック微量

7　黒　褐　色　ロームブロック少量

8　極暗褐色　ロームブロック微量

貯蔵巽　南コーナー部に付設されている。径70cmの円形で，深さは58cmである。

貯蔵穴土層解説

1　望　　　色　ロームブロック微量

2　黒　　　色　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量

4　黒　褐　色　ロームブロック微量
5　黒　　　色　ローム粒子少量

覆土　27層からなる。トレンチヤーによる撹乱が見られるが，ロームブロックや焼土粒子が混入し，各層がブ

ロック状にまとまって堆積していることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　望　　　色　ローム粒子微量

2　黒　　　色　ローム粒子微量
3　黒　　　色　ローム粒子微量
4　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量
5　黒　褐　色　ローム粒子微量
6　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
7　黒　褐　色　ローム粒子微量
8　黒　　　色　ローム粒子微量

9　極暗褐色　ローム粒子少量
10　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子微量
11黒　褐　色　ローム粒子少量
12　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量
13　極暗褐色　ロームブロック微量
14　黒　褐　色　ローム粒子微量

5

　

6

　

7

　

（

X

U

　

9

　

0

　

1

　

2

　

3

　

4

　

5

　

6

　

7

1

　

1

　

1

⊥

　

1

　

1

1

　

2

　

2

　

2

　

2

　

2

　

2

　

2

　

2

黒
黒
褐　色　ローム粒子少量
色　ローム粒子微量

黒　褐　色　ローム粒子微量
極暗褐色　ロームブロック微量
黒　褐　色　ローム粒子微量

黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量
黒　　　色　ローム粒子微量
黒　　　色　ローム粒子・焼土粒子微量

極
窯
暗褐色　ローム粒子少量
褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量
黒　褐　色　ローム粒子微量

黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
暗　褐　色　ローム粒子中量

遺物出立状況　土師器片273点，礫5点のほか，撹乱により混入したとみられる弥生土器片13点，須恵器片2

点が出土している。炉跡周辺から西コーナーにかけて集中的に出土している。

所見　時期は，出土土器等から4世紀後半と考えられる。
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二の沢A遺跡

第71図　第51号住居跡実測図
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第72図　第51号住居跡出土遺物実測図

第51号住居跡出土遺物観察表（第72図）

0　　　　　　10cM

T，，．．　　」二＝＿二」＿一二＿　」

番号 種　 別 器種 口　 径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備考

168 土師器 高杯 （5．6）
－
長石・雲母 橙 普通 細部中実，外面へラ磨き　 裾都内・外面へラナデ 炉跡北西側覆土下層 10％

169 土師器 柑 －
（8．0） 4．8

石英・長石・雲母
礫・赤色粒子

にぷい橙 普通
外面へラ削り後へラ磨き，内面上位へラナデ，下位

パケ目調整
南コーナー部覆土下層 30％

170 土師器 甑 （4．3） ［5．2］ 石英・長石 明褐 普通 内・外面へラナデ　上から下に穿孔 南東部覆土中 5％

171 土師器 襲 ［14．6］ （14．1） 石英・長石 明赤褐 普通 内・外面へラ削り 酋コーナー郎覆土中層 25％

172 土師器 整 （4．9） 5．4
長石・雲母・

赤色粒子
橙 普通 外面へラ削り後へラ磨き 西コーナー部覆土中層 20％

TPlO 弥生土器 壷 （4．1） － 長石・雲母 橙 普通 6本櫛歯による縦区画の中に6本隙酎こよる波状文 北コーナー部覆土中層 PL29

第52号住居跡（第73図）

位置　調査区の中央部，F4f2区。標高42．5mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸3．80m，短軸3．65mの方形である。壁は高さ14～19cmで，外傾して立ち上がっている。主軸

方向はN－150－Wである。

床　平坦である。炉跡の南側を中心に硬化面が見られる。壁際に並んで，径12、22cmの円形や楕円形をし，深

さ12～16cmほどの小ピット群が48か所見られ，壁柱穴の可能性が考えられるが，性格は不明である。

炉　中央部やや北寄りに設けられている。長径74cm，短径30cmの楕円形をした地床炉で，炉床は火熱を受け，

赤変硬化しているが，床面の掘り込みは見られない。硬化の度合いが弱いので，短期間の使用と考えられる。

ピット　50か所（その中の48か所は床の項で述べたピット群）。Plの配置は不自然であるが規模から柱穴と考

えられる。P2は南壁際の中央部やや東寄りに位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

深さはPlが40cm，P2が28cmである。

Pl土層解説
1黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量　2　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼士粒子微量

覆土　3層からなる。層厚が薄く，トレンチヤーによる撹乱が多いため，堆積状況は不明である。

土層解説
1　黒　色　ロームブロック微量
2　黒褐色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

3　黒褐色　ロームブロック少量
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二の沢A遺跡

遺物出土状況　土師器片104点が出土している。遺物は北西部と南東コーナーから出土している。

所見　本跡は当該期の住居跡としては小規模である。時期は，出土土器等から4世紀後半と考えられる。

C

旦

第73図　第52号住居跡・出土遺物実測図

第52号住居跡出土遺物観察表（第73図）
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色調 焼成 手　　法　　 の　　特　　徴 出土位置 備考

173 土師器 璽 ［13月］（3．7） 長石・雲母 明赤褐 普通 口綾部外面へラナデ，内両横ナデ 北東部床面 5％

174 土師器 聾 －
（10．8）［6．4］石英・長石 にぷい褐 普通 外面上位へラナデ，下位へラ削り，内面パケ日調整 貯蔵穴覆土中 30％

第53号住居跡（第74図）

位置　調査区の中央部，F4e8区。標高42．6mの平坦部に位置している。

重複関係　北コーナー部を第92号土坑に掘り込まれている。壁は削平されていて，炉跡とピットのみが遺存し

ている。
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二の沢A遺跡

規模と形状　長軸6．32m，短軸5．80mの方形と推定される。壁は削平されている。主軸方向はN－550－Wと推

定される。

床　ほぼ平坦である。

炉　中央部やや西寄りに設けられている。長径64cm，短径46cmの楕円形で，炉床を8cmほど掘りくぼめた地床

炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。炉床中央部に長さ11cmほどの炉石を持っている。

ピット　5か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は南東壁際の中央部やや南寄りに位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。深さはPl～4が82～92cm，P5が49cmである。

P5土層解説
1　褐　　　色　ロームブロック微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　にぷい褐色　ロームブロック少量

4　明　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片140点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片1点，須恵器片1点が出

土している。遺物は主柱穴内と主柱穴周辺から出土している。

所見　時期は，出土土器等から4世紀後半と考えられる。

第75図　第53号住居跡出土遣物実測図

第53号住居跡出土遺物観察表（第75図）

0　　　　　　　　　　　10cm
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番号種　別券種口径器高底径 胎　　土 色調 焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備考

175 土師器椀［11．8］5．0 5．0
長石・石英・
雲母・スコリア
にぷい褐普通
口・体部外面へラ削り後へラ磨き，内面へラナデ
底部外面へラ削り

P2覆土中40％

176 土師器器台7．6 7．6 9．2 長石・雲母にぷい黄橙普通器受部内・外面横ナデ　脚部外面へラ磨き，内面へラ削りP3覆土中45％PL26

177 土師器藍［13．5］（14．3）－
長石・雲母・礫にぷい褐普通口緑部内・外面及び体部外面パケ目調整，内面へラナデPl覆土中20％

第54号住居跡（第76図）

位置　調査区の中央部，F4C5区。標高42．5mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸5．84m，短軸5．60mの方形である。壁は高さ30～40cmで，外傾して立ち上がっている。主軸

方向はN－200－Wである。

床　平坦である。炉跡を中心に囲むように広い範囲で硬化面が見られる。壁溝は仝周している。上幅20cm～24

cm，下幅8～14cm，深さ4～16cmで，断面形はU字状であり，溝の中に径が10～34cmの円形や楕円形をし，深

さ4～8cmほどの小ピット群が65か所見られ，壁柱穴の可能性が考えられるが，その性格は不明である。

ー　91－



第76図　第54号住居跡実測図
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二の沢A遺跡

炉　中央部やや西寄りに設けられている。長径72cm，短径58cmの楕円形で，床面を18cmほど掘りくぼめた地床

炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。硬化の度合いが強いので，長期間の使用と考えられる。炉床の

中央部南寄りに長さ31cmほどの炉石を持っている。

炉土層解説

1黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土ブロック微量　4　にぷい赤褐色　ローム粒子中量，炭化粒子中量，焼土ブロック微量

2　黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量　　5　赤　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
3　暗赤褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土ブロック微量6　暗赤褐色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量

ピット　71か所（その中の65か所は床の項で述べた壁際のピット群）。Pl～4は配置と規模からから主柱穴

と考えられる。P5は南壁際の中央部やや西寄りに位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えら

れる。深さはPl～4が63～81cm，P5が36cmである。

Pl土眉解説
1極暗褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
2　暗　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
P4土層解説

3　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

1暗　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量　4　褐

2　極暗褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量　5　褐
3　暗　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量

色　ロームブロック・炭化粒子少量
色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は北コーナー壁に接して，貯蔵穴2は南コーナー部に付設されている。貯蔵穴1は

長径74cm，短径46cmの楕円形で，深さは29cmである。貯蔵穴2は長径58cm，短径50cmの楕円形で，深さは57cm

である。

貯蔵穴1土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子多量，焼土粒子微量
2　極暗褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
貯蔵穴2土層解説
1　黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
2　黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

覆土14層からなる。トレンチヤーによる撹乱が多く，

堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量

2　黒　褐　色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
3　極暗褐色　炭化粒子多量，ロームブロック微量
4　黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
5　暗　褐　色　炭化粒子多量，ロームブロック微量
6　暗　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
7　黒　褐　色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量

3　暗　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック微量

3　黒　褐　色　炭化粒子多量，ロームブロック微量
4　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

全体の堆積状況は不明であるが，北壁際はレンズ状に

8　黒　褐　色　炭化粒子多量，

9　暗　褐　色　炭化粒子中量，
10　黒　褐　色　炭化粒子多量，
11黒　褐　色　炭化粒子多量，
12　暗　褐　色　炭化粒子多量，
13　極暗褐色　炭化粒子多量，
14　黒　褐　色　炭化粒子多量，

ローム粒子・焼土粒子微量
ロームブロック微量
ローム粒子・焼土粒子微量
ローム粒子・焼土粒子微量
ロームブロック・焼土粒子微量
ローム粒子・焼土粒子微量

ロームブロック・焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片189点，炉石1点，礫4点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片4点，

須恵器片7点が出土している。遺物は床面全体に散在した状況で出土している。

所見　時期は，出土土器等から4世紀後半と考えられる。

‾＿士‥：与：二‾二二
第77図　第別号住居跡出土遺物実測図
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第54号住居跡出土遺物観察表（第77図）

番号 種　 別 器種 口　 径 器　 高 底 径 胎　　 土 色 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出 土位 置 備 考

178 土 師器 嚢 ［16．6］ （2．8 ）
長 石 ・石 英 ・
赤色 粒子

橙 普通 ロ緑部 内 ・外 面 パ ケ目調 整
北 コー ナ ー部
覆 土 下層

10 ％

17 9 土 師器 襲 － （3．6 ） ［7．2］ 長 石 ・雲 母 橙 普通 休 部外 面 へ ラ削 り， 内面 へ ラ ナ デ 中央 部床 面 45 ％

18 0 土 師器 要
－

（8．9 ） ［6．2］ 石 英 ・長 石 ・雲 母 橙 普通
体 部外 面 へ ラ削 り後 へ ラ磨 き， 内面 へ ラナ デ ・
弱 いパ ケ 目調 整

南 東 壁 際床 面 10 ％

番 号 器　 種 長　 さ 幅 厚 さ 重　 畳 材 質 特　　 徴 出土 位 置 備 考

Q 20 炉 石 32，0 8．5 6．7 16 60 ．7 砂 岩 全 面 被熱 炉跡 覆 土 中 末 掲 載

第56号住居跡（第78図）

位置　調査区の中央部，F4C8区。標高42．9mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸5．10m，短軸4．90mの方形である。壁は高さ10～14cmで，外傾して立ち上がっている。主軸

方向はN－200－Wである。

床　ほぼ平坦である。炉跡を囲むように硬化面が見られる。

炉　中央部に設けられている。トレンチヤーによる撹乱が見られるが，焼土の広がりから長径94cm，短径56cm

の楕円形をした地床炉と考えられる。炉床は床面の掘り込みは見られない。

ul。I　　叫

：43・OmKIK篭　　2－面一転
第78図　第56号住居跡実測図
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二の沢A遺跡

ピット　6か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5・6は南東壁際の中央部やや南寄りに

位置していることから，共に出入口施設に伴うピットとも考えられるが，どちらか一方だけが出入口施設に伴

うピットの可能性もある。深さはPl～4が42～70cm，P5・6が20～23cmである。

P4土屑解説

1黒　褐　色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土ブロック微量3　にぷい褐色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　炭化粒子多量，ロームブロック少量

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。長軸68cm，短軸57cmの隅丸長方形で，深さは50cmである。

貯蔵穴土層解説

1黒　褐　色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量　3　極暗褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
2　極暗褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量　4　暗　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量

覆土　3層からなる。層厚が薄く，トレンチヤーによる撹乱が多いため，堆積状況は不明である。

土層解説

1極暗褐色　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量

3　褐　　　色　ローム粒子多量

遺物出土状況　土師器片57点，炉石1点，礫3点のほか，撹乱により混入したとみられる弥生土器片3点が出

土している。遺物は貯蔵穴周辺から出土している。

所見　時期は，出土土器等から4世紀後半と考えられる。

ll‥－　′－

第79図　第56号住居跡出土遺物実測図

第56号住居跡出土遺物観察表（第79図）
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番号 種　 別 器種 口径 器　 高 底径 胎　　 土 色調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備考

184 土師器 嚢 － （5．4） －
長石・石英・雲母 にぷい黄橙 普通 外面パケ目調整後へラナデ，内面指頭によるナデ 炉跡西側床面 5％

185 土師器 棄 － （3．7） ［6．8］ 長石・雲母 にぷい黄橙 普通 体部外面へラナデ後へラ磨き 貯蔵穴とP 3 覆土 10％

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚さ 重　 量 材質 特　　 徴 出土位置 備考

Q 21 砥石 （9月） 6．1 （7．8） （511．5） 半花崗岩 砥面3面 P 3 北側覆土下層

第57号住居跡（第80図）

位置　調査区の中央部，E4i6区。標高43．1mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸6t56m，短軸6．10mの方形である。壁は高さ10～18cmで，外傾して立ち上がっている。主軸

方向はN－7。－Wである。
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床　平坦である。炉跡を中心に囲むよ　に広い範囲で硬化商が見られる。壁溝は全潤している。上幅10cm～24

cm　下幅　～摘cm　深さ　～mCmで　断面形はU字状であ　言薄の中に径が1～測cmの円形や楕円形をしタ深

さ5＋拍mほど小ピット群が27か所見られ，壁桂穴の可能性が考えられるが，性格は不明である。

炉　中央部やや北寄りに設けられている。長径毀cm　短径嶺cmの楕円形で　床面を5cmほど掘をはばめた地床

炉でタ炉床は火熱を受けヲ赤変硬化している。硬化の度合いが強いので，長期間の使用と考えられる。

炉土層解説

ユ　暗褐色　ロームブロックキ焼土ブロック微量　　　　　　3　暗褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック微量

2　極暗褐色　ロームブロックや焼土ブロック微量　　　　　　4　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量

ぽッ拒　33か所（その中の27か所は床の項で述べた壁際のピット群）。P L～4ほ配置と規模からから主柱穴と

考えられる。P5ほ南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。P6は

北西コーナー部に位置しているが，性格は不明である。深さはPl～4が55～70cm芦　P5が47cm，P6ほ39cm

である。

P3土層解説
1黒褐　色　炭化粒J’・多量．ローム粒J’一・焼「粒子微量
2　黒　褐　色　炭化粒j’・多量，hトーム粒」∴・焼目白一・微量
3　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

5　極暗褐色　焼土粒子の炭化粒子中量
6　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
7　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼士粒子微量

貯蔵究　2か所。貯蔵穴1は南西コーナー部に，貯蔵穴2ほ北西コーナー部に付設されている。貯蔵穴1ほ長

径80cm，短径73cmの円形で　深さは罰cmである。貯蔵穴　は長径相貌m　短径86cmの楕円形で，深さは53cmで

ある。

貯蔵穴1土層解説
1極暗褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック少量
3　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック微量
4　極暗褐色　炭化粒子多量，ロームブロック微量
貯蔵穴2土層解説
1黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロックe焼土粒子微量
2　暗褐色　炭化粒子多量，ロームブロック少鼠焼土粒子微量

3　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
4　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
5　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量

5　暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロック微量
6　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック微量
7　暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロック微量
8　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子中量，粘土粒子微量

6　暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロック少量
7　褐　　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

8　暗褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量
9　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

尊堂　24層からなる。トレンチヤーによる撹乱が多いため芦　堆積状況は不明である。

土層解説

1　暗褐色
2　黒褐色
3　黒褐色
4　黒褐色
5　暗褐色
6　黒褐色
7　黒褐色
8　黒褐色

9　黒褐色
10　黒褐　色

炭化粒子中鼠　ロームブロック少量，焼土粒子微量
炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
ロームブロック・焼土粒子・炭化材微量
炭化粒子多量，ロームブロックさ焼士ブロック微量
炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量

炭化粒子多量，ロームブロック。焼土粒子微量
炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量

11黒　　色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土ブロック微量
12　黒　　色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量

13　暗褐色

14　黒褐色
15　黒褐色
16　黒褐色
17　黒褐色
18　黒褐色
19　黒褐色
20　黒褐色

21黒褐色
22　黒褐色
23　黒　　色
24　黒褐色

炭化粒子中量，
炭化粒子多量，
炭化粒子多量，
炭化粒子多量，
炭化粒子多量，
炭化粒子多量，

炭化粒子多量，
炭化粒子多量，

炭化粒子多量，
炭化粒子多量，
炭化粒子多量，
炭化粒子多量，

ロームブロック少量

ローム粒子・焼土粒f微量

ロームブロック・焼土ブロック微量

ロームブロックの焼土粒子微量

ロームブロック・焼土ブロック微量

ローム粒子・焼土粒子微量
ロームブロック

ロームブロック

ロームブロック

ロームブロック

ロームブロック

ロームブロック

焼土ブロック微量
焼土粒子微量
焼土粒子微量
焼土粒子微量
焼土ブロック微量
焼土粒子微量

遺物出蓋状況　土師器片384点，礫10点のほか，混入したとみられる弥生土器片23点が出土している。遺物は

床面全体に散在した状況で出土している。

所凰　覆土中に焼土粒子や炭化粒子が比較的多量に含まれていることから焼失住居と考えられる。時期は，出

土土器等から4世紀前半と考えられる。
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二の沢A遺跡
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第81図　第57号住居跡出土遺物実測図

第57号住居跡出土遣物観察表（第81図）

0　　　　　　　　　　　10cm

←l　　　」

番号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出 土 位置 備 考

18 6 土 師器 柑 （3．7 ） 2 ．2
長 石 ・雲 母 ・
赤 色粒 了－・礫

にぷ い 橙 普 通 休 部 外面 へ ラ磨 き 中央 部 覆 十下層 5 0 ％

18 7 土 師 器 雪E ［12 ．6 ］ （4 ．3 ）
－ 長 石 ・雲 母 浅黄 橙 普 通 口縁 部内 ・外面 横 ナ デ P l 覆土 中 5 ％

18 8 土師 器 ∃王 －
（4．4 ） 石英 ・長石 にぷ い橙 普 通 口緑 部外 面 パ ケ 目調 整　 棒 状 浮文 南西 部 覆土 上層 5 ％

18 9 土 師 器 高杯
－

（4．9 ） ［1 7 ．8 ］ 石 英 ・長 石 ・雲 母 灰 黄 普通
脚 部外 面 パ ケ 日調整 ， 内面 へ ラ ナデ　 据 部外 面 積
ナデ 中央 部 覆上 下層 5 ％

19 0 土 師 器 嚢 ［1 0 ．4 ］ （3 ．6 ） － 雲 母 ・ス コ リア 灰 褐 普通 ロ 縁部 内 ・外 面横 ナデ　 体 部外 而 パ ケ 目調整 南 東 部覆 土 中 5 ％

T P l l 弥 生土 器 壷
－ （1．8 ） － 長石 ・雲母 橙 普通 附 加条 二 種（附加 1 条）の縄 文 中 央部 覆 土 中 P L 2 9

T P 1 2 弥 生土 器 壷 （2．7 ） － 石 英 ・長 石 橙 普通 5 本 櫛 歯 に よる縦 区 画 内に 5 本 櫛歯 に よる波 状 文 北 東部 穫 土 中 P L 2 9

T P 1 3 弥 生土 器 壷 （2．4 ） － 長 石 橙 普 通 5 本 櫛 歯 に よる波 状 文 北 東部 覆 土 中

第58号住居跡（第82図）

位置　調査区の中央部，E4f8区。標高43．1mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸5．92m，短軸5．07mの長方形である。壁は高さ6～10cmで，外傾して立ち上がっている。主

軸方向はN－650－Eである。

床　ほぼ平坦である。中央部を中心に硬化面が見られる。

炉　確認されなかった。

ピット　5か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は北東壁際の中央部に位置しているが，

性格は不明である。深さはPl～4が68～81cm，P5が22cmである。

Pl土層解説

1黒　褐　色　炭化粒子多量，
2　黒　褐　色　炭化粒子多量，
3　黒　褐　色　炭化粒子多量，

4　黒　褐　色　炭化粒子多量，

ロームブロック・焼土ブロック微量5　暗　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック微量
ロームブロック・焼土粒子微量　6　黒　褐　色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
ロームブロック・焼土粒子微量　7　にぷい褐色　ローム粒子多量，炭化粒子少量
ロームブロック微量

貯蔵穴　東コーナー部に付設されている。長径100cm，短径60cmの楕円形で，深さは20cmである。

貯蔵穴土層解説

1黒　褐　色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量　3　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
2　極暗褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土ブロック微量4　暗　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック微量

覆土10層からなる。層厚が薄く，トレンチヤーによる撹乱が多いため，堆積状況は不明である。
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二の沢A遺跡

土屑解説

1　黒

2　黒

3　暗

4　黒

5　黒

褐　色　炭化粒子多量，
褐　色　炭化粒子多量，

褐　色　炭化粒子多量，
褐　色　炭化粒子多量，
褐　色　炭化粒子多量，

ローム粒子少量，焼土粒子微量
ロームブロック・焼土粒子微量

ロームブロック・焼土粒子微量
ロームブロック・焼土粒子微量
ロームブロック・焼土粒子微量

6　黒　褐　色　炭化粒子多量，
7　黒　褐　色　炭化粒子多量，
8　黒　褐　色　炭化粒子多量，
9　暗　褐　色　炭化粒子多量，

10　極暗褐色　炭化粒子多量，

ローム粒子・焼土粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子少量
ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片99点，不明鉄製品1点，礫1点のほか，撹乱により混入したとみられる須恵器片5点，

陶器片1点が出土している。遺物量は少ないが，貯蔵穴内から出土している。

所見　覆土中に焼土粒子や炭化粒子が比較的多量に含まれていることから焼失住居と考えられる。時期は，出

土土器等から4世紀前半と考えられる。

！

第82図　第58号住居跡・出土遺物実測図
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番中萱　可縄巨凋序可願胎　土　」聖⊥垂亡二三三≡≡茸薫竿「出土位置i備考
聖上聖上攣年「巨可石㌔農∴晋幸ぷい黄可普通蛭二聖面パケ昌調整攣攣両刃つ貯蔵穴覆土上層巨％

番号器　種
長さ径ラ　　　 霹管量　材質　　　　 特徴　　　 巨士位置日経

M4 不明
（2・射　巨潮　 さ2　綾・裏　 鉄　断細大　　　　　　　 輌壁腋可

篤郎考健贋妙（第83回）

ノ′　　′　　　、、　　一

重複関係　南西コーナー部を第号溝に掘　込まれている。

′　　　　　　′　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　．　　、　　　　′

軸方向は酢」ぽ－Wである。

腐　平坦である0炉跡を中心に囲むよ　に広域園で硬化面が見られる。床面中央部に貼　付は　に炭化材

が出上している、、

ノ　　′・′　ノ　′　　・　　′　　′　　　′　　　　　　　　　　　　Cl　　・・′

で芦床面を4cmはど掘りくぼめた地床炉で汐炉床は火熱を受け　赤愛硬化している○硬化の度合いが強いのでタ

1　　　ノ　　　　　　　　　ノ　′′′、J　′ノ　、ノ　　　　　　　　′　　　　　　　　　　′

、　′　　　　　、、　′　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　′

炉1土層解説

孟宗雷讐芸濃豊恩讐㌔警票芸雷　黒　色炭化粒榊鼠ローム邦ック戦二邦ック微量

ぽッ匪　5か所0m～後は芦配置と規模からから主柱穴と考えられる。㌘5ほ南壁際の中央部やや西寄りに

－　　　′・　‥　′　　′　′　′・′・　　　ノ・モ　　・′　　　　　　　・　　　　　　　′　．

P4土層解説

ヱ　窯　　色　炭化粒子もローム粒子少量夕焼士粒子微量　　3　褐　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　にぷい褐色　ローム粒子多量，炭化粒子微量　　　　　　4　褐　　色　ローム粒子極多量

′　　　　　　　　′　′’　　／′．　′′　　　　　っ　　　ノ　′　′　・三　　　　．　　　一、

貯蔵穴土層解説

i董雲量警撃芸i芸董室喜子姦芸重要嘉警量；窯票蓋≡三三羞三三蓋タ…還董蓋董；窯i；惹蓋望豊
′－　　′　ノ　．′　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　ィ　　　　　　　　．　－　　ノ　ー

土層解説

ヱ　黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子を焼土ブロック微量　9
2　黒　褐　色　炭化粒子多量，焼士ブロック微量　　　　　　摘
3　黒　褐　色　炭化粒子多数焼土ブロック少量芦　ローム粒子微量は
4　黒　　色　炭化材中量タ　ローム寿子を焼土粒子微量　　　ヱ2

5　黒　褐　色　炭化粒子多鼠　ローム粒子の焼土ブロック微量　ユ3
6　黒　褐　色　炭化粒子多量芦　ロームブロックぜ焼士粒子微量　摘
7　黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子少量　焼土粒子微量　蟻
8　黒　褐　色　炭化粒子多量芦　ローム粒子少量　焼土ブロック微量蟻

黒
窯
望
遠
窯
里
窯
極

褐　色　炭化粒子多量ブ　ローム粒子e焼七粒子微量
褐　色　炭化粒子多量，ロームブロック少量夕焼土ブロック微量
褐　色　炭化粒子多量ク　ローム粒子
褐　色　炭化粒子多量芦　ロームプロ
褐　色　炭化粒子多量芦　ロームプロ
褐　色　炭化材多量，ローム粒子の
褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子
暗褐色　炭化粒子多量，ロームプロ

ゆ焼土ブロック微量

ツクを焼士粒子微量

ツクe焼土粒子薇壷
焼土粒子微量

8焼土ブロック微量

ツクの焼士粒子微量

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　／∴′　　′、　　　　′、′

意が出土している。遺物は炉跡周辺から出土している。

所凰　炭化樹が床面に貼　付は　に確認されていることから焼失住居と考えられる。時期は　出土土器等か

ら　隆虎後半と考えられる。
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二の沢A遺跡
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第84図　第59号住居跡出土遺物実測図

第59号住居跡出土遺物観察表（第84図）

194

0　　　　　　　　　　　　10cm

L　＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器種口径器高底径胎　　土色調焼成手　　法　　の　　特　　徴出土位置備考

193土師器董－
（15．9）6．4
石英・長石・
雲母・赤色粒子
にぷい褐普通
休部外面へラ削り後へラ磨き，内面へラナデ・

パケ目調整
炉跡底面30％

194土師器甑－（3．0）
［5．0］長石・雲母にぷい黄褐普通体部内・外面へラナデ 貯蔵穴東側覆土下層5％

第61号住居跡（第85図）

位置　調査区の中央部，E3e2区。標高43．2mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸7．45m，短軸5．84mの長方形である。壁は高さ14～26cmで，外傾して立ち上がっている。主

軸方向はN－130－Wである。

床　ほぼ平坦である。中央部を中心に硬化面が見られる。PlとP4を結んだラインのやや内側にわずかに焼

土粒子の広がりが見られた。

炉　確認されなかった。

ピット　5か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は南壁際の中央部に位置していること

から，出入口施設に伴うピットと考えられる。深さはPl～4が65～100cm，P5が38cmである。

貯蔵穴　南東コーナー部に付設されている。径56cmほどの円形で，深さは60cmである。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量　4　暗赤褐色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子中量，焼土粒子微量　5　暗褐色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量　6　褐　色　ロームブロック中量，炭化材少量

覆土　6層からなる。トレンチヤーによる撹乱が多いため，堆積状況は不明である。

土眉解説
1黒　色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量　4　黒褐色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量　5　黒　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロック微量
3　黒　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量　6　黒褐色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片338点，粘土塊1点，礫12点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片9

点，須恵器片6点が出土している。遺物は北東部と南東部から出土している。

所見　時期は，出土土器等から4世紀後半と考えられる。
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二の沢A遺跡

⑥

了

　

　

　

′

㌧

！′　′3′l・1

第85図　第鋸号住居跡実測図

ー103　－

0　　　　　　　　　　　　　　　2m』



ノミ＿＿＿

第86図　第61号住居跡出土遺物実測図

第61号住居跡出土遺物観察表（第86図）

‾二‾「l＿

0　　　　　　　　　　10cm

！　　；　　」

番号種　別器種口　径器高底径胎　　土 色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備考

195土師器杯［16．4］（4．7）
－
長石・雲母にぷい黄橙普通休部外面へラ削り後へラ磨き，内面へラ磨き北東部壁際覆土下層5％

196土師器器台
－
（8．1）［4．8］
石英・長石・
雲母・赤色粒子橙普通台部内・外面パケ目調整　下から上へ穿孔 P2覆土中 15％

197土師器∃亘－
（10．0）
－石英・長石・轢にぷい橙普通摩滅激しく手法不明 北東部床面 30％PL26

198土師器呈E ［14．4］（3．1） 石英・長石・雲母橙普通ロ縁部内・外両横ナデ，外面下端パケ目調整 中央部床面 5％

199土師器台付塑－（18．8） 石英・長石・雲母にぷい黄橙普通休部外面パケ目調整　S字状口緑 P3覆土中 20％

200土師器台付襲［13．4］（7．2） 石英・長石にぷい貫橙普通
口縁部内・外面構ナデ休部外面パケ目調整，
内面指ナデ　S字状口緑 南東部覆土中5％

第62号住居跡（第87図）

位置　調査区の西部，E2d9区。標高43．5mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸4．90m，短軸4．50mの方形である。壁は高さ16～36cmで，外傾して立ち上がっている。主軸

方向はN－270－Wである。

床　平坦である。炉跡を中心に囲むように広い範囲で硬化面が見られる。床面中央部に貼り付くように炭化材

が出土している。

炉　中央部やや北寄りに設けられ，長径96cm，短径58cmの楕円形で，床面を5cmほど掘りくぼめた地床炉で，

炉床は火熱を受け，赤変硬化している。硬化の度合いが強いので，長期間の使用と考えられる。

炉土層解説

1黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土ブロック微量　　3　暗赤褐色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土ブロック微量
2　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土ブロック微量
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二の沢A遺跡
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第87図　第62号住居跡実測図
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ピット　5か所o Pl～4は配置と規模からから主柱穴と考えられる。P5は南東壁際中央部の位置で確認さ

れていることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。深さはPl～4が74～93cm，P5が18cmである。

P2土層解説

1黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土ブロック微量　3　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量

貯蔵穴　東コーナー部に付設されている。長径60cm，短径56cmの円形で，深さは57cmである。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土ブロック微量　3　暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロック少量
2　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック微量

覆土10層からなる。トレンチヤーによる撹乱が多いため，堆積状況は不明である。
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土層解説
1

2

3

4

5

黒褐色　炭化粒子多量，
黒褐色　炭化粒子多量，
黒褐色　炭化粒子多量，
黒褐色　炭化粒子多量，
黒　　色　炭化粒子多量，

ローム粒子中量，焼土ブロック微量　6　極暗褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
ロームブロック・焼土ブロック微量　7　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土ブロック微量
ロームブロック・焼土ブロック微量　8　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
ロームブロック・焼土粒子微量　　9　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量

ローム粒子・焼土粒子微量　　　10　極暗褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片93点，台石1点，礫3点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片6点，

須恵器片2点，陶器片1点が出土している。遺物量は少ないが，西部から出土している。

所見　覆土中に焼土粒子や炭化粒子が含まれ，炭化材が床面に貼り付くように確認されていることから焼失住

居と考えられる。時期は，出土土器等から4世紀後半と考えられる。

0　　　　　　　　　　　10cm

L　　　＿＿」　　　」

第88図　第62号住居跡出土遣物実測図

第62号住居跡出土遺物観察表（第8図）

0　　　　　10cm

！；！

番号種　別詳報口径器　高底径胎　　土 色調焼成
手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備考

201 土師器壷－
（3．6）－
長石・雲母にぷい橙普通口緑部内・外面へラ磨き 南コーナー部床面 5％

TP14土師器襲－
（4．6）－長石・雲母

明褐普通体部外面パケ目調整 南東部覆土中

番号器　桂 長　さ 帽 厚さ重　量 材質 特　　徴 出土位置 備考

Q22 台石 25．4 21．2 8．1 5794．4
半花崗岩表面中央部に敲打痕あり 西コーナー部床面

第63号住居跡（第89図）

位置　調査区の中央部，F3cl区。標高43．2mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸5．81m，短軸4．87mの長方形である。壁は高さ24～50cmで，外傾して立ち上がっている0主

軸方向はN－37。－Wである。

床　ほぼ平坦である。炉跡を中心に囲むように広い範囲で硬化面が見られる。壁溝は仝周している0上幅8～

22cm，下幅6～12cm，深さ10～18cmで，断面形はU字状であり，溝の中に径が10～38cmの円形や楕円形をし，

深さ5～18cmほどの小ピット群が41か所見られ，壁柱穴の可能性が考えられるが，性格は不明である0

炉　中央部やや北寄りに設けられている。長径102cm，短径60cmの楕円形で，床面を4cmほど掘りくぼめた地

床炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。硬化の度合いが強いので，長期間の使用と考えられる。

炉土層解説
1黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子微量

3　黒褐色　炭化粒子多量，焼土粒子少量，ローム粒子微量

4　暗赤褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土ブロック少量
5　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
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二の沢A遺跡
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第89図　第63号住居跡実測図
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ピット　48か所（その中の41か所は床の項で述べた壁際のピット群）。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考

えられる。P5～7は南東壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられるが，

どれか1か所だけが出入口施設に伴うピットとも考えられる。深さはPl～4が45～76cm，P5が42cm，P

6・7が26～28cmである。

P3土層解説
1暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロック少量　　　　　　4　暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロック少量
2　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量　　5　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子微量
3　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土ブロック微量　6　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土ブロック微量

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は北東コーナー部に，貯蔵穴2は南東コーナー部に付設されている。貯蔵穴1は径

60cmほどの円形で，深さは60cmである。貯蔵穴2は径50cmほどの円形で，深さは43cmである。

貯蔵穴1土層解説
1黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
貯蔵穴2土眉解説
1黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量

2　暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量

4　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

覆土　7層からなる。トレンチヤーによる撹乱が多いが，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考え

られる。

土層解説
1黒　色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量　　　5　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量
2　黒　色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量　　6　極暗褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
3　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量　　7　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土ブロック微量
4　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片210点，粘土塊4点，土玉1点，不明土製品1点，礫4点のほか，撹乱等により混入し

たとみられる弥生土器片12点，須恵器片1点，陶器片1点が出土している。遺物は炉跡の周辺部から出土して

いる。

所見　覆土中に炭化粒子が多量に含んでいることから焼失住居の可能性が考えられる。時期は，出土土器等か

ら4世紀後半と考えられる。

71－－－一丁ゴ

第90図　第63号住居跡出土遺物実測図
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二の沢Å遺跡

第鵬号住居跡出土遺物観察表　第師団）

番可 種 別 巨摘 巨 凋
器　高

底径 ！ 胎　 土 i 色調 焼可　　 手　 法　 の　 特　 徴
出土位置 備考

㍑ 巨 瞞 「 可
［7潮
［5可 石英茂 石凄 母 巨 ぷい黄橙 普通 ！体部内湖 面へラげ 東コーナー部

覆土下層 10％

㍑ 巨 瞞 匡 叫
緒寮

日 掛 鍋 i 橙 普通 恒 納 4 滴 へラげ 北コーナー部
覆土中層 5％

鋪 巨 締　 婆 巨 e6
17．5
5可 描 磯 雄 可　 橙 普可 讐 昌古君′請 競忘讐 欝 へラ磨きタ下位

炉跡底面 踊％PL25
2拓 巨 師器　 婆 巨 80

治郎
i石英蘭 瀾 車 輌 普通 は 深 窓譜 警 び休部外面パケ昌調整

炉跡西側床面 20％

206 巨 師器 巨 廿 日 融
（4．3）

！石英茂 石・雲母 巨 ぷい赤褐 普通 巨 緑部内も外面へラ磨き か 外舶 彩 東コーナー部
覆土下層 5％

番号 巨 種　 長さ 径） 恒 吼径） 厚さ　 重 量　 材質　　　　　 特　 徴 出土位置 i 備考

DPバ　 不明　 巨 か9　 巨 き　 巨 6 日 の2 i 土　 巨摘ナデ 北コナ 部壁溝可

DP9　 土玉 i e4 i e4　 日 6 日 6－3 i 土　 巨涌け 南東部覆土下層　 巨 L30

窮糾考健腰妙（第9m細郵

－、く　′　　．　　′　　′　　．　二　　　ノ　∴　．一　′′－．．　　　／′ノ

、ノ　　　　　．　．・・、　　　′　′　：　ノ．・　　　、　′　．′．、　′　　、′　　　′ノ・、．．′

軸方向はN二汀－Wであるこ．

床　平坦である。炉跡を中心に囲むよ　に広い範囲で硬化商が見られる。壁溝はタ南東壁から北東壁汐　北西壁

＿　′　′　　　　　　　‥　　　　、　・　　　、、　　一・・一∴　　′、、．・′ノ′、ノ　　　ノ・・、了ノi－　ノ　ー、′ィ

、′　　　　　ノ　　　′　　　　　　　　　ノ、　　　′　′　　　　　：　　′　∴、　　　　　　　　－　、′

能性が考えられるがタ　性格は不明である。

ノ　　　　　ー　　′　　　　・′　　　′′　ノ　　　　′∴′．　　ノ．・二　　、－　－・了・・′、′　　jJ、

炉でタ　炉床は火熱を受けタ　赤変硬化している。硬化の度合いが弱いので，短期間の使用と考えられる。

炉土層解説

1極暗赤褐色　炭化粒子多鼠　ローム粒子少量，焼土ブロック微量　2　黒　褐　色　炭化粒子多量タ　ローム粒子0焼土ブロック微量

ぽッ睦　46か所（その中の姐か所は床の項で述べた壁際のピット群）。Pl～射ま配置と規模から主柱穴と考え

られる。㌘5ほ南東壁際の中央部やや南寄りに位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

深さはPl＼J′1が56＼－78C町I‥）5が．10cIllであるし「

P2土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子の焼土粒子微量
2　暗　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子微量

4　暗　褐　色　炭化粒子多量ク　ローム粒子の焼土粒子微量

5　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子中量
3　暗　褐　色　ローム粒子や炭化粒子中量，焼土粒子微量
P3土層解説

1窯　褐　色　炭化粒子多数　ローム粒子少鼠　焼土粒子微量　3　褐　　色　ローム粒子多鼠　焼土粒子を炭化粒子微量
2　暗　褐　色　炭化粒子中量ク　ロームブロックの焼土粒子微量

′　一′　　　′　　′′、　・′　　′∴、．　了　　′′　ノ′．ノ　　ー．．

貯蔵穴土層解説

ユ　黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子の廃土粒子微量　　　3　黒　褐　色　炭化粒子多量タ　ローム粒子も焼土粒子少量
2　極暗褐色　炭化粒子多量ク　ロームブロックや焼土粒子微量　4　黒　褐　色　炭化粒子多量ク　ロームブロックを焼士粒子微量

穫豊　蟻層からなる。　レンチヤーによる撹乱が多ら　堆積状況は不明である。

土層解説
ユ　黒　　　色　炭化粒子多量，ローム粒子e焼土龍子微量
2　黒　　　色　炭化粒子多量タ　ローム粒子も焼土ブロック微量

3　黒　褐　色　炭化粒子多量，ロームブロックの焼土粒子微量
4　黒　　　色　炭化粒子多義芦　ローム粒子の廃土ブロック微量
5　黒　褐　色　炭化粒子多義，ロームブロックの焼士粒子微量
6　黒　褐　色　炭化粒子多量芦　ロームブロックの焼士粒子微量
7　黒　褐　色　炭化粒子多量タ　ロームブロックの廃土粒子微量
8　黒　　　色　炭化粒子多量，ロームブロックの焼土龍子微量

．

。

、

1

．

1

日

1

2

日

目

1

5

黒　褐　色　炭化粒子多量，ロームブロックの廃土粒子微量
黒　褐　色　炭化粒子多量芦　ロームブロックぁ焼土粒子微量

黒
褐

色 炭化粒子多量，ローム粒子e焼土ブロック微量
色　炭化粒子中量，ロトム粒子少量夕　焼士ブロック微量

極暗褐色　炭化粒子多量，ロームブロックe廃土粒子微量
黒　褐　色　炭化粒子多量，ロームブロックせ焼土粒子微量

黒　褐　色　炭化粒子多量夕　焼土粒子少量ク　ローム粒子微量

一一1（）（）一一1



遺物出土状況　土師器片245点のほか，撹乱等により混入したとみられる須恵器片2点が出土している。遺物

は炉跡と貯蔵穴周辺から出土している。

所見　覆土中に焼土粒子や多量の炭化粒子が含まれていることから焼失住居と考えられる。時期は，出土土器

等から4世紀前半と考えられる。
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第91図　第64号住居跡実測図
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二の沢A遺跡
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第92図　第64号住居跡・出土遺物実測図

第64号住居跡出土遣物観察表（第92図）

／畢2，。
ゝ幽止∠2，1

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

番号種　別器　種口　径器高底径 胎　　土 色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備考

207土師器小形鉢［7．8］5．2 3．6 長石・雲母 淡貫普通
口緑部内・外面指頭による押庄　休部外面へ
ラ磨き．内面へラナデ 炉跡北西側覆土下層85％PL26

208土師器 器台 ［12．2］［6．1］－ 長石・雲母 明赤褐普通器受部内・外面へラ磨き内・外面赤彩 南コーナー苦瓜床面25％

209土師器 柑 ［10β］11．8 －石英・長石・雲母赤褐普通
ロ緑部内・外面へラ磨き　休部外面へラ削り
後へラ磨き　内・外面赤彩 南コーナー部床面50％

210土師器小形台付寮［9．6］（4．4）－ 石英・雲母 ？炎黄普通
ロ緑部内・外面横ナデ　休部外面パケ目調整

S字状口緑
中央部覆土下層10％

211土師器 整 －（3．0）［9月］石英・雲母にぷい責橙普通休部外面下端へラ削り 中央部覆土下層5％

212土師器 甑 －（1．7）［5．0］石英・長石 橙 普通体都外面下端へラ削り 北西部覆土中 5％

第65号住居跡（第93図）

位置　調査区の西部，E2j3区。標高43．2mの平坦部に位置している。

規模と形状トレンチヤーによる撹乱は見られ，削平され，わずかに壁が遺存している状況であるが，長軸

4．25m，短軸4．06mの長方形である。壁は高さ6cmで，外傾して立ち上がっている。主軸方向はN－300－Eで

ある。

床　ほぼ平坦である。
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炉　確認されなかった。

覆土　6層からなる。層厚が薄く，トレンチヤーによる撹乱が多いため，堆積状況は不明である。

土層解説
1黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
2　極暗褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
3　黒　　　色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量

4　極暗赤褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

5　黒　褐　色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
6　黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土ブロック微量

遺物出土状況　土師器片20点のほか，撹乱等により混入したとみられる須恵器片1点が出土している。

所見　床の硬化面・柱穴・炉が確認されず，通常の住居跡とは異なっている。時期は，出土土器等から4世紀

前半と考えられる。

第93図　第65号住居跡・出土遺物実測図

第65号住居跡出土遺物観察表（第93図）

蠣慧「亀21。

0　　　　　　　　　　　10cm

ト一一・一1－－－－1

2m

L i　　　」

番号 種　　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備考

213 土師器 台付襲 － （1．8） － 石英 ・長石 ・パ ミス 褐 普通 台部外面パケ目調整　 体部内面へラナデ 覆土中 5％

第66号住居跡（第94図）

位置　調査区の西部，Elj9区。標高43．1mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸6．59m，短軸6．20mの方形である。壁は高さ40～50cmで，外傾して立ち上がっている。主軸

方向はN－300－Wである。

床　平坦である。中央部に同じ主軸方向で深さ5～14cm，長軸5．00m，短軸4．60mの方形の平坦な落ち込みが

一か所見られ，この落ち込みを中心に広い範囲で硬化面が見られる。壁溝は全周している。上幅12～20cm，下
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二の沢Å遺跡

礎）

第錮図　第礪号住居跡実測図

一一113　一一一

9　　　　　　　　　　　　　　2m』



幅6、10cm，深さ8～16cmで，断面形はU字状である。この壁溝の中に径が10～24cmの円形や楕円形をし，深

さ4、16cmほどの小ピット群が130か所見られ，壁柱穴の可能性が考えられるが，性格は不明である。

炉　確認されなかった。

ピット135か所（その中の130か所は床の項で述べた壁際のピット群）。Pl～4は配置と規模からから主柱

穴と考えられる。P5は南東壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

深さはPl～4が48～56cm，P5が33cmである。

P3土層解説
1黒　褐　色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量　3　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック微量　　　　　4　にぷい褐色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

覆土　7層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土眉解説

1　黒

2　黒

3　黒

4　黒

色　炭化粒子中量，

色　炭化粒子中量，
褐　色　炭化粒子中量，
褐　色　炭化粒子中量，

ロームブロック・焼土粒子微量

ロームブロック・焼土粒子微量
焼土粒子少量，ローム粒子微量
ロームブロック・焼土粒子微量

極暗褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量
里

嘉
褐　色　炭化粒子中量，焼土粒子少量，ロームブロック微量
褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片141点，不明石製品2点，礫3点のほか，撹乱等により混入したとみられる須恵器片

2点が出土している。遺物は床面全体に散在した状況で出土している。

所見　時期は，出土土器等から4世紀前半と考えられる。

く・’

第95図　第66号住居跡出土遣物実測図
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二の沢Å遺跡

′　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　′　　　　　　′・

鮒「軽可器種巨径極高
底径胎　　土 色調

焼成！　手　法　の　特　徴　 「旺服「碑

餌恒可堵巨可㈲
－石英・長石 橙

普通漂票差画へラ磨榔外面へラ削つ南東部床中0％PL26

215巨師諾車首巨可幽
－長石か雲母浅黄橙

巨醐床中0％

摘恒可緒「つ舶
2．8 石英・長石 橙

普通i体部外面へラ磨き誹商へラげ　　 巨蟻部桶i鵬PL27

21中綿　婆恒車も1ラ
－
石英・長石の
雲母・赤色粒子
にぷい橙
普通は票讐外面パケ昌縄後へラ磨き体部！西部床一中0％

可欄車中融序
－石英ぜ長石e雲母にぷい黄橙

普通麿も票禁霊調整湖へラ削後へつ北東部床可5％

2可雄可報「つ㈲
3薫石英ゆ長石の雲母にぷい橙

普通区夕摘指頭による抑圧　　　 唇部覆土車％

＼　　ご

、′、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・′

′　　　　′　　　　　　　　　′　　　ニ　　　′′　′　　・．、　　　　　　　　′、　　　　′　　　　　　　　　　　　′　　＼、　′．

方向はⅣ…渕0…Wである。

′・　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　ーi‥　　　　′

二　　　　　．　　　′　　　　　　　　　ノ、　　　　．　　　　　　　　　　　ニ′・

が酢か所見られ　壁従来の可能性が考えられるが学　性格は不明である。床面全体に貼り付くように炭化材が出

上しノている、、、．

ノ　　　　　　　　　　こ　　　　　　　′　、′ノ・・、、　　　，、′′　′　1、　′、・・　－　♪・．′：　′′・日、

炉で　炉床は允熱を受け　赤発破化している。硬化の度合いが強いので　長期間の僚用と考えられる。

炉土層解説

ユ　黒褐色　炭化粒子多量ク　ロームブロックさ焼士ブロック微量　3　暗赤褐色　ローム路子も炭化物少量夕焼土粒子微量
2　暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子や炭化粒子微量

′　　　　　　　　′　′　　　　　′　　　　′　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一　′′′　　．ノ　　′′’二

．　　　、　　　　′ノ．　　′　　ノノ　ミ　　　′　　、　∴　‥　′′′

′　　　　　　　　　　ノ′　ノ、・・　　′　　　　　　　　　　′　　　　　　　　′∴・、、‘　　　　′

21clll，P6が23し「ll了亡ある、，

・′　　　一、．／－　　　　、′・　一一．　′・′　　　′′　一　′J　　　　ノ　ノ

貯蔵穴土層解説

l　黒褐色　炭化粒子多量汐　ロームブロックき焼土粒子微量　　5　黒褐色　炭化粒子多逼，ロームブロックe焼土粒子微量

2　黒褐色　ロームブロックの廃土ブロックさ炭化物微量　　　6　暗褐色　炭化粒子多量芦　ロームブロックの焼土ブロック微量
3　黒褐色　ロームブロック多義，焼士ブロックの炭化物微量　7　褐　　色　焼土粒子中量，ロームブロック微量
4　窯褐色　ロームブロックの焼土ブロックの炭化物微量

′　　、′　子・・　ノ　　ノ　　　ノ′　′　′ノノ　．．、ノ　′一　′　ノ　　　　／　　　・′′

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　′′　　　　・′

土層解説

ユ　黒褐色　ローム粒子中量芦　炭化粒子少量，焼士粒子微量　　4　黒褐色　炭化粒子中量タ　ローム粒子の焼土粒子少量
2　黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼士粒子微量　　5　黒　　色　炭化粒子中量ク　ローム粒子の焼土粒子少量
3　黒褐色　ロームブロックの廃土粒子少量，炭化粒子微量　　6　黒　　色　炭化粒子多量，ローム粒子の焼土粒子微量

遺物出羞状況　土師器片翻荒蕪　瑠璃製不明石製品　点　礫7点　鉄鉱　慮のはか　撹乱等により混入したと

みられる須恵器片凱産が出土している。遺物は床面全体に散在した状況で出土して折る。

－lllF l15　－－－llll



所見　炭化材が床面に貼り付くように確認されていることから焼失住居と考えられる。時期は，出土土器等か

ら4世紀前半と考えられる。

A4。．4m

ul　　可

第96回　第67号住居跡実測図
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二の沢A遺跡

鮮 ⊃＝ぢ
第97図　第67号住居跡・出土遺物実測図

l■＼
226

10cm

！　　　；　＿＿＿　」
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⑳＠協265。m
L．二二　‥亡　＝＿＿二l

第98図　第67号住居跡出土遺物実測図

第67号住居跡出土遺物観察表（第97・98図）

二「＿「

伝r』。2

＿二二＿＝＿二二：－＼＿：弧＿

⊂＝＝＝フ

：∈ 0　　　　　　　　　　　10cm

［T i　　二」

番号 種　 別 器　種 口　径 器高 底径 胎　　 土 色　調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出上位置 備考

220 土師器 吋 ［15．2］ 17．1 長石・雲母 にぷい赤褐 普通 ロ緑部外面へラ磨き　休部外面へラ削り後へラ磨き 東部覆土下層 40％

221 土師器 鉢 16．1 11．7 3．9 石英・長石 橙 普通 口緑部及び体部内・外面丁寧なパケ目調整 南部床面 80％PL26

222 土師器 台付婆 14．3 （14．6） 石英・長石・雲母 浅黄橙 普通 体部外面パケ目調整　 S字状口緑 南部床面 40％PL26

223 土師器 台付璽 ［14．4］ （4．0） 長石・雲母 にぷい黄橙 普通 体都外面パケ目調整，内面へラナデ
南コーナー那
覆土下層 10％

224 土師器 襲 13．2 （11．5） 石英・長石 にぷい橙 普通 体郡外面丁寧なパケ目調整，内面へラナデ 南部床面 20％PL25

225 土師器 墾 ［18月］ （9．2） －
雲母 にぷい橙 普通 体部内・外面へラナデ 両部覆土下層 10％

226 土師器 襲 ［14．7］ （9．2） －
石英・長石・雲母・
礫・赤色栗立子

にぷい褐 普通 体部内・外面へラナデ 北東壁際覆土下層 5％
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二の沢Å遺跡

番号　 種 別 巨 摘 L 後棒 高　 麗径　 胎　 土 i 色調 i 焼成 i　 手　 法　 の　 特　 徴　 i 出土位置
備考

霊　　 土曜　　 婆
巨 e封 巨 0　 石英0雲母　 巨 ぷ 磯　 普通 体郎外面へラ磨 ∴像 ＼ラ削娠 内面へラナ斗 磯 ［覆土下層

20％

霊　　 土師器　　 婆
極 お 巨 4　 石英e雲母　 巨 ぶ欄 i 普通 i僻柳 面へラ削り複へラ磨き　　　 巨 央部床面

20％PL26
2猶 巨 師器　 婆 恒 獅 巨 中　 長石ゆ雲母　 明赤褐　 普通 麿 禁 措 パケ目調整後へラ磨凱 ‾酔 ラ削 北コ霜 一部

5％

器中 師器　 楽 巨 抽 巨 の　　　　　　　 普通 僻 陶蘭下端へラ削 誹 面へラげ　　 南東部緬
5％

23日 二摘 可 壷 は可 侍も射 i　 長石e雲母　 巨 ぷ 磯　 普通 頸部外補 いパケ目調整後磨き　　　　 南棉 輌
5％

232 巨 踊 巨 捏 巨 噛 巨欄 ㌣‰ 慧 議 ㌢ 匡 糾 司 普通 i体部外耐纏 による押庄　　　 ！南西部覆土中
20％

番号 器　 穫 長　 さ 幅 厚 さ 重　 量 材質 特　　 徴 出土位置 備考

Q 25 原石 6．3 11．4 33 266。2 璃璃 比熱の痕跡あ り 北東壁際覆土下層

Q 26 剥片 3．3 2。3 1．リ 1寸．り 喝璃 多方面から打撃を加えられた剥片 北東壁際床面

M 5 簸 路廟 0鰯 0 。4－ （2潮 鉄 柄部片 （箆被部か ら茎部にかけての破片） 南東部覆土中

′∴

健置　調査区の西部　D飢　区。標高朋。罰抱の平坦部に位置して折る。

′　　　　　　′′　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　、

′　　　、　　　　′　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　、　′′′

向は飼…温90…Wである。

床、出世‘亡あるしつ：朝亦を囲むように硬化面が見られる、、

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　′ノ　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′　　′　　　　　　　　　　　′　′ノ

ほ火熱を受け　赤変硬化している。

炉土層解説

鼠　黒　褐　色　炭化粒子多量夕焼土粒子少量汐　ローム粒子微量　2　極暗赤褐色　炭化粒子や焼土ブロック中鼠　ローム粒子微量

ぽッ拒　3か所。㌘且は配置と規模からから主柱穴と考えられる。P　は南壁際の中央部に位置していること

′　　　′　　ノ　　　′　　　　、1　　・・ノ　　ノ、一．一・・　′　　　　　　－・　　／′′　　　　′　′ノ′ノ・′　．′′′、

深さはPlが骨C肛　P2が17cm．I⊃3が2‘hl了亡あるし1

Pl土層解説

1黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子の焼土粒子微量　　　4　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　炭化粒子中量資　ロームブロックも焼土粒子微量　5　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量夕　焼士粒子微量
3　褐　　　色　ローム粒子多義夕　炭化粒子微量

・　　　　　’．、．′、　　ノ　　；ノナ、‘、　．ノノ　′′、∴　′　　言　　．　，‥　　　ノ　ノノ

貯蔵穴土層解説

1黒　　色　炭化粒子多義芦　ロームブロックの焼士粒子微量　4　暗　褐　色　炭化粒子中量芦　ロームブロック少量
2　黒　褐　色　炭化粒子多鼠　ロームブロックも焼土ブロック微量　5　褐　　色　ローム粒子多量夕　炭化粒子中量
3　黒　褐　色　炭化粒子多量芦　ロームブロックの焼土粒子微量　6　褐　　色　炭化粒子少鼠　ロームブロック微量

穫豊　温層からなる。層厚が薄ら　　レンチヤーによる撹乱が多いため　堆積状況は不明である。

土層解説

ユ　黒　褐　色　炭化粒子多量芦　ロームブロックを焼士粒子微量　7　極暗褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量
2　黒　褐　色　炭化粒子多鼠　ローム粒子の焼土ブロック微量　8　黒　褐　色　炭化材中量，焼土粒子少量タ　ローム粒子微量
3　極暗褐色　炭化粒子多量，ローム粒子や焼土粒子少量　　　9　褐　　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

4　黒　褐　色　炭化粒子多量芦　ローム粒子e焼土ブロック微量　摘　黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子の焼土粒子少量
5　黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子の焼土ブロック微量　は　極暗褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少邑焼土粒子微量
6　黒　褐　色　炭化粒子多量タ　ローム粒子e焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片48点が出土している亡遺物は貯蔵穴周辺からI侶二している。

所凰　時期は芦　出土土器等から4世紀前半と考えられる。
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第99図　第68号住居跡・出土遺物実測図

第68号住居跡出土遺物観察表（第93図）

l　　　　；　　　！

1汀－　　　　L＿　＿　；　　二二∃

0　　　　　　　　　　　　　10cm

［－　1　　」

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備考

223 土師器 柑 ［9．6］ （3．2） － 石英 ・雲母 明赤褐 普通 口縁部外面へラ磨き　 内・外面赤彩 南東部床面 10％

T P 15 土師器 襲 － （5．0） － 長石 橙 普通 外面パケ目調整 貯蔵穴覆土中 PL29

第70号住居跡（第100図）

位置　調査区の北部，C3fl区。標高43．1mの平坦部に位置している。

規模と形状　掘りこみが浅く，削平されていて，わずかに南東壁と南西壁しか遺存していないが，長軸4．10m，

短軸3・45mの長方形と推定される。壁は高さ3cmほどで，外傾して立ち上がっている。主軸方向はN－500－E

である。

床　ほぼ平坦である。炉跡の南側に硬化面が見られる。

炉　中央部やや北寄りに設けられている。長径50cm，短径34cmの楕円形をした地床炉で，炉床は火熱を受け，

赤変硬化しているが，床面の掘り込みは見られない。
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二の沢A遺跡

ピット　5か所。Plは南東壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

P2・3は北東壁際で，P4は南西壁際で，P5はP4に隣接する位置で確認されているが，それぞれのピッ

トの性格は不明である。深さはPl～4が16～32cm，P5が31cmである。

遺物出土状況　土師器片27点のほか，撹乱等により混入したとみられる須恵器片1点が出土している。遺物は

東コーナー部から出土している。

所見　時期は，出土土器等から4世紀前半と考えられる。

④　　　　　　／
′一一一一一一一一一一一一‾‾‾、＼

／

第100図　第70号住居跡・出土遺物実測図

第70号住居跡出土遺物観察表（第100図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　1－　　」

2m

l i　＿＿＿＿」

番号種　　別券種口径青苗底径胎　　土色　調焼成手　　法　　の　　特　　徴出土位置備考

5％
235土師器壷［12胡（4．1）
－石英・雲母にぷい橙普通頚部外面へラナデ 東コーナー部床面

第71号住居跡（第101図）

位置　調査区の北部，C2jO区。標高43．6mの平坦部に位置している。

重複関係　北西コーナー部が第72号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸5・63m，短軸5・18mの方形である0壁は高さ6～18cmで，外傾して立ち上がっている。主軸

方向はN－100－Eである。

床　平坦である。炉跡を囲むように広い範囲で硬化面が見られる。床面に貼り付くように炭化材が見られる。

炉　中央部やや北寄りに設けられている。長径86cm，短径76cmの楕円形で，床面を8cmほど掘りくぼめた地床

炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。硬化の度合いが強いので，長期間の使用と考えられる。

炉土屑解説

1黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土ブロック微量　3　黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土ブロック微量
2　極暗赤褐色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土ブロック微量
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二の沢A遺跡

ピット　6か所。Pl～4は配置と規模からから主柱穴と考えられる。P5は南壁際の中央部やや東寄りに位

置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。P6は炉の北側に位置しているが，性格は不明

である。深さはPl～4が55～61cm，P5が17cm，P6が14cmである。

Pl土層解説

1黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量　　　　3　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子微量
P5土層解説

1黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　2　暗褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

貯蔵穴　南東コーナー部に付設されている。長径85cm，短径70cmの楕円形で，深さは53cmである。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土ブロック微量　　3　暗褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土ブロック微量
2　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土ブロック微量　　4　暗褐色　炭化粒子多量，ロームブロック少量，焼土粒子微量

覆土19層からなる。トレンチヤーによる撹乱があるが，ブロック状の堆積状況を示し，ロームブロックや焼

土粒子・炭化粒子を多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量　11黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土ブロック微量
2　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量　　　12　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック少量

3　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量　　　13　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
4　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土ブロック微量14　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
5　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土ブロック微量15　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
6

7

8

9

10

黒

里

蕪
黒

黒

褐色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック微量16　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量

17　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量

18　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
19　極暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片588点，磨石1点，鴫瑠製石製品1点，礫4点のほか，撹乱等により混入したとみら

れる弥生土器片7点，縄文土器片4点，須恵器片2点が出土している。遺物は床面全体から散在した状況で出

土している。

所見　覆土中に焼土粒子や炭化粒子が含まれ，炭化材が床面に貼り付くように確認されていることから焼失住

居と考えられる。時期は，出土土器等から4世紀前半と考えられる。

塩も2。6毎週恕越。9

〒‾l三＿：
第102図　第71号住居跡出土遺物実測図（1）
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第103図　第71号住居跡出土遺物実測図（2）

第71号住居跡出土遺物観察表（第102・103図）

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

番号種　別器　種口径器高底径 胎　　土 色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備考

236 土師器高林 （4．6）17．6 石英・長石・礫 橙 普通裾部内・外面へラ磨き　外面赤彩 中央部床面30％

237土師器 柑 （5．2）［3．8］ 長石・雲母 橙 普通体部外面へラ磨き　外面赤彩 南西部覆土下層50％PL27

238 土師器 柑 （3．9）1．5 長石・雲母 橙 普通休部外面へラ磨き 南西部覆土下層50％PL27

239 土師器 柑 －
（4．2）3．8 石英・長石 明赤褐普通体部外面へラナデ，内面指ナデ 南西部覆土下層60％PL27

240 土師器大形柑－
（9．2）2．8 長石・雲母 にぷい赤褐普通体部外面へラ削り後へラ磨き，内面へラナデ北東部覆土下層30％

241土師器台付整－（3．3）－ 石英・長石
明黄褐普通
体部及び台部外而パケ目調整　台部内面へラ
ナデ

南西部覆土下層5％

243 土師器 婆 （12．0）－石英・長石・パミス
橙 普通体部外面パケ昌調整 南東部床面20％

244 土師器 壷［15．2］（5．3）－石英・長石・雲母明赤褐普通
頭部外面へラナデ，内面弱いパケ目調整 北東部床面5％

245 土師器 聾 （17．8）6．0 石英・雲母 灰褐色普通
体邪外面パケ目調整後へラ磨き，下端へラ削り，
内面へラナデ

中央部床面10％

246 土師器 要 －
（6．0）5．8 石英・長石 明赤褐普通体部外面パケ目調整，内面弱いパケ目調整 北東部床面10％

247 土師器 聾 －
（2．2）7．2
石英・長石・雲母・

礫・赤色粒子
にぷい橙普通体郡内・外面パケ目調整 北西部覆土下層5％

248 土師器ミニチュア3．2 3．5 1．7 石英・長石・雲母にぷい赤褐普通
口緑部及び体部内・外面指頭による押庄

休部外面下端へラナデ
南西部覆土下層80％PL27

番号器　種 長　さ 幅 厚さ重　量 材質 特　　　　徴 出土位置 備考

Q28 磨石 9．3 7．0 5．5 497．7 安山岩表面に擦痕あり　端部に敲打痕あり 北西部覆土下層

Q29 剥片 4．7 5．9 2．2 80．5 瑠璃 多方面から打撃の加えられた痕跡あり　－・・郎原石のまま 北西部床面

第72号住居跡（第104図）

位置　調査区の北部，C2i9区。標高43．6mの平坦部に位置している。

重複関係　南東部を第71号住居跡に掘り込まれている。
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二の沢A遺跡

規模と形状1対幅．コ∴1111．恒軸は20Illの方形である．、、、壁は高さ22＼27elllで，外相して立ち十が′′・－′）ている、二、主軸

方向はN．一一153。l一一Ⅵ一である。、

床　ほぼ平坦である。炉跡を囲むよ　に広い範囲で硬化面が見られる。北コーナー部に焼士がタ　酋コーナー部

に炭化廿が貼叫、」‾くように確認されている、、

炉　中央部やや北雷：＝二設けられている、「長径9五111，短径56（、111の柏llj彬で，床面をl（．）mlほど捕りくぼめた地床

炉でタ　炉床は火熱を受け芦　赤変硬化している。炉床の中央部やや南寄　に長さ蟻cmほどの炉石3個が，三角形

状に置かれたように碓認されている、、

炉土層解説

ユ　黒　褐　色　炭化粒子中量ク　ロームブロックの焼土ブロック少量　3　黒　褐　色　焼土粒子の炭化粒子中量，ロームブロック少量
2　褐　　　色　ロームブロック中最新ヒ粒子少量，廃土ブロック微量　4　黒　　　色　炭化粒子多量，ロームブロック少量，焼土粒子微量

ピット　8か所、「つ〕1＼∠ノ土は配置と規模から主柱穴と考えられる。、P5は南東壁際の中央部やや南寄りに位置

していることから　出入冒施設に伴　ピットと考えられる。㌘6～8ほ北西壁際のやや西寄りに位置している

がタ　それぞれのピッ　の性格は不明である。深さはP　～　が封～mCm，P5が52cmタ　P6～8が17～22cm

である。

Pl土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子の炭化粒子少量夕　焼土粒子微量　　　4　黒　褐　色　ロームブロックの炭化粒子微量
2　黒　　　色　炭化粒子中量，ロームブロック0焼土粒子微量　5　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子の炭化粒子少量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子も炭化粒子微量
P2土層解説
1　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロックの焼土粒子微量　4　黒　褐　色　炭化粒子中量芦　ローム粒子少量，焼土ブロック微量
2　灰　褐　色　ロームブロック。炭化粒子少量　　　　　　　　5　褐　　　色　ロームブロック中量診　炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　黒　　　色　ローム粒子や炭化粒子少量，廃土粒子微量　　　6　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土粒子の炭化粒子微量
P3土層解説
1　黒　褐　色　焼土粒子の炭化粒子少量，ロームブロック微量　3　黒　褐　色　炭化粒子中量，ロト∵ムブロック少量，焼土粒子微量
2　黒　　　色　炭化粒子中量ク　ロームブロック少量　　　　　　4　にぷい褐色　ローム粒子極多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
P6土層解説
1　灰　褐　色　ローム粒子0炭化粒子少量プ　焼土ブロック微量　2　灰　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロックe焼土粒子微量

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている、・言を10clllほどのI‾里Iうで言果さは59cmである。

貯蔵穴土層解説
1　黒　　　色　炭化粒子中量，焼土粒子少量芦　ロームブロック微量　3　暗　褐　色　ロームブロックや炭化粒子少量夕　焼土粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量夕　焼土粒子微量　4　にぷい褐色　ロームブロック少量，焼土粒子の炭化粒子微量

覆土　39層からなる。、トレンチヤーによる撹乱はあるが，ブロック状の堆積状況を示し，ロームブロックや焼

士粒子　炭化粒子を多　含んでいることから　人為堆積と考えられる。、

土層解説
1　黒　　　色　ローーム粒J∴・焼上位千・歳化粒自散量　　　　　21黒　褐　色　ロームブロック・焼十位千・歳化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロックも焼士粒子の炭化粒子微量　　　22　黒　褐　色　ロームブロックも焼士ブロックe炭化粒子微量
3　黒　褐　色　ロームブロックか焼士粒子も炭化粒子微量　　　23　極暗褐色　ロームブロックの焼土粒子も炭化粒子微凝
4　極暗褐色　ロームブロックの焼土ブロック。炭化粒子微量　24　黒　褐　色　ロームブロック　の焼土ブロック。炭化粒子微量
5　黒　褐　色　ロームブロックや焼士ブロックe炭化粒子微量　25　黒　褐　色　ロームブロックの焼土ブロック0炭化粒子微量
6　暗　褐　色　ロームブロックや焼土ブロックゆ炭化粒子微量　26　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロックの炭化粒子微量

7　暗　褐　色　ロームブロックを焼土ブロック微量　　　　　　27　極暗褐色　焼土粒子少量，ロームブロックヴ炭化粒子微量
8　黒　褐　色　ロームブロックめ焼士粒子も炭化粒子微量　　　28　黒　褐　色　ロームブロックせ焼土粒子の炭化粒子微量

9　黒　褐　色　ロームブロック0焼土ブロックe炭化粒子微量　29　黒　褐　色　ローム粒子9焼士ブロックe炭化粒子微量
10　黒　褐　色　ロームブロックを焼土粒子も炭化粒子微量　　　30　黒　褐　色　ローム粒子の焼土粒子を炭化粒子微量
は　黒　褐　色　ロームブロックの焼土ブロックせ炭化粒子微量　31黒　褐　色　ロームブロックe焼土ブロック・炭化粒子微量
12　黒　褐　色　ロームブロックの焼土粒子のたんか粒子微量　　32　黒　褐　色　ロームブロックも焼土粒子0炭化粒子微量
13　黒　褐　色　ロール→ムブロックや焼土粒子や炭化粒子微量　　　33　黒　褐　色　ローム粒子0焼土ブロックの炭化粒子微量
14　黒　褐　色　ローム粒子の焼土粒子e炭化粒子微量　　　　　34　黒　褐　色　ロームブロック　も焼土粒子・炭化粒子微量
ユ5　黒　褐　色　ロームブロックの焼土ブロックの炭化粒子微量　35　極暗褐色　ロームブロック。焼土ブロックを炭化粒子微量

ユ6　黒　褐　色　ロームブロックの焼土ブロック8炭化粒子微量　36　黒　褐　色　ロームブロックも焼土ブロックも炭化粒子微量
17　黒　褐　色　ロームブロックも焼士ブロック。炭化粒子微量　37　黒　褐　色　ロームブロックも焼土ブロック。炭化粒子微量
ユ8　黒　褐　色　ロームブロックを焼土ブロック8炭化粒子微量　38　黒　褐　色　ローム粒子の焼土ブロック0炭化粒子微量
19　黒　褐　色　ロームブロックも焼土ブロック。炭化粒子微量　39　黒　褐　色　ローム粒子少量夕　焼士粒子e炭化粒子微量
20　黒　褐　色　ローム粒子0焼土ブロックを炭化粒子微量

一一125　－－…



遺物出土状況　土師器片343点，須恵器片1点，礫2点のほか，混入したとみられる弥生土器片9点が出土し

ている。遺物は床面全体から散在した状況で出土している。

所見　覆土中に焼土粒子や炭化粒子が含まれ，炭化材や焼土が床面に貼り付くように確認されていることから

焼失住居と考えられる。時期は，出土土器等から4世紀前半と考えられる。

第104図　第72号住居跡実測図
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二の沢A遺跡
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第105図　第72号住居跡出土遺物実測図
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第詔号住居跡出土遺物観察表　第摘囲う

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備考

249 土師器 鉢 ［18潮 絡部 －
石英 e長石 ・

パ ミス
橙 普通 休部外面パケ自調整後へラ磨 き，内面へラ磨 き 北西部床面 5 ％

250 土師器 高捧 － （3．2ラ 12．7
石英 や長石 ヰ
雲母 ・赤色粒子 にぷい褐 普通 脚部外面へラ削 り後へラ磨 き，内面へラ削 り 西部覆土上層 10％

251 土師器 器台 8逮 （5劇
… 石英 ・雲母 にぷい橙 普通 脚部外商へ ラ磨き，内面へラ削 り 北部床面 締％

252 土師霹 川 12．1 9．5 3．0 石英 ・長石 0雲母 橙 普通
口縁部及び体部外面へ ラ磨き　 頚部外面弱いパケ昌調整

日録部内面へラ磨 き 中央部床面 80 ％ P L26

253 土師器 鉢 ［17融 （5．2）
－ 石英 ・雲母 にぷい橙 普通 口嫁部内 ・外面横ナデ 貯蔵穴覆土中 5 ％

2勤 士帥器 川
－ （11．2） 3．3 石英 ・長石 ・雲母 にぷい橙 普通 休部外面パケ自調整後へラ磨 き

南 コーナー部

覆土下層 朝％

255 土師器 壷
－ （4．2） － 石英 や長石 褐灰 普通 頚部 キザ ミ昌をもつ粘土紐

圏

南東部覆土下層 5 ％

256 土師器 登 ［21．2］ （3潮 － 長石 ・実母 にぷい橙 普通 日経部内 ・外面上位横 ナデ　 ロ縁部外面下位パケ昌調整 中央部覆土下層 10％

257 土師器 聾 12．6 （13．1）
－
石英 ・長石 ・礫 にぷい橙 普通 体部外面へ ラ磨 き 中央部覆土下層 30 ％

258 土師器 襲 － （22．4） 6．2 石英 ・長石 ・雲母 にぷい橙 普通 休部外面パケ自調整後へラ磨 き
［

中央部覆土下層 70 ％ P L26

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚 さ 重　 量 材質 特　　 徴 出土位置 備考

Q 30 砥石 9．6 3．8 1．2 5590 粘板岩 紙面 1 両　 他方向に向かう擦痕あ り 南部覆土下層

Q 31 炉石 14．6 2（＝ 9．3 3489．6 チャー ト 全面被熟 炉跡底面 未掲載

Q 32 砥石 14．8 12 ．2 9．1 2 192．2 砂岩 炉石に転用　 全面被熱 炉跡底面

Q 33 炉石 （12．8） （16．5） （7．6） （1832．4） 安山岩 全面被熱 炉跡底面 末掲載

二ナこ′う‘主′∴二言一　宣i′ノ′：十、く一一

位置　調査区の北乳C2浮区。標高43。5mの平坦部に位置している。

親機と形状　長軸4850m，短車的eO9mの方形である。壁は高さ　～器cmで　外傾して立ち上がっている。主軸

方向はN三好㌧Wである。

床　平坦である。中央部を中心に硬化面が見られる。北西壁を除く3方の壁際に径10～30cmの円形や楕円形を

し，深さ5～28cmほどの小ピット群が71か所見られ，壁柱穴の可能性が考えられるが，性格は不明である。床

面全体に貼り付くように炭化材が出土している。中央部やや北寄りに長卓絶08m，短軌。56mの不整長方形でタ

深さ20cmほどの落ち込みがみられる。強く固まっている焼土が面的に確認されている。この落ち込みの北西側

の床面に長さが25cmほどと16cmほどの平坦面のある石が確認されている。

落ち込み部土層解説

1黒褐色　炭化粒子多数ロームブロックず焼土粒子微量　14　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック，焼土粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロックの焼土粒子微量　15　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロックの焼土粒子微量
3　黒褐色　炭化粒子多量，

4　黒褐色　炭化粒子多量，
5　黒褐色　炭化粒子多量，
6　黒褐色　炭化粒子多量，
7　黒褐色　炭化粒子多量，
8　黒褐色　炭化粒子多量，
9　黒褐色　炭化粒子多量，
10　黒褐色　炭化粒子多量，
11黒褐色　炭化粒子多量，

12　黒褐色　炭化粒子多量，
13　黒褐色　炭化粒子多量，

ローム粒子の焼土粒子微量
ローム粒子e焼土ブロック微量
焼士ブロック少量，ロームブロック微量
ローム粒子・焼上ブロック微量
ローム粒子少量，焼土ブロック微量

ロームブロック少量，焼土粒子微量
ロームブロック・焼士ブロック微量
焼土ブロック少量，ローム粒子微量
ローム粒子・焼土粒子微量
ローム粒子・焼土粒子微量
ロームブロック少量，焼土粒子微量

16　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子e焼土ブロック微量
17　黒褐色
18　黒褐色

19　黒褐色
20　黒褐色
21黒褐色
22　黒褐色
23　黒褐色
24　黒褐色
25　黒褐色

26　黒褐色

炭化粒子多量，ロームブロックe焼土ブロック微量
炭化粒子多量，ロームブロック。焼土粒子微量
炭化粒子多量，ローム粒子e焼土ブロック微量
炭化粒子多量，ロームブロック0焼土粒子微量
炭化粒子多量，ロームブロックの焼土粒子微量
炭化粒子多量，ローム粒子の焼土ブロック微量
炭化粒子中量，ロームブロック少鼠焼土粒子微量

炭化粒子多量，ロームブロック0焼土粒子微量
炭化粒子多量，ローム粒子・焼土ブロック微量
炭化粒子中量，ロームブロック少量

炉　確認されなかった。

ぽッ睦　82か所（その中の72か所は床の項で述べた壁際のピット群）。Pl～3は配置と規模から主柱穴と考え

られる。P4～6ほ主柱穴に隣接して確認されているので補助柱穴の可能性が考えられるが，性格は不明であ

る。P7～9は落ち込み部の中あるいはこれに隣接して確認されているが，性格は不明である。深さはPl～

3が22～41cm，P4～6が27～30cm，P7～10が10～29cmである。
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二の沢A遺跡

貯蔵究　東コーナー部に付設されている。長径鋪cm　短径衛mの不整楕円形で　深さは謂cmである。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　焼土粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロックも廃土ブロック微量
3　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロックの焼土粒子少量

4　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロックe焼士ブロック微量

5　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
6　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量

尊堂10層からなる。トレンチヤーによる撹乱が見られるが，ブロック状の堆積状況を示し，ロームブロック

や焼土粒子，炭化粒子を多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒　　色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼士粒子微量

2　黒褐色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子微量
4　黒　色　炭化粒子中量，ロームブロックも焼土ブロック微量
5　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子中量，焼土粒子微量

6　黒　色　炭化粒子多鼠　ロームブロック・焼土粒子微量
7　黒　色　炭化粒子極多量，ロームブロック・焼土粒子微量
8　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
9　黒　色　炭化粒子多量，ローム粒子0焼土ブロック少量
10　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化材微量

第相国　第73号住居跡実測図
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遺物出土状況　土師器片140点，不明鉄製品1点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片3点，

須恵器片1点が出土している。遺物は床面全体に散在した状況で出土している。

所見　炭化材が床面に貼り付くように確認されていることから焼失住居と考えられる。時期は，出土土器から

4世紀前半と考えられる。

第107図　第73号住居跡出土遣物実測図

第73号住居跡出土遺物観察表（第107図）

番 号 種　 別 器 種 口　 径 器　 高 底 径 胎　　 土 色 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出 土位 置 備考

259 土 師 器 小 形 襲 ［9．4］ 12．5 ［4．8］ 長石 ・雲母 橙 普通
頚 部 及 び休 部外 面 パ ケ 目調整後 へ ラ磨 き
底 部穿 孔 （下か ら上 へ ）

北 東 コ ー ナー 郎
床 面

40％

260 土 師器 柑 （5．1） 2．7
石 英 ・長 石 ・雲 母 ・
礫 ・赤色 粒 子 明 赤褐 普通 休 部外 面 へ ラ削 り後 へ ラ磨 き， 内 面へ ラ ナデ 中 央部 床 面 20 ％

261 土 師器 要 （21．9） 5．9 石英 ・長石 ・雲 母 灰褐 普 通 体部 外 面 パ ケ 日調整 北 東 コ ーナ ー部
床 面 70 ％ PL2 7

2 62 土 師器 手 捏
－

（2．7） 2．8 長 石 ・雲 母 灰褐 普 通 体部 外 面指 頭 に よ る押庄 中央 部 床面 40 ％

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚 さ 重　 量 材 質 特　　 徴 出土 位置 備 考

Q 34 砥 石 4．8 4．3 4．6 12 7．1 凝 灰 岩 砥 面 6 面　 表面 の擦 痕 強 い 北 西 部床 面 P L30

Q 3 5 炉 石 12．4 6．2 （2．3） （213．7 ） 半 花 崗 岩 全 面 被熟 北 西 部床 面 未 掲載

M 6 不 明 2．0 3．0 0．5 3．4 鉄 断 面波 板 状 南 東 部覆 土 中

第74号住居跡（第108図）

位置　調査区の北部，D2b7区。標高43．5mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸4．87m，短軸4．84mの方形である。壁は高さ12～28cmで外傾して立ち上がっている。主軸方

向はN－790－Wである。
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二の沢A遺跡

床　ほぼ平坦である。炉跡を囲むように硬化面が見られる。床面東部から炭化材が確認されている。

炉　中央部やや北西寄りに設けられている。長径105cm，短径54cmの楕円形で，床面を6cmほど掘りくぼめた

地床炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。

炉土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
3　褐　　　色　ローム粒子中量

4　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
5　明　褐　色　ローム粒子多量

ピット　4か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。深さは62～81cmである。

覆土　5層からなる。トレンチヤーによる撹乱が見られるが，ブロック状の堆積状況を示し，ロームブロック

や焼土粒子，炭化粒子を多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量　4　にぷい褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒　　　色　炭化材少量，ロームブロック・焼土粒子微量
3　黒　　　色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量

5　黒　　　色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量

第108図　第74号住居跡実測図
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遺物出土状況　土師器片156点，礫1点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片3点，須恵器片

5点が出土している。遺物は炉跡の中や炉跡の周辺から集中して出土している。

所見　覆土中に焼土粒子や炭化材等が含まれていることや，炭化材が床面から確認されていることから焼失住

居と考えられる。時期は，出土土器等から4世紀後半と考えられる。

＼嘘プ＼ゝお竺デ恨2。。

第109図　第74号住居跡出土遣物実測図

第74号住居跡出土遣物観察表（第109図）

0　　　　　　　　　　　　1°cm

l i　　　　［

番号種　別器種口　径器　高底径胎　　土 色調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備考

263土師器台付登－（3月）－長石・雲母にぷい橙普通体部外面パケ目調整　台都内面へラナデ 炉跡覆土中5％

264土師器台付賓15．4（12．6）－
長石・雲母・

赤色粒子
にぷい責橙普通体郎外面パケ目調整，内面指頭による押圧　S字状口緑炉跡覆土中15％PL27

265土師器鉢［15．8］（5．2）－
石英・長石・雲母・
礫・赤色粒子
明赤褐普通体部外面叩き 炉跡東側床面5％

266土師器甑 （5．2）5．4石英・長石・雲母にぷい褐普通
体部内・外面へラナデ，外面下端へラ削り　上から下へ

穿孔
南西部覆土中15％

267土師器甑 （5．5）5．9
石英・長石・
雲母・赤色粒子
にぷい褐普通休部外面下端へラ削り，内面へラナデ　下から上へ穿孔炉跡東側床面15％

第75号住居跡（第110図）

位置　調査区の北部，D2d9区。標高43．4mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸6．89m，短軸5．27mの長方形である。壁は高さ6～16cmで，外傾して立ち上がっている。主

軸方向はN－470－Wである。

床　ほぼ平坦である。炉跡の北東側と南西側に硬化面が見られる。P5の周囲に長軸92cm，短軸70cmの不整長

方形をした，高さ7cmほどの土手状の高まりが見られ，出入口施設に伴う高まりと考えられる。南コーナー床

面に貼り付くように炭化材が出土している。

炉　中央部やや西寄りに設けられている。長径146cm，短径61cmの楕円形で，床面を7cmほど掘りくぼめた地

床炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。中央部から南部にかけてその度合いが強い。

炉土屑解説

1　黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土ブロック微量　　　2　赤褐色　焼土ブロック多量，ロームブロック少量・炭化粒子微量
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二の沢A遺跡
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第110図　第75号住居跡実測図
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ピット　6か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は南東壁際の中央部に位置しているこ

とから，出入口施設に伴うピットと考えられる。P6はP2に隣接する位置で確認されているので補助柱穴の

可能性も考えられるが，性格は不明である。深さはPl～4が83～102cm，P5が29cm，P6が20cmである。

P3土層解説
1黒　　色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量　4　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量
2　黒　　色　炭化粒子中量，ロームブロック少量　　　　　　5　にぷい褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
3　にぷい褐色　ロームブロック・炭化粒子少量
P4土層解説
1　黒

2　黒

3　黒

4　黒

色　炭化粒子中量，
色　炭化粒子中量，
色　炭化粒子中量，

色　炭化粒子中量，

ロームブロック・焼土粒子微量　5　黒　　　色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
ロームブロック少量　　　　　　6　黒　　　色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
ローム粒子微量　　　　　　　　7　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック微量
ローム粒子・焼土粒子微量　　　8　黒　　　色　ロームブロック・炭化粒子中量

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。長軸74cm，短軸58cmの長方形で，深さは46cmである。

貯蔵穴土層解説
1黒　　　色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量

2　黒　　　色　炭化粒子中量，ローム粒子微量

3　灰　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

覆土　6層からなる。トレンチヤーによる撹乱が見られるが，ブロック状の堆積状況を示し，ロームブロック

や焼土粒子，炭化粒子を多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒

2　黒

3　黒

色　炭化粒子極多量，ローム粒子・焼土粒子微量　　4　黒　　色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子少量

色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量　5　黒　褐　色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量　6　黒　　色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片355点，礫5点のほか，撹乱等により混入したとみられる縄文土器片1点，須恵器片

4点が出土している。遺物は床面全体から散在した状況で出土している。

所見　覆土中に焼土粒子や炭化粒子が含まれていることや，炭化材が床面に貼り付くように確認されているこ

とから焼失住居と考えられる。時期は，出土土器等から4世紀前半と考えられる。

l－一曲′

第111図　第75号住居跡出土遺物実測図

－134　－

酎27。

°　　　　　　　　　　　　10cm

「　　＿＿＿」　　　」



二の沢A遺跡

一′′′、一　　　　　　　一　　　　　　、

番号種　別器種＝　径器高底径i胎　土　巨讃恒 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備考

268土師器椀－（5．8ラ
3・6i雲母さ赤色粒子巨ぷい黄橙極道
休部外面へラ削軋　内面へラナデ 中央部覆土下層60％

269土師器緒…甘湖
「攣灘と　「遠可義
体部外面へラ削り夜へラナデ，内面へラナデ北西部覆土下層60％

270土師器堵－（3．1ラ
つ石英牒石e雲母巨ぷい赤褐恒
体部外商へラ磨き 北東部覆土下層5％

271土師器婆［12．8］（4蔚
」∵葦腰∴　巨志可普通
目線部外商へラ磨き，内面へラナデ 西コーナー部覆土下層15％

272士帥器牽－絡詔
0日　石英茂石　巨か可普通
休部外商へラ磨きタ　下端へラ削軋　内面へラナデ貯蔵穴覆土中10％

273土師器婆－（1．7）
0日　石英・雲母　巨ぷい橙普通体部外面パケ自調整夕　内面へラナデ　底部外面パ
ケ目調整 西部覆土下層5％

TP16弥生土器壷－（3ぷ
つ　長石せ雲母i橙　恒頚部3本櫛歯による縦区画・横走文，円形浮文
胴部山形文 覆土中

・　一　　　　　　′ノ′　　　く

－　1ノー　ノ　′′　一′′　′　　′　　　・・、ノ　′－　′　　　　一　　′ノ

規模藍形状　長軸。墟m　短軸。mの長方形である。壁は高さ　～霊cmで　外傾して立ち上がっている。主軸

方向はN一一550l一一Wである、－、

床　ほぼ平坦である。炉跡を囲む位置と北コーナー部と南東部に硬化商が見られる。焼土や炭化材が床面に貼

り付くように確認されている。

炉　中央部に設けられている。長径鋤cm　短径罰cmの楕円形をした地床炉で　炉床は火熟を受けタ赤変硬化し

ているが，床面の握り込みは見られない．。

ぽッ距　5か所。Pヱ～複は配置と規模から主柱穴と考えられる。㌘5ほ南東壁際の中央部やや東寄りに位置

していることから　出入持施設に伴　ピット　考えられる。深さは㌘　～複が80～94cmタ　P5が33cmである。

P2土層解説

1黒　色　炭化粒子中量芦　にトムブロック少量資廃土粒子微量　3　黒　色　炭化粒子多量ク　ローム粒子の焼土粒子微量
2　黒　色　炭化粒子多量芦焼土粒子少量，ローム粒子微量　　4　暗褐色　ローム粒子を炭化粒子少数焼土粒子微量

貯蔵究　南コーナー部に付設されている。長径82麟　短径68cmの楕円形で　深さは楢cmである。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子e焼土粒子微量　　　　4　暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロックさ焼土粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子多量ク　ローム粒子e焼土ブロック微量　　5　暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量
3　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロックむ焼土粒子微量

尊意　22層からなる。トレンチヤーによる撹乱が見られるがタ　ブロック状の堆積状況を示しク　ロームブロック

や焼土粒子芦　炭化粒子を多く含んでいることからタ　人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗　褐　色　炭化粒」’・多量，しトム粒J’－・焼日章「微量　　　　12

2　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量　　　　13
3　黒褐　色　炭化粒子多量，tコ一一一ム粒子・焼土粒子少量　　　　1．′1
・′1極暗褐色　ローム粒子・焼＿「ブロック・炭化材微量　　　　　15
5　黒　褐　色　炭化粒J’・多量、しトーム粒子・焼上ブロック微量　　16
6　黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロック微量17
7　黒　　色　炭化粒子多量芦　ローム粒子を焼土ブロック微量　　18
8　暗褐色　炭化粒子多量，ローム粒子。廃土ブロック微量　　19
9　黒褐色　炭化粒子中量，ロームブロック0焼土ブロック微量　20

暗褐色　炭化粒子多量，ロームブロック8焼土粒子微量

黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子0焼土ブロック少量
黒褐色　ロームブロック多量夕　焼土ブロック0炭化材微量
黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土ブロック微量
黒褐色　炭化粒国境∴　ローム粒J’・・焼上ブロック微量
極暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロックe焼土粒子微量
黒　　色　炭化粒子多量，ローム粒子の焼土粒子微量
黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子e焼土粒子微量
黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロックぁ焼土粒子微量

10　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子4焼土ブロック微量　　21黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロックの焼土粒子微量
は　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロックe焼土粒子微量　　22　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土ブロック少量

遺物出藍状況　土師器片2283息礫50点のほか芦撹乱等により混入したとみられる弥生土器片34点夕須恵器片

8点，陶器片1点が出土している。遺物は床面全体から散在した状況で出土している。
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所見　覆土中に焼土粒子や炭化粒子が含まれていることや，炭化材や焼土が床面に貼り付くように確認されて

いることから焼失住居と考えられる。時期は，出土土器等から4世紀前半と考えられる。
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第112図　第76号住居跡実測図
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二の沢A遺跡
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第113図　第76号住居跡・出土遺物実測図
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第76号住居跡出土遺物観察表（第113図）

番 号 種　 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土 位 置 備考

27 5 土師 器 器 台 （5．5） 長 石 ・雲 母 に ぷい 黄橙 普通 脚部 外 面へ ラ磨 き， 内面 へ ラナ デ　 脚 部 3 孔 中央部 覆 土 上層 5 ％

27 6 土師 器 柑 9．8 6 ．3 3．3 長 石 ・雲 母 に ぷい 黄橙 普通 口緑 部 内 ・外 面及 び休 部 外 面へ ラ磨 き 南 コート 郡床 面 100 ％ P L 2 6

2 7 7 土師 器 柑 （6 ．5） 3．6 石英 ・長石 ・雲母 にぷ い橙 普通 休部 外 面へ ラ磨 き， 内面 へ ラナ デ 貯 蔵穴 覆 土 中 55 ％

2 7 8 土師 器 台付 襲 ［15．2］ （4 ．1） －
石 英 ・長 石 ・
雲 母 ・赤 色 粒子

浅黄 橙 普通 体部 外 面 パケ 目調 整　 S 字状 口 緑 中央部 覆 土 下層 10 ％

2 7 9 土師 器 台付 襲 ［16．0］ （4 ．9） －
長 石 ・雲 母 に ぷい 黄橙 普通 休部 外 面パ ケ 巨調 整　 S 字状 口緑 南 西部 覆 土 下層 10 ％

2 8 0 土師 器 廼 － （2 ．0） ［8．4］
石英 ・長石 ・雲母 ・
礫 ・赤色 粒子

に ぷい 黄橙 普通 休部 外 面へ ラ削 り， 内面 へ ラナ デ　 底 部 木葉痕 中央部 程 土 下層 5 ％

28 1 土 師器 小 形 要 ［10，0］ 10．2 5．4 石英 ・長石 ・雲母 橙 普通 休部 外 面丁 寧 なパ ケ 目調 整 ，下 端 及 び内 面へ ラナ デ 中央部 覆 土 下層 60 ％

2 8 2 土 師器 要 ［13．2］ （6 ．8）
石英 ・長石 ・雲 母 ・

礫 ・赤色 粒子
にぷ い橙 普通 休部 外 面へ ラナ デ 南西 部 床 面 15 ％

番号 揺　 種 長　 さ 幅 厚 さ 重　 墓 材 質 特　　 徴 出土 位 置 備 考

Q 3 6 砥 石 20．6 6．1 6．6 1 03 9．5 凝 灰岩 砥 而 1 面　 使 用 面の 擦痕 強 し 中 央部 床 面 PIj O

Q 3 7 敵 石 （10．8） 9．4 4．1 （65 3．0） 安 山岩 表 面磨 りの痕 跡 あ り，端 部 に敲 打 痕 あ り 中央 部覆 土 下層

第77号住居跡（第115図）

位置　調査区の北部，D3d7区。標高43．4mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸4．62m，短軸4．61mの方形である。壁は高さ5、10cmで，外傾して立ち上がっている。主軸

方向はN－90－Wである。

床　ほぼ平坦である。中央部から南側に硬化面が見られる。

炉　確認されなかった。

ピット　4か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。深さは5卜76cmである。

P3土眉解説
1黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量　　　　4　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　5　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

3　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
P4土層解説

1褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　3　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

覆土　9層からなる。層厚が薄く，トレンチヤーによる撹乱が多いため，堆積状況は不明である0

第114図　第77号住居跡出土遺物実測図
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二の沢A遺跡

土層解説
ユ　黒褐色　炭化粒子中量，ロームブロック微量
2　黒　色　炭化粒子多量ク　ローム粒子e焼土粒子微量

3　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子を焼土粒子微量
4　暗褐色　炭化粒子中量タ　ロームブロックを焼土粒子微量
5　黒　色　炭化粒子多量ク　ロームブロックe廃土粒子微量
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ロームブロックも焼土粒子微量

ローム粒子も焼土粒子微量

ロームブロック微量

ロームブロックe焼土粒子微量

遣物出藍状況　土師器片郡民　礫　点のほかタ　撹乱等により混入したと見られる弥生土器片7点戸綿文土器

片2点夕　須恵器片7点き　陶器片i点が出土している。遺物は中央部から東部にかけて出土している。

荷風　時期は，出土土器等から堵世紀後半と考えられる。

⑥　＼
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第77号住居跡出土遺物観察表（第m図）

箋障輩
の 2m

l　　‾　　　　‾、一l　‖　　‥　…

番号種　別器　穫口径器高底径胎　　土 色調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備考

283土師器高杯［17融14．210．2石英・長石・雲母橙普通
杯及び脚部外面へラ磨き，脚部内面指ナデ・

ヘラナデ　内・外面赤彩
中央部床面80％PL27

284士帥器柑－（5．4）3．4 長石・雲母 橙普通内・外面摩滅 東部覆土下層40％

285土師器台付婆－ほ2ラ［7潮石英・雲母にぷい黄橙普通台部外面パケ目調整 中央部覆土上層5％

286土師器婆17．2（5．3）－
石英・長石・礫橙普通休部外面弱いパケ冒調整，内面へラナデ 中央部床面5％

ー139　－



第78号住居跡（第116図）

位置　調査区の北部，D4cO区。標高43．1mの平坦部に位置している。

規模と形状トレンチヤーによる撹乱が見られ，南西壁と南東・北西両壁の一部が遺存しているのみであるが，

推定長軸7・20m，短軸6．00mで長方形と推定される。壁は高さ1～5cmで，外傾して立ち上がっている。主軸
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第116図　第78号住居跡実測図
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二の沢A遺跡

方向はN－480－Wである。

床　ほぼ平坦である。炉跡の南側に硬化面が見られる。炭化材が床面に貼り付くように確認されている。

炉　中央部やや西寄りに設けられている。長径122cm，短径64cmの楕円形で，床面を5cmほど掘りくぼめた地

床炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。硬化の度合いが強いので，長期間の使用と考えられる。

炉土眉解説

1黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子中量，焼土粒子少量　3　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子多量，焼土ブロック微量　　　　　　4　暗赤褐色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

ピット　5か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は掘り込みが深くしっかりとしたもの

であるが，南東壁際の中央部やや南寄りに位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。深

さはPl～4が101～121cm，P5が71cmである。

P3土層解説

1暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量　　　4　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量　5　暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロック微量　　　　　　6　暗褐色　炭化桂子中量，ロームブロック少量

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。長径65cm，短径60cmの円形で，深さは68cmである。

覆土　4層からなる。層厚が薄く，トレンチヤーによる撹乱が多いため，堆積状況は不明である。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量　　　3　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量　　　4　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片328点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片1点，須恵器片3点が出

土している。遺物は貯蔵穴内と炉跡周辺から出土している。

所見　炭化材が床面に貼り付くように確認されていることから焼失住居と考えられる。時期は，出土土器等か

ら4世紀後半と考えられる。

第117図　第78号住居跡出土遺物実測図

第78号住居跡出土遺物観察表（第117図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　　！

番号種　別器　種口径器高底径胎　　士 色調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備考

287土師器器台－
（6．5）11．0雲母・赤色克子にぷい黄橙普通脚部内・外面パケ目調整　上から下へ穿孔 貯蔵穴覆土中50％

288土師器椀［9．8］6．2 3．2石英・長石・雲母にぷい黄橙普通頚部指頭による押庄 西コーナー都床面40％

289土師器台付嚢－（2．4）－長石・雲母 橙普通休部から台部外面パケ目調整，台部内面指ナデ西部床面 5％

290土師器襲17．7（16．3）－
石英・長石・
雲母・礫
灰褐普通
口縁部外面弱いパケ目調整後横ナデ，内面及び
体部外面弱いパケ目調整 北西部床面20％PL27
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第79号住居跡（第118図）

位置　調査区の北部，D3f9区。標高43．1mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸4．83m，短軸4．67mの方形である。壁は高さ4、18cmで，外傾して立ち上がっている。主軸

方向はN－30－Eである。

床　ほぼ平坦である。炉跡を囲むように硬化面が見られる。

炉　中央部やや北寄りに設けられている。長径82cm，短径62cmの楕円形をした地床炉で，炉床は火熱を受け，

赤変硬化しているが，床面の掘り込みは見られない。硬化の度合いが弱いので，短期間の使用と考えられる。

ピット　5か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は南西コーナー部に位置しているが，

性格は不明である。深さはPl～4が25～53cm，P5が41cmである。

覆土13層からなる。層厚が薄く，トレンチヤーによる撹乱が多いため，堆積状況は不明である。

土層解説
1　黒褐色

2　黒褐色
3　極暗褐色
4　黒褐色
5　黒褐色
6　極暗褐色

炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量

炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
炭化粒子多量，ローム粒子・焼土ブロック微量
炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量

7　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量

8　褐　　色

9　褐　　色

10　黒褐色
11黒　　色
12　黒褐色
13　暗褐色

可　　　可　　可　ふ

土‾l＿＿；〒二‥一一・一r繭‡．

K K

13

＿＿旦4。．4m

炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土ブロック微量
炭化粒子多量，ローム粒子・焼土ブロック微量

炭化粒子多量，ロームブロック・焼土ブロック微量
炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
ローム粒子中量，炭化粒子少量

凸】　山I

し＿＿＿＿　一一十一一一「二∃

第118図　第79号住居跡・出土遺物実測図
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二の沢A遺跡

遣物出土状況　日帖器月つ9点，礫2点のはか，損乱1日二より混入したとみられる弥斗つ二器片2点が出十してい

る㍉　遺物は炉跡のl甘辺から出上しているし1、

新風　時期は資　出土土器等から4世紀前半と考えられる。

第開号住居跡出土遣物観察衷　第1摘図）

番号 種　別
器種 巨 径 鵬 巨消 極 土 色調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴　　 ！ 出土位置

備考

291 土師器
増 巨 898］ 幽 「 つ 拓

赤 普通 口緑部内尋摘及び休部外面へラ磨き 内湖面赤彩　 桓 コナ 付近
40％

．．∴　ご　　　・／－：＿こ、′’

位置　調査区の北部，D3111区．標高と13。血lの、「雄1部に位置している。、

規模と形状　長南帖．23111，柚油5．96111の方形である．、、壁は高さ3－＼25clllで外陣して立ち上が／－）ている、）巨柚方

向はN＋ぼ㌧Wである。

床　はぼ平川である了炉跡を囲むように広い範囲で硬化面が見られる。

、．．　　．′　　′　　ノ′‥　、・ノノ　　ー‘、、　・ノ′　　ノ　円上＼　－、：‥　′．、・；－　′、　′′．

床炉で，炉床は火熱を受けタ　赤変硬化している。硬化の度合いが強いのでタ　長期間の使用と考えられる。炉床

の中央部に長さ12cIllと8elllほどの炉石を二月間持／つている。、

炉土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子の炭化粒子少量10　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック。炭化粒子微量
2　異　　　色　焼土粒子も炭化粒子中還，ローム粒子微量
3　暗赤褐色　ローム寿子の焼土粒子中量夕　炭化粒子少量
4　極暗赤褐色　炭化粒子中量，ローム粒子0焼土粒子少量
5　暗赤褐色　炭化粒子中量ア　ロームブロック0廃土ブロック微量

6　黒　褐　色　炭化粒子多量，焼土粒子少量，ロト∵ムブロック微量
7　暗赤褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少量夕　焼土ブロック微量
8　暗赤褐色　炭化粒子中鼠　ローム粒子少量，焼土ブロック微量
9　極暗赤褐色　炭化粒子中量，ローム粒子を焼土粒子少量

H　暗赤褐色　ローム粒子中量夕　焼士粒子。炭化粒子少量
12　赤　褐　色　焼土粒子多量ク　ローム粒子。炭化粒子微量
13　にぷい赤褐色　焼土粒子中量タ　ローム粒子も炭化粒子少量

ユ4　暗赤褐色　ロ…ム粒子や炭化粒子中鼠　焼士粒子少量
15　暗赤褐色　ローム粒子多量夕　焼士粒子の炭化粒子少量
16　にぷい赤褐色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
17　にぷい赤褐色　ローム粒子多量，焼土粒子も炭化粒子微量

ピット　5か所。、、Pl＼4は配置と規模から主柱穴と考えられる．＿、P5は南壁際の中央部に位iFHノていること

からチ　出入口施設に伴うピットと考えられる。深さはP且～4が59～71cmタ　P5が22cmである。
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色
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色
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色
色
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炭化粒子中量，ローム粒子少量夕　焼土粒子微量　4　灰　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

炭化粒子少量，ローム粒子微量　　　　　　　　5　褐　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子中量，炭化粒子少量　　　　　　　　6　褐　　　色　ローム粒子極多量，焼土粒子e炭化粒子微量

ローム粒子中量夕　炭化粒子少量野　焼土粒子微量　4　褐　　　色　ローム粒子極多量
炭化粒子少量，ローム粒子微量　　　　　　　　5　褐　　　色　ローム粒子極多量
ローム粒子中量夕　炭化粒子少量

ローム粒子中量，炭化粒子少量夕　焼土粒子微量　3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子〃炭化粒子微量

炭化粒子少量，ローム粒子を焼土粒子微量

炭化粒子少量，ローム粒子0焼土粒子微量　　　4　暗　褐　色　ローム粒子中量汐　炭化粒子少量，焼土粒子微量
炭化粒子少量，ローム粒子微量　　　　　　　　5　褐　　　色　ローム粒子極多量夕　炭化粒子微量
炭化粒子少量，ロームブロックや焼土粒子微量

穫豊　9層からなる。トレンチヤーによる撹乱が多いため，堆積状況は不明である。

土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子多鼠　ロームブロック8焼土粒子微量
2　暗　褐　色　炭化粒子中鼠　ロームブロックe焼土ブロック微量
3　黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子の焼土ブロック微量
4　極暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロックを焼土粒子微量
5　暗　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック微量

6　黒　褐　色　ローム粒子の焼土ブロックe炭化粒子微量
7　黒　褐　色　炭化粒子多義，ロームブロックの焼士ブロック微量
8　黒　褐　色　炭化粒子多量ク　ロームブロックを焼土粒子微量
9　暗　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック微量

ー1・43　－



遺物出土状況　土師器片326点，炉石2点，軽石1点，礫11点，管状土錘1点，鉄鍍1点，不明鉄製品2点のほ

か，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片34点，須恵器片5点が出土している。遺物は炉跡の周辺から

北西部にかけてから出土している。M7の鉄鉱はトレンチヤーによる撹乱の中からの出土である。

所見　時期は，出土土器等から4世紀前半と考えられる。
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第119図　第80号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　1m

ト　ー‥　卜‥　‥」

－144　－

F
－43．2m1　　－・

「ミr
G

二
㌻

。甘2m
ト－　l　　一一」



二の沢A遺跡

0　　　　　　　　　　5clu

L　；　＿二」

第120図　第80号住居跡出土遣物実測図

第80号住居跡出土遺物観察表（第120図）

一針。M。

番 号 種　 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出 土 位 置 備 考

2 9 2 土 師 器 壷 ［16 ．2 ］ （4 ．2 ） － 長 石 ・雲 母 橙 普 通
口 縁 端 部 キ ザ ミ 自　 体 部 外 面 弱 い パ ケ 自 調 整 ， 内 面

へ ラ ナ デ
南 西 部 床 面 5 ％

2 9 3 土 師 器 壷 ［1 3 ．1］ （2 ．5 ） 石 英 ・長 石 ・雲 母 明 赤 褐 普 通 頚 部 外 面 パ ケ 目 調 整 北 東 部 覆 土 中 5 ％

2 94 土 師 器 嚢 （2 ．6 ） 5 ．5
石 英 ・長 石 ・
雲 母 ・赤 色 粒 子 に ぷ い 橙 普 通 体 部 外 面 下 端 へ ラ 削 り ， 内 面 へ ラ ナ デ　 底 部 木 葉 痕 北 東 部 覆 土 上 層 5 ％

29 5 土 師 器 小 形 賓 8 ．3 7 ．0 4 ．1 石 英 ・長 石 ・雲 母 赤 褐 普 通
ロ 辣 部 外 面 指 頭 に よ る 押 庄　 体 部 外 面 へ ラ ナ デ ，
内 面 指 ナ デ 北 西 部 床 面 9 5 ％ P L 2 7

番 号 器　 種 長 さ （径 ） 幅 （礼 径 ） 厚 さ 重　 量 材　 質 特　　 徴 出 土 位 ．匿 備 考

D P l O 管 状 土 錘 3 ．0 0 ．4 2 ．1 1 4 ．3 土 外 面 ナ デ 北 西 部 覆 土 中 層

Q 3 8 炉 石 2 2 ．9 7 ．9 5 ．2 8 6 9 ，7 砂 岩 全 面 被 熟 炉 跡 底 面 未 掲 載

Q 39 炉 石 11 ．8 7 ．1 5 ．5 5 4 5 ．8 安 山 岩 全 面 被 熱 北 東 部 覆 土 中 層 未 掲 載

Q 4 0 浮 子 5．8 5 ．3 3 ．6 15 ．0 軽 石 外 面 擦 痕 有 り 北 西 部 覆 土 中 層 P L 3 0

M 7 鍍 （5．0 ） （3 ．1 ） 0 ．6 （12 ．5 ） 鉄 有 頸 雁 股　 鍍 身 部 か ら 茎 部 の 破 片 南 東 部 覆 土 中

M 8 不 明 （2 ．2 ） ほ 9 ） 0 ．3 （8．5 ） 鉄 断 面 環 状 南 西 部 床 面

M 9 不 明 （1 ．6 ） 0 ．5 0 ．3 （0 ．4 ） 鉄 鉄 の 茎 部 の 破 片 か 南 西 部 覆 土 中

第81号住居跡（第121図）

位置　調査区の北部，D3j4区。標高43．4mの平坦部に位置している。

規模と形状　北壁と東・西両壁の北側は削平されているが，長軸5．41m，推定短軸5．04mで方形と推定される。

壁は高さ8cmで，外傾して立ち上がっている。主軸方向はN－710－Eである。

床　ほぼ平坦である。中央部を中心に硬化面が見られる。

炉　確認されなかった。

ピット　5か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は南壁際の中央部に位置していること

から，出入口施設に伴うピットと考えられる。深さはPl～4が46～77cm，P5が32cmである。

Pl土層解説
1暗　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量　3　にぷい褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　灰　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

－145　－



P3土層解説

1黒　　色　炭化粒子極多量，ロームブロック・焼土粒子微量　3　黒　褐　色　ローム粒子中鼠焼土粒子少量，炭化粒子微量
2　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量　4　にぷい褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土ブロック微量
P5土層解説

1里　　色　炭化粒子中鼠　ローム粒子少鼠焼土ブロック微量　3　異　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼士粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子中乳焼土ブロック微量

穫蓋　7層からなる。層厚が薄く，トレンチヤーによる撹乱が多いため，堆積状況は不明である。

土層解説
1　里J I l　1

2　里ノl　ヽ　ヽ
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ローム粒子も焼士粒子微量　　　5　暗　褐　色　炭化粒子少量タ　ロームブロック・焼土粒子微量

ロームブロック・焼土粒子微量　6　極暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロックe焼土粒子微量
ロームブロック微量　　　　　　7　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
ローム粒子・焼土ブロック微量

遺物出藍状況　土師器片220氏礫1点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片し真，須恵器2

点，古銭1点が出土している。遺物は大部分が覆土中からの出土で，しかも破片がほとんどである。

新風　時期は，出土土器等から4世紀前半と考えられる。
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二の沢A遺跡

．

bヒプ299

0　　　　　　　　　　　　　10cm
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第122図　第81号住居跡出土遺物実測図

第81号住居跡出土遣物観察表（第122図）

0　　　　　2cm

！；　言

番号 ここ　　． 器　櫨 口径 器高 底径 胎　　 土 色　調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備考

296 土師器 柑
－
（3．9）

石英・長石・
雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 体部内・外面へラナデ 南東部覆土中 5％

297 土師器 台付憂 ［15．0］ （4．0） 石英・長石・雲母 にぷい黄橙 普通
口緑部外面強い横ナデ休部外面パケ目調整，内面

へラナデ　S字状口緑
北東部葦土中 5％

298 土師器 婆 （2．2） ［7．8］ 石英・雲母 にぷい黄橙 普通 底部木葉痕 北西部覆土中 5％

299 土師器 小形襲 －
（1．5） 3．8 石英・雲母 にぷい黄橙 普通 休部外面下端へラ削り 北西部覆土中 10％

番号 種　別 径 厚さ 重　量 材質 初　鋳　年 出土位置 備考

M lO 文久永賓 2．6 0．5 3．0 青銅 1863年 中央部撹乱土中 PIjO

第82号住居跡（第123図）

位置　調査区の中央部，E3cO区。標高43．3mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸4・65m，短軸3．99mの長方形である。壁は高さ6～12cmで外傾して立ち上がっている。主軸

方向はN－140－Wである。

床　ほぼ平坦である。炉跡を囲むように硬化面が見られる。

炉　中央部に設けられている。長径64cm，短径42cmの楕円形をした地床炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化し

ているが，床面の掘り込みは見られない。硬化の度合いが弱いので，短期間の使用と考えられる。

ピット　5か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は南壁際の中央部に位置していること

から，出入口施設に伴うピットと考えられる。深さはPl～4が31～40cm，P5が9cmである。

Pl土眉解説

1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
P4土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
2　灰褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

覆土10層からなる。トレンチヤーによる撹乱が見られるが，ブロック状の堆積状況を示し，ロームブロック

や焼土粒子，炭化粒子を多く含んでいることから，

土層解説

1極暗褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
4　褐　　色　炭化粒子少量，ロームブロック微量
5　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量

人為堆積と考えられる。

6　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

7　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
8　黒　　色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量

9　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土ブロック微量
10　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子中量，焼土粒子微量

－147　一



遺物出土状況　土師器片136点，礫2点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片3点，須恵器片

1点が出土している。遺物は炉跡の東側と南西コーナーから出土している。

所見　時期は，出土土器等から4世紀前半と考えられる。

可

生空陸輌
5　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　5

6　　7　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

302　301　300　　　　　　　　　　　304

第123図　第82号住居跡・出土遺物実測図

第82号住居跡出土遣物観察表（第123図）
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番号種　別器　種口径器高底径胎　　土色調焼成手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備考

300土師器高杯（4．0）－石英・雲母明赤褐普通
脚部外面へラ磨き，内面指ナデ　脚部3孔北西部覆土下層10％

301土師器台付襲［14．8］（3．1）－石英・長石・雲母褐色普通
休部外面パケ目調整　S字状口緑。 中央部床面5％

302土師器台付盤－
（5．4）［9．6］石英・雲母にぷい橙普通台部外面へラ削り後へラ磨き，内面指頭による押庄北部覆土上層10％

303土師器台付賓－
ほ0）長石・雲母橙普通休部外面下端から台部外面パケ目調整，台部内面指ナデ南西部覆土上層5％

301土師器婆－（2，7）6．2
石英・雲母にぷい赤褐普通体郎外面へラ削り，内面へラナデ 東部覆土下層5％
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二の沢Å遺跡
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床　ほぼ平坦である。中央部を中心に硬化商が見られる。

炉　確認されなかった。
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遣物出土状況　遣物は出土しなか／つたご

新風　出土遺物がないためタ　時期は決定することは難しいがタ遺構の形態から古墳時代と考えられる。
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炉で汐炉床は火熱を受け　赤変硬化している。硬化の度合いが強いので　長期間の使用と考えられる。

炉土層解説

ユ　暗赤褐色　炭化粒子少量学ロームプロッタの廃土ブロック微量　3　暗　褐　色　炭化粒子多量ク　ロームブロックを焼土ブロック微量
2　極暗赤褐色　ローム粒子ゆ炭化粒子中量プ　廃土ブロック微量
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していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。P6はP2に隣接しているので，補助柱穴の可能

性が考えられるが，性格は不明である。深さはPl～4が59～83cm，P5が41cm，P6が57cmである。

P3土層解説
1　黒　　　色

2　黒　褐　色

ローム粒子微量

ロームブロック微量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　褐　　　色　ローム粒子多量

H
43．2m

「呵夢SE＝ア一

第125図　第84号住居跡実測図
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二の沢A遺跡

覆土　9層からなる。トレンチヤーによる撹乱が見られるが，ブロック状の堆積状況を示し，ロームブロック

や焼土粒子，炭化粒子を多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒　　　色　炭化粒子多量，ロームブロック微量
2　黒　褐　色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土ブロック微量
3　暗　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック微量
4　黒　褐　色　炭化粒子多量，焼土粒子中量，ロームブロック少量

5　黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量

6　黒　　色　炭化粒子多量，
7　極暗褐色　炭化粒子多量，
8　黒　褐　色　炭化粒子多量，
9　黒　褐　色　炭化粒子多量，

ローム粒子・焼土粒子微量
ロームブロック・焼土粒子微量
ロームブロック・焼土粒子微量
ロームブロック・焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片77点，炉石1点，礫2点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片1点，

須恵器片1点が出土している。遺物量は少ないが，床面全体に散在した状況で出土している。

所見　時期は，出土土器等から4世摘己後半と考えられる。

第126回　第84号住居跡出土遺物実測図

第別号住居跡出土遺物観察表（第126図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　　呈　　　　！

番号種　別器軽口径器高底径 胎　　士 色　調 焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備考

305 土師器器台 （8．2）［15．0］
石英・長石・雲母・
礫・赤色粒子
にぷい橙普通
脚部外面へラ磨き，内面上位へラ削り，下位へラナデ

脚部側面孔数不明 北西壁際床面 20％

306 土師器器台 （5．6）［11．5］ 石英・長石 赤褐 普通脚部外面パケ目調整　脚部外面赤彩　脚部側面3孔 北部覆土下層 30％

307 土師器器台－ （5．8）［10．0］石英・長石・雲母にぷい黄橙普通脚部内・外両へラ磨き P4南側覆土上層20％

308 土師器整 － （2．4）6．0 石英・長石・雲母にぷい赤褐普通休部外面へラ削り 北部床面 5％

番号 器種 長　さ 幅 厚さ 重　畳 材　質 特　　徴 出土位置 備考

Q41 炉石 （15．1） 10．6 10．8 （2167．0） 安山岩 全面被熱 P4擾土中 未掲載

第85号住居跡（第127図）

位置　調査区の中央部，E3C6区。標高43．4mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸6・23m，短軸5・90mの方形である。壁は高さ12～19cmで，外傾して立ち上がっている。主軸

方向はN－270－Wである。

床　ほぼ平坦である。炉跡を囲むように広い範囲で硬化面が見られる。

炉　中央部やや西寄りに設けられている。長径94cm，短径60cmの楕円形で，床面を4cmほど掘りくぼめた地床

炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。硬化の度合いが弱いので，短期間の使用と考えられる。焼けて

いない粘土塊3か所が，炉を廃棄後に作り直したような状況で確認されている。

炉土層解説

1黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土ブロック微量　3　黒褐色　炭化粒子多量，焼土ブロック少量，ローム粒子微量
2　暗赤褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロック微量　4　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
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第127図　第85号住居跡実測図
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二の沢A遺跡

ピット　6か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5・6は南東壁際の中央部に位置してい

ることから，出入口施設に伴うピットと考えられるが，規模からP5のみが出入口施設に伴うピットである可

能性が考えられる。深さはPl～4が76～102cm，P5が22cmである。

P2土層解説

1　黒褐色　焼土粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量

3　暗褐色　ロームブロック中量

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。長径78cm，短径66cmの楕円形で，深さは60cmである。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　3　暗褐色　ロームブロック少量
2　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック微量　　　　　　4　灰褐色　ロームブロック少量

覆土18層からなる。トレンチヤーによる撹乱は見られるが，ブロック状の堆積状況を示し，ロームブロック

や焼土粒子・炭化粒子を多く含んでいることから，

土眉解説
1

2

3

4

5

6

7

8

9

黒
里

蕪
褐

黒
里

妄
嘉
黒

褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量

褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
色　炭化粒子中量，ロームブロック少量
褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量
色　炭化粒子多量，ローム粒子微量

褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量

人為堆積と考えられる。

10　黒　　色
11黒褐色
12　黒褐色
13　黒　　色
14　黒褐色

15　黒褐色
16　黒褐色
17　黒褐色
18　黒　　色

ローム粒子・炭化粒子微量
炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量

炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
炭化粒子多量，ロームブロック・焼土ブロック微量
炭化粒子多量，ロームブロック・焼土ブロック微量
炭化粒子多量，ローム粒子微量
炭化粒子多量，ローム粒子微量
炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片655点，不明石製品1点，礫5点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器

片6点，須恵器片8点，陶器片1点が出土している。遺物は中央部の覆土下層から床面にかけてと貯蔵穴から

出土している。

所見　炉跡から焼けていない粘土塊が確認されていることが特徴的である。時期は，出土土器等から4世紀前

半と考えられる。

闇9
亡妻三遷

至／貢l一
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第128図　第85号住居跡出土遣物実測図
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第鏡号住居跡出土遺物観察末　節は園）

番号 種　 別 器　 種 ロ径 器高 底径 胎　　 土 色　 調
焼成 ！　 手　 法　 の　 特　 徴　　 巨 掴 澄　 巨 …

309 十 帥器 器台 8．8 （2。6）
－ 石英 や長石 や雲母 にぷい黄橙

普通 序 受部内 湖 面へラ磨き　　　　　 貯蔵穴覆土申 巨 0 ％

310 土 師審 堵 ［15潮 7鰯 3．4
石英 ・長石 0雲母 e
礫 の赤色粒子 明赤褐

普通 巨 線部及路 翻 せ外 面へラ磨 き　　　 南棉 覆土下層 序 ％

311 土師器 緒 － 嫁蔚 － 石英 や雲母 にぷい黄橙
普通 i 僻 桝 か ラげ 後へラ磨き誹 か ラナデ　 巨 職 摘

5 ％

312 土 師番 ここヒタ雲貰 1447 （10．3） － 石英 ・長石 0 礫 橙
普通 橘 票薔竺監 禁 警 後へラ磨 き，桶 へラナつ 中央部覆土摘

15 ％ P L27

313 土 師器 台相楽 ［15．0］ （3．6） …
石英 。長石 0
雲母 0 赤色粒子

にぷい橙
普通 i 体部夕滴 パケ目線 内面へラげ S 字状口緑 ト細 部覆土下層 恒

3ユ．4 土師器 台付牽 － （4′潮 － 長石 を雲母 にぷい寮橙
普通 ！榔 外面パケ目縄 誹 面へ ラナデ S 字状 目線 恒 部覆土下層

ほ％

315 土 師器 寮
－
（2．8 ） 5。7

石 英 ・長石 ・
雲母 も礫

にぷい橙
普通 i 僻 糾 面へラ削 り誹 面へラげ　　　 恒 部覆土下層

5 ％

316 土 師器 襲
－
（2潮 11．4 有 華 ・実母 にぷい赤褐

普通 i 体部外画へラげ ＋ ・＋ ＋ i 南西部覆土中 巨 ％

3 17 土 師器 小車鉢 5．3 2．5 3適 有英 ・実母 にぷい黄橙
普可 酬 柄 パケ自縄 誹 面へラげ　　 ！南東部覆土下層

95％ PL 27

番号
… 弓　 長 さ ！ 幅

厚さ
重 量　 巨 … 特　 徴　　 ！ 出土位置 ！ 備考

Q 42
磨石 i 13。3 i 7・ユ

3．3 灘 や1　　　 粘板岩
表面擦痕あり 端肛 敲打痕あり　　 「 繍 胤 調 ‖

第8号健贋静　第は図）

位置　調査区の西部，D2j6区。標高43。4mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸5。∠15111，短軸5．08111の方形である。つ勘ま高さ26＼52clllで，外陣Lr昌′二ち上がっているし「車軸

方向はN一一310－Wである。

床　ほぼ平出であるし＝）炉跡を囲むように硬化面が見られる。壁溝は北西壁と南西壁下を巡っている。上幅譲＼

郡cm　下幅　～摘cm　深さ　～8cmで　断面形はU字状である。この溝の中や北東壁や南東壁下にタ　径が9～

33cmの円形や楕円形をしタ　深さ6～20cm程度の小ピット群が54か所見られタ　壁枝先の可能性が考えられるが芦

性格は不明である。炭化材が床面全体から貼り付くように確認されている、1

炉　中央部やや西寄りに設けられている。長径124cm房　短径73cmの楕円形でタ　床面を6cmほど掘りくぼめた地

床炉で，炉床は火熱を受けタ　赤変硬化している。硬化の度合いが強いのでタ　昆期間の使用と考えられる。炉床

の中央部南寄りに長さ20cIllほどの炉石を持っている。〕

炉土層解説
1黒褐色　炭化粒子多鼠　ロームブロック8焼土ブロック微量　4　暗赤褐色　ローム粒子0焼土ブロックさ炭化粒子中量
2　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子。焼土ブロック微量　　5　明赤褐色　ローム粒子多量，焼土粒子少量

3　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土ブロック微量

ピット　63か所。Pl＼4は配置と規模から主柱穴と考えられる。〕P5は南東壁際の中央部に位置しているこ

とから，出入口施設に伴うピットと考えられる。P7。8はPlに，P23はP2に，㌘6ほP3に隣接する位

置でそれぞれ確認されているので，補助柱穴の可能性が考えられるがタ　性格は不明である。深さはPヱ～後が

57＼79clll，P5′＼8・23が1∠ト42clllである。

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。長径85cm，短径75cmの楕［一斗形で，深さは58cmである。

貯蔵穴土層解説
1黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土ブロック微量　3　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロックの焼土ブロック微量

2　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子0焼土ブロック微量　　4　暗赤褐色　ローム粒子0焼士ブロック・炭化粒子中量
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二の沢A遺跡
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覆土　8層からなる。トレンチヤーによる撹乱が見られるが，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と

考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量　　　5　黒　色　炭化材多量，ロームブロック・焼土ブロック微量
2　黒　色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量　6　黒褐色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量　　　7　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量　　　8　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片484点，管状土錘1点，炉石1点，礫12点のほか，撹乱等により混入したとみられる

弥生土器片2点，須恵器片3点が出土している。遺物の大半は炉跡の周辺や貯蔵穴内，東コーナー部から出土

している。

所見　炭化材が床面に貼り付くように確認されていることから焼失住居と考えられる。時期は，出土土器等か

ら4世紀後半と考えられる。
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二の沢A遺跡

窮服開園　第8号住居跡出土遺物実測図　は）

第86号住居跡出土遺物観察表（第130の罠拙図）

⑳　　　　　　　　　　　　　増のcm

＿l　　＿＿l l＿l　＿　　‾＿‾＿　＿　＿二

の　　　　　　　　　5cm』壷

番号 種　 別 器　 性 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備　 考

318 土師器 器台 9．2 9．0 ［10．7］
石英・長石・雲母・

礫・赤色粒子
にぷい黄橙 普通 器受部及び脚部外面へラナデ　 脚部側面3孔 北東部床面 40％PL27

319 土師器 器台 －
（7．6）［11湖 石英e雲母 にぷい黄橙 普通 器受部外面へラナデ　 卿部内・外面パケ目調整 南部床面 15％

320 土師器 器台 － 巨3潮 － 石英。長石4雲母 にぷい褐 普通 脚部外面へラ磨き　脚部側面3孔 西部床面
巨 ％

321 土師器 堵 11．6 7．5 … 石英・長石も雲母 にぷい橙 普通 目線部内・外面及び体部外面へラ磨き
西コーナー部
覆土下層

95％PL28

322 土師器 川 ［8．4］ 7．3 － 石英e長石e雲母 にぷい橙 普通
口緑部内・外面及び休部外面へラ削り，休部内面

下端指ナデ
北東壁際床面 90％PL28

323 土師器 堵 ［13調 （12．5）
－
石英・長石・
雲母・礫

にぷい橙 普通
日録部外面へラ削り後へラ磨き，内面へラ磨き
体部外面へラ削り，内面へラナデ 貯蔵穴覆土中 20％

324 土師器 台付聾 ［15．3］ （4．2） …
石英e長石・
赤色粒子 にぷい橙 普通

頚部及び体部外面パケ目調整　 S字状口線

内・外面赤彩
北西部覆土中 10％

325 土師器 台付薬 －
（3．4）
…
石英・長石も雲母 橙色 普通 台部外薗パケ目調整，内面指ナデ 酋㌢戸部床面 5％

326 土師器 婆 18．2 （16潮 －
石英・長石・
赤色粒子 にぷい黄橙 普通 体部内e外面へラナデ 北西部床面 40％

327 土師器 壷 14．8 （6潮 － 長石・雲母 浅黄橙 普通
日録部外面へラナデ，休部外面へラ磨き　 頚部キ

ザミ目の粘土紐貼り付け 北西部床面 20％PL27

328 土師器 聾 － （6．3） 7．0 石英・長石や礫 橙 普通 体部外面へラナデ，下端へラ削り 北部床面 10％

329 土師器 牽 － （2潮 6．6 石英Ⅰ長石 灰褐 普通 体部外面へラ削り，内面へラナデ 東部覆土上層 5％

330 土師器 甑 － 0 1．7）鉦7］ 石英・長石・雲母 明赤褐 普通 体部外面パケ冒調整後へラ削り，内面へラナデ 東部床面 10％

331 土師器 辛捏 6．0 3．4 2．2 石英・長石 橙 普通 体部外面指ナデ，内面指頭による押庄 北東部床面 90％

番号 器　 種 長さ （径） 幅 （孔径ラ 厚さ 重　 量 材質 特　　 徴 出土位置 備　 考

D Pll 土錘 2．6 0．5 2．2 11．4 土 外面ナデ 東コーナー部床面 PL30

Q 43 炉石 20．3 6．9 4．1 797．8 砂岩 全面被熱　 煤付着 炉跡底面 未掲載

第闘葛儀贋跡（第ユ32図）

位置　調査区の西部，E2B6区。標高43。5mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸6。1触，短軸5。17mの長方形である。壁は高さ22～36cmで，外傾して立ち上がっている。主

軸方向はN－190－Wである。）

床　ほぼ平坦である。炉跡を囲むように硬化面が見られる。

炉　中央部やや北寄りに設けられている。長径10ユcm，短径50cmの楕円形で，床面を3cmほど掘りくぼめた地

床炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。硬化の度合いが強いので，長期間の使用と考えられる。

炉土層解説

1黒　　色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量　　　2　極暗赤褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少鼠焼土ブロック微量

だッ睦　5か所。Pl～4ほ配置と規模から主柱穴と考えられる。P5ほ南壁際の中央部に位置していること

から，出入日施設に伴うピットと考えられる。深さはPl～4が55～83cm，P5が22cmである。
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Pl土層解説
1　黒　　　色

2　黒　褐　色

P3土層解説
1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量

炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量

3　褐　　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

3　極暗褐色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土ブロック微量

1m

」　　　1　　　－1
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二の沢A遺跡

貯蔵穴　南西コーナー部に付設されている。長径68cm，短径64cmの円形で，深さは43cmである。

貯蔵穴土層解説

1黒　　色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量　3　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

2　黒　褐　色　炭化粒子中量，粘土粒子少量，ロームブロック欄土粒子微量　4　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

覆土　4層からなる。トレンチヤーによる撹乱は見られるが，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と

考えられる。

土層解説

1黒　　色　炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量　3　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
2　黒　　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土ブロック微量　4　黒　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片348点，石製模造品1点，礫10点，鉄鉱1点のほか，撹乱等により混入したとみられ

る弥生土器片3点，須恵器片7点が出土している。遺物は北側と貯蔵穴から出土している。335の土師器賓は

Pl内から出土している。

所見　時期は，出土土器等から4世紀代と考えられる。

琶－－－‾評

」∴A．ここ

咄　駄

三‥三＿
「　i　＿＿＿」

第133図　第87号住居跡出土遺物実測図

第87号住居跡出土遺物観察表（第133図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿；　　　！

番号種　別器　種口径器高虞径胎　　土色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備　考

332土師器椀［9．2］5．12．8
石英・長石・雲母・
礫・赤色粒子
にぷい黄橙普通体部外面へラ削り後へラ磨き，内面へラナデ

南コーナー部
覆土中層40％

333土師器鉢［19．6］（4．3）－石英・雲母にぷい黄橙普通ロ緑部内・外面横ナデ　内・外面赤彩 南西部覆土中5％

334土師器台付嚢－4．7［11．0］石英・長石・雲母にぷい褐普通台部内・外面ナデ 南西部覆土中5％

335土師器尭［18月］29．07．0石英・長石・雲母にぷい黄橙普通休部外面へラ削り後パケ自整形 Pl攫土中80％PL27

336土師器牽－（1．9）［6．4］石英・長石・雲母にぷい橙普通体部外面へラ削り，内面へラナデ　底部へラ削り南西部擾土中5％
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番号 器　 種 長さ （径） 幅 （孔径） 厚さ 重　 責 材質 特　　 徴 出土位置 備　 考

Q 44 単孔円板 2．7 0．4 0．6 7．8 滑石 全面丁寧に研磨 北東壁際覆土中層 P Ij O

M ll 教 （4．0） 0．7 0．5 （3．3） 鉄 柄部片（箆部か ら茎部にかけての破片）関都不明 北西部覆土中

第88号住居跡（第135図）

位置　調査区の西部，E2b9区。標高43．6mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸5．82m，短軸5．75mの方形である。壁は高さ5～23cmで，外傾して立ち上がっている。主軸

方向はN－510－Wである。

床　ほぼ平坦である。中央部，北部，西部や南東壁際中央部に硬化面が見られる。

炉　確認されなかった。

ピット　5か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は南東壁際の中央部に位置しているこ

とから，出入口施設に伴うピットと考えられる。深さはPl～4が63～68cm，P5が26cmである。

Pl土層解説
1黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック微量
3　暗褐色　炭化粒子多量，ロームブロック微量
P3土層解説
1灰褐色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

2　暗褐色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
P4土層解説
1黒褐色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
2　褐　　色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
3　極暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量

4　明褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
5　明褐色　ローム粒子極多量，炭化粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
5　明褐色　ローム粒子極多量，炭化粒子微量
6　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている。長径82cm，短径46cmの楕円形で，深さは40cmである。

貯蔵穴土層解説
1黒褐色　炭化粒了ヰ量，焼土粒子少量，ローム粒子微量　　5　極暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロック微量6　黒　色　炭化粒子中鼠　ローム粒子少量，焼土ブロック微量
3　黒　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量　　7　黒褐色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
4　黒褐色　炭化粒子小量，ロームブロック・焼土粒子微量

覆土　6層からなる。トレンチヤーによる撹乱が見られるが，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と

考えられる。

こ二＿．＿j謬
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第134図　第88号住居跡出土遺物実測図
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二の沢A遺跡

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　黒褐色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量

4　黒　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
5　黒　色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
6　黒褐色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量

遣物出藍状況　土師器片171点，礫4点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片1点，須恵器片

2点が出土している。遺物は貯蔵穴やその周辺から出土している。

新風　時期は，出土土器等から4世紀代と考えられる。

㊨　　i i

圃1　園】

旦43．6m

lT‾　‾‾デ

第臓5図　第88号住居跡出土遺物実測図
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第88号住居跡出土遣物観察表（第134図）

番号 種　 別 器　 種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土 位置 備　 考

337 土 師 器 高年 14．6 （5．0 ） －
石 英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い黄 橙 普通 杯 部外 面 パ ケ 目調 整 後 へ ラ磨 き ，内 面へ ラ磨 き 貯 蔵穴 覆 土下 層 50％

338 土 師 器 川 －
（3．2 ） 3．0 石 英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い黄 橙 普通 休 部外 面 へ ラ磨 き 貯 蔵穴 覆 土上 層 50 ％

339 土 師 器 こ土ご覧E ［13．1〕 （6．8 ） －
石 英 ・長 石 ・雲 母 ・

ス コ リア ・礫 ・小 石
にぷ い褐 普通 目線 部 外 面へ ラ磨 き， 内面 へ ラ ナデ 北西 部 覆 土下 層 10 ％

340 土 師 器 婆 ［14．2 ］ 17．4 5．2 石 英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い黄 橙 普通
ロ緑 部 外 面パ ケ 冒調 整　 休 部外 面 へ ラ削 り後 へ ラ
磨 き

貯蔵 穴 覆土 中層 4 5％

第89号住居跡（第136e137図）

位置　調査区の西部，E2d8区。標高43。5mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸7．07m，短軸6．82mの方形である。壁は高さ37～52cmで，外傾して立ち上がっている。主軸

方向はN－160－Wである。

床　平坦である。炉跡を囲むように広い範囲で硬化面が見られる。壁溝は全周している。上幅14～20cm，下幅

5～10cm，深さ4～8cmで，断面形はU字状である。溝の中に径が12～32cmの円形や楕円形をし，深さ5～14

cmほどの小ピット群が74か所見られ，壁柱穴の可能性が考えられるが，性格は不明である。西壁からは小ピッ

ト群は確認されなかった。炭化材が床面から少量ではあるが確認されている。

炉　中央部やや北西寄りに設けられている。長径128cm，短径61cmの楕円形で，床面を7cmほど掘りくぼめた

地床炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。炉床中央部に長さ22cmほどの炉石を持っている。

炉土層解説
1黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土ブロック微量　4　黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土ブロック微量
2　黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土ブロック微量　5　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，ロームブロック微量

だット　79か所（その中の74か所は床面の項で述べた壁際のピット群）。Pl～4は配置と規模から主柱穴と

考えられる。P5は南壁際のやや西寄りに位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。深

さはPl～4が54～73cm，P5が56cmである。

Pl土層解説

1黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土ブロック微量
2　褐　　　色　炭化粒子中量，ロームブロック少量
3　暗　褐　色

P2土層解説
1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

P3土層解説
1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

炭化粒子多量，ロームブロック微量

炭化粒子多量，ロームブロック少量
炭化粒子多量，ロームブロック少量

炭化粒子多量，ロームブロック少量，焼土ブロック微量
炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
炭化粒子多量，ロームブロック少量，焼土粒子微量

P5土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子微量

4　褐　　　色　炭化粒子中量，ロームブロック少量
5　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子中量
6　灰　褐　色　ローム粒子・炭化粒子中量

3　灰　褐　色　ロームブロック・炭化粒子中量
4　黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

4　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化材少量

5　暗　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック少量
6　にぷい褐色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

3　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

貯蔵穴　南西コーナー部に付設されている。長径66cm，短径61cmの円形で，深さは65cmである。

貯蔵穴土層解説
1黒　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化材微量　　　4　極暗褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土ブロック微量
2　黒　褐　色　炭化材少量，ローム粒子・焼土ブロック微量　　5　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒少量
3　極暗褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子少量

覆土　9層からなる。トレンチヤーによる撹乱が見られるが，ブロック状の堆積状況を示し，ロームブロック

や焼土粒子，炭化粒子を多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量　3　黒　　色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量　　4　黒　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量
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二の沢A遺跡

5　黒　　　色　焼土粒子多量，ロームブロック・炭化材少量
6　黒　褐　色　炭化材少量，ロームブロック・焼土粒子微量
7　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化材微量

8　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
9　黒　　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片1204点，炉石1点，喝璃製石製品1点，不明石製品1点，礫21点のほか，撹乱等によ

り混入したとみられる弥生土器片9点，須恵器片10点，陶器片1点が出土している。遺物は覆土中層から下層

にかけて投棄されたような状況で出土している。

所見　覆土下層に多量の焼土粒子が含まれていることや，炭化材が床面に貼り付くように確認されていること

から焼失住居と考えられる。時期は，出土土器等から4世紀前半と考えられる。
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二の沢A遺跡
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第138図　第89号住居跡出土遺物実測図（1）
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二の沢A遺跡
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第140図　第89号住居跡出土遺物実測図（3）

第89号住居跡出土遺物観察表（第137～140図）

＼＿上二ク。65

⊂二⊃

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿　」

番号種　別器　種口径器高底径 胎　　土 色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備　考

341土師器台付椀［6．8］8，7 ［5．0］
石英・長石・雲母・
礫・赤色粒子
にぷい黄橙普通ロ緑部から台部外面指頭による押庄 南西部床面40％PL28

342 土師器器台 （4．8） 石英・雲母 にぷい黄橙普通
器受部外面へラナデ　脚部外面へラ磨き　脚部
側面3孔

南東部覆土中層15％

343 土師器柑 7．4 7．4 2．2 石英・長石・雲母にぷい褐普通口緑部外面へラ磨き　休部外面へラナデ 南東部床面15％PL28

344 土師器写E ［19．2］36．0 8．5 石英・長石・雲母にぷい貴橙普通
口綾部外面棒状貼丸　内面キザミ目施文，頸部外面隆裔
貼り付後キザミ目，内面へラナデ　休部外面へラミガキ

北東部覆土中層80％PL28

345 土師器雪ぎ19．1 40．3［10．4］石英・長石・礫にぷい橙普通
ロ緑・体部外面パケ目調整後へラ磨き

ロ緑部内面へラ磨き　休部外面下端へラ削り
北東部覆土下層40％PL28

346 土師器宣E ［28．4］（11．8）－
石英・長石・雲母にぷい橙普通ロ緑部内・外面及び頚部外面へラ磨き 北東部覆土中層5％

347 土師器宝ぎ15．9 （7．5）－
石英・長石・
赤色粒子
橙 普通
ロ緑部内面へラ削り後へラ磨き　体部外面へラ

削り
中央部床面10％PL28

348 土師器壷 16．0 （6．1）－長石・雲母・礫 橙 普通
ロ緑部外面パケ目調整，内面へラ削り後へラ磨
き・横ナデ

南東部覆土下層10％

349 土師器壷［12．4］（4．2）－ 長石・雲母 にぷい黄橙普通ロ緑部外面積ナデ，内面へラ磨き 西部床面 5％

350 土師器台付要［14月］（24．0）－ 長石・雲母 にぷい褐普通
体部外両パケ目調整　台郎内面へラナデ
S字状口緑

中央部床面30％PL28

351土師器台付墾［15．0］（3．0）－
石英・長石・
雲母・赤色粒子
にぷい黄橙普通体部外面パケ目調整　S字状口縁 中央部床面5％

352 土師器台付要－（2月）－
石英・長石・
雲母・赤色粒子
にぷい橙普通体部外面パケ目調整，内面へラナデ　S字状口緑中央部覆土下層5％

353 土師器台付登－
（3．4）
－
石英・長石・雲母にぷい橙普通台部外面パケ目調整，内面指ナデ 南東部覆土中層5％

354 土師器台付粟－
（7．6）［10．2］石英・長石・雲母にぷい橙普通台部外面パケ目調整，内面指ナデ 東部覆土下層5％

355 土師器要［16．0］（16．5）－石英・長石・雲母 明赤禍普通
口緑部内・外面及び休部外面パケ目調整　体部

外面下端へラ削り，内面へラナデ
中央部床面10％

356 土師器襲 17．5 （6．4）－石英・長石・雲母 橙 普通休部外面弱いパケ目調整，内面へラナデ 南東部床面5％

357土師器牽［15．5］（7．8）－
石英・長石・
赤色粒子 橙 普通口緑部内・外面横ナデ　体部内・外面摩滅 北東部覆土下層5％

358 土師器磐［22．6］（8．0）－石英・長石・雲母 橙 普通口緑都内・外面横ナデ　休部外面へラナデ 北東部覆土下層5％

359 土師器要［17月］（8．0）－石英・長石・雲母 橙 普通
口緑部内面パケ目調整　体部外面パケ目調整後へ

ラ磨き，内面へラナデ
北東部覆土下層5％

360 土師器∃互 －（4．6） 石英・長石・雲母にぷい黄橙普通休部外面パケ目調整 南東部床面5％

361 土師等襲 は9）［6．9］石英・長石・雲母にぷい橙普通休部外面へラ磨き，下端へラ削り，内面へラナデ北東部床面5％

362 土師器小形要 （3．4）3．1 長石・雲母 灰褐 普通体都外面へラ削り，内面ナデ 南東部覆土中層5％

363 土師器要 （2．6）6．0
石英・長石・
雲母・赤色粒子 程 普通休部外面へラナデ 中央部床面5％

364 土師器小形襲 （3．7）4．3 長石・雲母 赤褐 普通休部外面へラナデ 北東部床面5％

365土師器小形要 （1．6）5．1 長石・雲母・礫にぷい褐普通体部外面摩滅，内面へラナデ 北東部覆土下層5％
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番号 器輔 長　 さ 幅 摩さ 重　 義 材　 質 特　　 徴 出土位置 備　 考

Q 45 炉石 22．3 9．9 6．7 1958．7 砂岩 全面被熱　 煤付着 炉跡覆土中 未掲載

Q 46 剥片 5．7 3．6 1．6 26．7 チャー ト 多方面から打撃を加えられた剥片 中央部床面

Q 47 不明 抱6） 5．0 2．1 （160．5ラ 粘板岩 表面に擦痕あ り 南東部覆土中

窮撃の考健腰掛（第ユ射図）

位置　調査区の中央乳E4d6区。標高43。2mの平坦部に位置している。

親機髪形横　長軸5880m資短鮎の65mの方形である○壁は高さ15～21cmでタ外傾して立ち上がっている。主軸

方向はN…460－Wである。

床　ほぼ平坦である。中央部を中心に硬化面が見られる。

第掴図　第90号住居跡実測図
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二の沢A遺跡

炉　確認されなかった。

ピット　4か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。深さは82～93cmである。

Pl土層解説

1黒褐色　炭化粒子中量・ローム粒子少量，焼土粒子微量　4　黒褐色　炭化粒子少量，ロームブロック微量

；芸褐富呂霊荒；；芸豊富豊吉禁星焼土粒子微量5灰褐色ロ‾ムブロック・炭化粒子少量
P3土層解説

1黒褐色　炭化粒子中量・ローム粒子少量，焼土粒子微量　3　褐　色　ローム粒子極多量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒　色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量　　4　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

貯蔵穴　南コーナー部に付設されている0径が52cmほどの円形で，深さは49cmである。

貯蔵穴土層解説

1黒　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量　　　4　黒褐色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

2　極暗褐色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量　5　暗褐色炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
3　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量　　6　黒　色　ロームブロック多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

覆土　2層からなる。層厚が薄く，トレンチヤーによる撹乱が多いため，堆積状況は不明である。

土層解説
1　黒　　色　ローム粒子微量 2　極暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片211点，砥石1点のほか，撹乱により混入したとみられる須恵器片2点が出土してい

る。遺物は貯蔵穴周辺と北コーナー部から集中して出土している。

所見　時期は，出土土器等から4世紀前半と考えられる。

⊂
第142図　第90号住居跡出土遺物実測図
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第90号住居跡出土遺物観察表（第142図）

番号 種　 別 器　 種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出 土位 置 備考

36 6 土 師器 柑 ［14．9］ （7．8） 石 英 ・長 石 ・雲 母 明 赤褐 普通 口緑 部内 ・外 面 へ ラ磨 き　 外 面赤 彩 貯 蔵 穴西 側 床面 5 ％

36 7 土 師器 台 付 登 （6月） ［9．4］ 石 英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い橙 普通
台部 外両 へ ラ削 り，内 面 上位 指頭 に よる押圧 ， 下位 へ ラ

ナデ
貯 蔵 穴 覆土 上層 5 ％

36 8 土 師器 璧 ［16．5］ （7，1） －
石 英 ・長 石 ・雲 母 黒 褐 普通

頸郡 内面 指 頭 に よる押 圧 。休 部外 面 へ ラ削 り， 内面 へ ラ

ナデ
南 西 壁際 床 面 5 ％

番 号

Q 4 8

器　 種 長　 さ 幅 厚 さ 重　 畳 材 質 特　　 徴 出 土位 置 備　 考

砥 石 17．9 12．5 7．8 1 94 3．3 砂 岩 砥 面 4 両 南 西 部床 面 P L3 0

第91号住居跡（第143図）

位置　調査区の中央部，F3iO区。標高43．5mの平坦部に位置している。

規模と形状　壁はほとんど削平されているが，長軸4・95m，短軸4・90mの方形と推定される。主軸方向はN－

120－Wである。

（紗

創憾。49
第143図　第91号住居跡・出土遺物実測図

0　　　　　2cm
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二の沢A遺跡

床　平坦である。炉跡を囲むよ　に硬化商が見られる。

炉　中央部やや北西欝　に設けられている。長径盟cm　短径弛mの楕円形をした地床炉でタ炉床は火熱を受けタ

赤愛硬化しているが　床面の掘　込みは見られない。硬化の度合いが弱いのでタ短期間の健用と考えられる。

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　′　・・　　　　　・、ノ　＼　、、・、′、J′、

P2土層解説

1暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロック少量
2　黒褐色　炭化粒子多量資　ロームブロックの焼士粒子微量
3　暗褐色　ロームブロックの炭化粒子中量

4　黒褐色　炭化粒子多量タ　ロームブロックや焼土粒子微量
5　黒褐色　炭化粒子多鼠　ロームブロックの焼土粒子微量

6　暗褐色　ローム粒子の炭化粒子少量夕　焼土粒子微量

′　′　　　　　　　．一　一　　　　　　　′　　　・′、

－　　　　　　　　　　、　　　・′　ノ　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　′′・′′－　　　1．　′＿　・・　　l

jI一つ点が出士しているし、

所魔　時期はタ　出土土器等から　世紀機と考えられる。

ノ　　　・－・　　・ノ・　′、∴　‘

番可　醜！長さi 幅
厚さ重量i材質！　　　 特　徴　　　 i 出土位置

備　考
Q4「継　目の8　 。3

0。8
305　巨ヤートi鮒が残る剥片　　　　　　 巨ヒ醐覆土中

第攫考健腰掛　第腿の摘囲う

・′　　　　　′　　　J　　　　ノ′　′　　　　　　－　　　　　　ノ

ノ　　　　　　　′　　　′、　　　　ノ　　　　・・

方向は飼…260…Wである。

－　．　　　　　　　　　　　　′′　　　　′

炉　中央部やや北西害　に設けられている。長径拍動m　短径mcmの楕円形で　床面を航mほど掘り　ぼめた

地床炉で　炉床は火熱を受け　赤変硬化している。硬化の度合いが強いので　長期間の使用と考えられる。

炉土層解説

ヱ　黒褐色　炭化粒子多量ア　ローム粒子ぜ焼土粒子微量　　　　2　黒褐色　炭化粒子多量芳　ローム粒子0焼土ブロック微量

ぽッ睦　5か所。㌘且～射ま配置と規模から主柱穴と考えられる。㌘5は南東壁際の中央部やや南寄りに位置

・．　　　　　　　．・　　　　　　．・′ノ　　　　′′　　　一．　t　　　′、∴　　′　′　　　ノ、′．　　　ニ

P3土層解説

ユ　暗褐色　炭化粒子中量ク　ローム粒子少量，廃土ブロック微量　4　暗褐色　炭化粒子中鼠　ロームブロック少量
2　黒褐色　炭化粒子多鼠　ロームブロック中量，廃土粒子微量　5　黒褐色　炭化粒子多量タ　ローム粒子中量芦焼土粒子少量
3　黒褐色　炭化束子中量，ロームブロック少量，焼土ブロック微量　6　暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロック少量

′　　　　　　　　　　　ノ　　　　　′　ノ、、　ノ　　　ー　ニ　　　′　・　　　　′

′　　　　　　　　一　　　　　　ノ　　，r　　　′　　　．　　一、′　、二．．

土層解説

1　黒　色　炭化粒子多量ク　ローム粒子0焼土粒子微量
2　窯褐色　炭化粒子多量，ロームブロック。廃土粒子微量
3　黒褐色　炭化粒子多量ク　ローム粒子8廃土粒子微量
4　黒褐色　炭化粒子多量タ　ローム粒子の焼土粒子微量

5　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロックの焼土粒子微量
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ロームブロックe焼土粒子微量
ロームブロック0焼士粒子微量

ロームブロックe焼土粒子微量
ロームブロック∵つ廃土粒子微量



遺物出土状況　土師器片265点，礫3点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片5点，陶器片1

点が出土している。遺物は炉跡の周辺と貯蔵穴から出土している。

所見　時期は，出土土器等から4世紀前半と考えられる。

第144図　第92号住居跡実測図
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二の沢A遺跡

＿旦＿43．2m

0　　　　　　　　　　　1m

L二二二二　；　　＿」

「一・一・ト　　t J

第145図　第92号住居跡・出土遺物実測図

第92号住居跡出土遺物観察表（第145図）

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿　」　　　　　　F

？「

0　　　　　　　　5cm

ト一一　；　＿－∃

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備考

369 土師器 高杯 －
（4．9） 15．0

石英 ・長石 ・雲母 ・
礫・赤色粒子

にぷい黄橙 普通 脚部外面ナデ　 被熟し磨滅　 外面赤彩 南西部覆土下層 40％

番号 器種 長さ （径） 幅 （孔径） 厚さ 重畳 材質 特　　 徴 出土位置 備　 考

D P 12 土玉 2．0 0．5 2．3 （5．1） 土 外面ナデ 南西部覆土中

4　平安時代の遺構と遺物

平安時代の遺構としては，竪穴住居跡を7軒確認した。遺構は調査区の南縁辺部に多く，北側では部分的に

1軒確認しただけである。当期の集落は，調査区の南側にさらに広がると推測される。調査区城外の南方向に

は谷津頭が位置し，その谷津を挟んで向かい側（南側）には，ニガサワ古墳群が位置している。同様に当期の

住居跡が確認されている。第41号住居跡は激しく削平され，竃の袖と考えられる粘土の範囲と火床部の残存部

分のみの確認なので，文章での記載は省略し一覧表中にのみ記す。以下，確認された遺構の特徴と遺物につい

て記載する。

ー173　－
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一　　　一′′

位置　調査区の南東端乳Fm　区に位置している。

重複関係　東コーナーが第　号住居跡を掘　込んでいる。

・、；　　　　　　　　　、　　　　　　　　・・　　　′　　　　　　　　　　・′、．

傾して立ち上がっている。

′ノ　　　′′　′′′　　　　　′

磯　北壁の中央部に付設されている0天井部　磯部は撹乱され残存しておらず　掘　方のみの確認である。竃

の士層図中窮鼠　なは層に粘土粒子が認められるこ　から判断し　この層が袖部の残骸と思われる。

篭土層解説

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・

2　灰　褐　色　粘土ブロックもロームブロック少乳焼土邦ック微量　9　褐　灰　色　粘土粒子中鼠ローム粒子少量，焼土ブロック微量
3　極暗赤褐色　焼土ブロック璃最遽持∴ローム粒子微量
4　灰　褐　色　粘土ブロック少量夕　焼土ブロック微量
5　極暗赤褐色　焼土ブロック0ローム粒子微量
6　黒　褐　色　ローム粒子微量

7　褐　灰　色　焼土ブロック璃最逐持∴ローム粒子少量

1（）暗　緑　色　tトムブt‾「・，ケ少量．

11吠　侶　色　焼上ブし「∵ケ・枯上位j’・・「トム拉「少：i一一；：

ま2　ノ灰　褐　色　粘土粒子多量夕　廃土粒子極微還

ユ3　灰　褐　色　ロームブロック多義夕　粘土粒子極微還

′　　　　　　′　　　　　　　　　′ノ　　　ー　　′　ノ′　　　　　′　′　′

′′ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′ノ　′　′、－　　　　　　　　　ノ　ミ　　，

－　　　　　　　ノ　′．　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′　′

能性が高い0また　第　層は非常に硬　締まってお酌埋めた後に粘床して踏み固められたと考えられる。

第礪囲　第　号住居跡実測図
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二の沢A遺跡

P2土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量
2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量
3　黒　褐　色　ロームブロック少量

4　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土ブロック微量
5　黒　　　色　ロームブロック微量
6　暗　褐　色　ローム粒子中量

覆土　6層からなる。覆土の半分以上が撹乱であり，判断は困難であるが，竃の焼土粒子が北西から床面に流

れ込んでいることや，より下位の層にローム土が多いことから自然堆積と考えられる。

土屑解説
1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック微量
2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量
3　黒　褐　色　ロームブロック少量

4　黒　　　色　ロームブロック微量

5　黒　褐　色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量
6　黒　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子少量，粘土粒子微量

遺物出土状況　土師器片105点，須恵器片21点，弥生土器片9点が出土している。9の土師器杯は，南東壁寄

りの覆土中層から破片で出土している。10～12は土師器高台付杯で，10は中央部，11は南コーナー部，12は竃

内のそれぞれ覆土下層から出土している。13・14の土師器嚢は中央部の覆土上層から出土している。15の須恵

器高台付杯は中央部の覆土上層から，17の須恵器嚢は竃左袖部付近の床面から，18の須恵器甑は西コーナー近

くの覆土下層からそれぞれ出土している。19の須恵器甑はP2付近の床面から破片で，16の須恵器短頸壷は，

トレンチヤーの撹乱土中から出土している。

所見　時期は，遺構の形状や出土土器から平安時代（9世紀後半）と思われる。
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第147図　第6号住居跡出土遺物実測図（1）
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第欄爵図　第　号住居跡出土遺物実測図は）

第6号住居跡出土遺物観察表（第1路148図）

／

＼、　　　　　1
10cm

‾‾ll‥＿　＿　l＿‾　‾二l　＿l‖

番号種　別器　種 口径器高底径 胎　　土 色　調 焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備　考

9 土師器 杯 ［14．2〕5．3 ［8．0〕
石英・長石・
針状鉱物 灰白 普通目線部・体部内外面横ナデ　底部へラ削り調整 覆土中層15％

10 土師器高台付杯［15．2］6．1 9。0 石英・長石・雲母にぷい橙普通
休部外面横ナデ，内面へラ磨き　底部回転へラ削り調整
内面黒色処理 覆土下層60％墨書PL22

ー1．76　－



二の沢Å遺跡

整 序 当恒 穫巨可 豪 叫 胎　土 巨 調 i焼可　　 手　 法　の　特　徴　　 巨雌 置巨 …

可 攣可 舶梱 「つ 高 ・2　石英儲 巨ぷい橙 普通楼 纏へラ削欄整射的繭へラ磨　 柄黒色恒 欄 橘鵠 ㌔法力

可 攣可 舶輌 「つ 示 抱の可 石雷議糾　 橙　 普通躇鵠誓諸 調整底部内面へラ磨　高鍋つ 覆土下層i30％

蟻巨瞞　 婆　 恒ぷ車 5サ9‥ラ つ 石英茂石　 にぷい橙　普通 臓 的外面横ナデ僻的外面へラげ　　 覆土上層 1。％PL22

摘巨師器　 楽　 極 け車 7・0） つ 石英戌石　 にぷい橙　普通 欄部内外面酎デ体部梱面へラげ　　 覆土上層　5％

可 撃可 舶榊 「つ 示 津 芳議紺 にぷい赤褐 普通 底部鰍 ＼ラ削を調整　　　　　 恒 上中 ％

蟻　須恵器　短頸意匠適車 583） つ　 長石 「 灰 「料 匝 蒜 外面横げ 体部内夕摘げ　　 極 は中恒

可 須恵可　 襲　 い部車7eO） つ 碓 載 つ 糟褐 i普通巨舶内外南棟げ　　　　　 「 摘 巨％

可 響 可　 甑　 巨舶 恒 ［1痛巨 石や雲可 灰褐 i普通極 的外海接げ 休部欄外かラ削り縄　 恒 下層i20％PL22

躇　須恵可　 甑　 極 0車 や9 攣車描 戌石「義　 普通恒 舶 外面横げ 榔空空竺削讐 」 中 層 桓

ー　　　　　　　　　′　　′′

位置　調査区の南端乳　鎧漁　区に位置している。

′∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　・．′

ハ　　　　　　　　　　　　　　　　．ノノ　′′　　　ノノ・′、′ノ　　　　　‥ノノ　ー　、　′　　　　　ノ

・′　∴・ノ　・′、　′　′．、、　　　　、　　′．．

－　　　　　　　　　　∴　ノ　′　　　・′ノ’′、、　′ノ　・・　　　′．ノ　ー　　′　．

一二′　　　一　　　　　　・　　　　　　一　′　　　　′、　　　　　一　　　　　　　、．　　　′．ノ　　　　ノ

壁周辺が深く掘り込まれタ暗褐色土を室として埋め戻し芦　さらに褐色土で平坦に調整して床面としている。

磯　北壁の中央部に付設されている0壁外に鮎cmほど掘　込みタ砂質粘土で構築されている。両袖部は撹乱さ

れそのほとんどが消去している。両袖部には中に構築材として凝灰岩（通称勝見沢石）が用いられている。規

模は　焚　ロから煙道部までの墟m　両袖部幅は推定で　mほどである。火床部は床面を血状にわずかに掘り

窪め，被熟し硬化している。煙道部はタ緩やかに外傾して立ち上がっている。

電土層解説

1極暗赤褐色　ロームブロック少量，焼土ブロックの粘土粒子微量　4　暗赤褐色　焼土ブロックがローム粒子の粘土粒子少量
2　極暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック少数粘土粒子微量　5　褐　灰　色　粘土粒子多量
3　暗赤褐色　焼土ブロック中畳，ロームブロックp粘土粒子少量

’、ノ　　′！い一　′　　′　ノー・言　′∴・言、肋・　二ノ∴　・′　∴：∴l一、㌧、／二．ふ、・、、ノ‥－・」′′

ら判断しタ主柱穴と考えられる。どちらの底面も硬く締まっている。

尊意　層からなる0覆土の太半が撹乱されているが芦わずかな残存部でレンズ状堆積が認められる。また芦

下位の層はタ　ローム粒子及びブロックが上位の層よりも多く確認できることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子も焼土粒子微量　　　　　　　　3　極暗赤褐色　ロームブロックや焼土ブロック微量
2　極暗褐色　ロームブロックの廃土ブロック微量　　　　4　極暗赤褐色　ロームブロック。焼士ブロック微量

遺物出藍状況　土師器片23点　須恵器摘玩弥生土器5点が出土している。40～42タ50051はトレンチヤーに

よる撹乱土中から出土している遺物であるが，本跡に伴う可能性が高い。43～46の聾はタ43044046が潰れた

状態でP2付近の覆土下層から，45は焚き口付近の覆土下層から，47はPlの覆土中層からそれぞれ出土して

いる。M18M2の刀子はタMlが南西コーナー付近の床面近くの覆土中からタM2が北西コーナー付近の掘

り方の埋土中からそれぞれ横位で出土している。

所凰　長軸が　mあ軋大型の住居跡となるが，建て替え及び拡張と思われる痕跡は認められない。右半分が

調査区域外でありタ全容が確認できないため断定はできないがタ本跡は当初からこの規模で構築されたと思わ
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れる。M2の刀子が出土した地点は，撹乱を受けていないので，出土状況から判断して住居構築時に意図的に

置かれていたと考えられる。時期は，遺構の形態及び出土土器から平安時代（9世紀後半）と判断される。

くつ

0　　　　　　　　　　　　　1m

！　＿＿＿＿」　　　　」
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‡∵ra
㍉日　や　＼乍

第149図　第13号住居跡・出土遺物実測図
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二の沢A遺跡
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第150図　第13号住居跡出土遺物実測図（1）
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第151図　第13号住居跡出土遣物実測図（2）

第13号住居跡出土遺物観察表（第149～151図）

‾靭‥ピ＝コ
◎　　　　　　　M2

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　i

番号種　別器　種口径器高底径胎　　土色　調焼成手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備　考

40土師器高台付皿［12．0］2．2［6．4］石英・長石にぷい黄橙普通
□緑部・休部外面横ナデ，内面へラ磨き　底部ナデ調整

内面黒色処理
撹乱土中20％

41土師器高台付杯（3．1）
石英・長石・

赤色粒子
にぷい褐普通
休部外面椅ナデ，内面へラ磨き　底部回転へラ削り調整

内面黒色処理
撹乱土中30％

42土師器皿［16．8］2．5［7．0］
石英∵良石・

赤色粒子
にぷい黄普通
□緑那・休部外面械ナデ，内面へラ磨き　底部へラ削り

調整　内面黒色処理
撹乱土中30％

43土師器璽［19．4］（20．4）石英・長石橙普通ロ緑部内外面横ナデ　休部外面へラ削り，内面へラナデ覆土下層50％PL22

44土師器要13．5（11．4）－石英・長石にぷい橙普通
口縁部内外面横ナデ　体部下半外面へラ削り調整，内面

へラナデ
覆土下層30％PL22

45土師器要［22．2］（6．3）－石英・長石浅黄橙普通口緑部内外面横ナデ　休部内外面へラナデ覆土下層5％

46土師器碧（13．4）［8．9］石英・長石・雲母にぷい黄橙普通体部外面へラ削り，内面ナデ　底部へラ削り調整覆土下層40％PL22

47土師器整－（9．6）［7．2］
石英・長石・

赤色粒子
橙普通
休部外面へラ削り調整，内面へラナデ　底部へラ削り調

整
覆土中層10％PL22

48須恵器土不［12．5］4．7［6．6］
石英∵艮石・

針状鉱物
にぷい赤褐普通U緑部・休部内外両横ナデ　体部下端回転へラ削り調整撹乱土中20％

49須恵器杯［13．6］4．8［6．2］
石英・長石・

針状鉱物
黄灰普通口綾部・休部内外面積ナデ 撹乱上中10％

50須恵器杯［13．8］ほ4）－
石英・長石・

針状鉱物
灰普通口縁部・体部内外面桟ナデ 撹乱土中30％

51須恵器杯－
（3．2）［5．6］
石英・長石・

針状鉱物
黄灰普通休部内外面横ナデ　底部回転へラ削り調整撹乱土中

20％

底部へラ記号

52須恵器高台付杯13．35．47．2石英・長石灰オリーブ普通
口緑部・体部内外面横ナデ　体部外面下端回転へラ削り

調整　高台貼り付け後，ナデ
撹乱土中
70％

底部へラ記号PL22

TP7須恵器嚢－（15月）－長石・礫褐灰普通体郎片　外面横位の平行叩き目，内面ナデ撹乱土中

TP8須恵器昌′・－
（10，6）石英・長石灰黄褐普通体部片　外面横位の平行叩き臥　内面ナデ撹乱土中

TP9須恵器襲－（7．5）長石・礫灰普通休部片　外面横位の平行叩き日，内面ナデ撹乱土中

番号蓄　種長さ（径）幅（孔径）厚さ重　量材質 特　　徴 出土位置備　考

Q4砥石18．1 10．6 7．42391．5砂岩断面長方形　研ぎ面は四面 床面炉石に転用

Ml刀子［15．7］1．6 0．427．4鉄刀身那先端欠損　断面形は刀身郡が楔形，茎部が長方形床而

M2刀子（11．6）1．6 0．813．9鉄刀身部両端欠損　断面形は刀身部が楔形，茎部が長方形掘り方
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二の沢A遺跡

第23号住居跡（第152図）

位置　調査区のほぼ中央部，F5h9区に位置している。

規模と形状　壁のほぼ南側半分が，耕作により撹乱されているため不明確な部分が多いが，長軸3．60m，推定

短軸2・80mの長方形と推測される。推定主軸方向はN－58。－Eである。壁は高さ27cmで，やや外傾して立ち

上がっている。

床　中央部から北側にかけては床面を確認できたが，南側は耕作により削平されている。残存している床面部

分は踏み固められ締まっている。壁溝を西コーナー付近で確認した。上幅13～18cm，下幅4～6cm，深さ8cm

で，断面形はU字状である。

竃　壁の規模が不明であるため，位置の断定はできないが，北東壁の中央に付設されていると推測される。壁

外に63cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，煙道部が一部撹乱されており明確ではないが，

焚き口から煙道部まで1・35m，両袖部幅は1．1mである。火床部は床面を皿状にわずかに掘り窪め，被熱して硬

化している。

埴土層解説

1黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量　4　褐灰色　ローム粒子・炭化粒子中量，粘土粒子少量，焼土ブロック微量
2　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・灰少量，焼土粒子欄土粒子微量　5　褐　灰　ローム粒子多量，粘土粒子中量，炭化粒子・焼土粒子微量
3　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量

ピット　精査したが確認できなかった。

覆土　5層からなる。覆土の半分以上が撹乱であり，判断は困難であるが竃の焼土粒子が北東から床面に流れ

込んでいることや，より下位の層にローム土が多いことから自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量

2　灰　色　ロームブロック少量
3　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

④　　I

第152図　第23号住居跡実測図

2m

4　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子微量
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遺物出藍状況　土師器片購点　須恵器　貞　弥生土器　点が出土している。8　8鏡の土師器婆はどちら　竃付

近の撹乱土中から破片で出土している。

新風　84885が遺構に伴うと断定はできないがタ本跡の周囲に当該期の遺構は確認されておらず，耕作による

移動等を考慮すると，本跡に伴う可能性はかなり高いと考えられる。時期はタ遺構の形態や出土土器から平安

時代（9世紀後半）と思われる。

第服娼図　第23号住居跡出土遺物実測図

第23号住居跡出土遺物観察表（第153図）

∴ 三言∴二二∴∴二

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備　 考

84 土師器 聾 ［14月］ （3．0）
－ 長石 ・石英 明赤褐 普通 ［．］縁部内外面へラ削 り調整後，横 ナデ 撞古L士 中 5 ％

85 土師器 嚢
…
（4．2 ） ［8．6］

長石 ・石英 ・
白色粒子 橙 普通 体部内外面へラ削 り調整 撹乱土中 5 ％

第堵8号健贋捗（第154図）

位置　調査区の南西端部，C3沌区に位置している。

規模と形状　長軸2。99m，推定短軸2。70mのやや長方形である。主軸方向はN」30－Wである。北壁は耕作に

よる撹乱のため確認できない。残存部での壁高は22～29cmでタ　ほぼ直立している。

床　床面は平坦で，中央部が踏み固められ硬化している。硬化面の中で，Pl付近と北東壁寄りがわずかに高

まっている。

聴　中央部分は耕作により撹乱され芦残存しているのほ全体の3割程度である。残存部分から北壁のほぼ中央

に付設されていたと推測される。煙道部は壁外へ約65cm突出している。両袖部はわずかに残存し，砂質粘土で

構築されている。火床部は残存部から推測して，ほぼ平坦で床面を掘り込んでおらず，緩やかに上がり煙道部

に至っていると思われる。

竃土層解説
1　黒　褐　色　　焼土ブロック微量
2　暗赤褐色　　焼土ブロック・ローム粒子少量

3　極暗赤褐色　　ローム粒子少量，焼土ブロックe粘土粒子微量

4　灰　褐　色

5　にぷい褐色
ロームブロック少量，焼土ブロック微量

焼土ブロック・ロームブロック微量

ぽッ紅　Plは楕円形でタ深さは14cmである。規模や位置から判断して出入り口ピットと考えられる。

貯蔵究　西コーナー部寄りに位置し，径75cmのほぼ円形で，深さは28cmである。底面は皿状に掘り込まれてい

る。覆土は8層からなる。各層中に焼土ブロックが混在しタ　さらに第206層中には灰が認められる。

貯蔵穴土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量　　　　　5　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・灰微量　　6　暗　褐　色　ロームブロック中鼠焼土ブロック・灰微量
3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量　　　　　7　暗　褐　色　ロームブロック少鼠焼土ブロック微量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量　　8　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量

尊堂10層からなる。覆土全体の約6割が撹乱されているため，残存している覆土はレンズ状堆積を皇してい

るが，自然堆積とは断定できない。

－18ニ2　－



二の沢A遺跡

土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子少量

2　極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子微量
4　極暗褐色　ローム粒子・焼土ブロック微量
5　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

～

＼　王／爪
／′／

可武

Jl　、

F二二＝⊥『1

」L。2．6m

6　暗　褐　色　ロームブロック・ローム粒子微量
7　暗　褐　色　ロームブロック微量
8　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
9　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

10　暗　褐　色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

A42．6m　．

旦二二二豆
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第154図　第48号住居跡・出土遺物実測図
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遺物出藍状況　土師器片罰裟蕉　須恵器片も蕉　及び混入によると思われる弥生土器楕霊蟻が出土している。

摘㌦洞の土師器婆は中央部の覆土中層からタ破片で数か所に散在して出土してお軋投げ込まれたと思われ

蟻の須恵器杯と蟻3の須恵器婆はタ　竃付近の床面上から破片で出土している。蟻の器杯片は　出入　持ピッ

ト　錐当「付近の覆土中層から出土している。臓の土師器婆と蟻の須恵器棒は　撹乱された覆土中から破片

で出土している。

所凰　貯蔵穴の覆土中に灰と焼士プロッタが検出されたが，床面上には確認できずダ　また焼失住居で　ないこ

とから竃で産出したものが混入していると推測される。竃に関わる何らかの健用方法があった可能性も否定で

ない。形状や規模及び位置関係からみて　第　号住居跡の㌘　に近似している。時期は　出土土器から平安

時代（10世紀前葉）と思われるし、

－－　11　　　　　　　　　　　　　　　　1

⑳　　　　　　　　　　　　　　瑠◎C闘』

の

⑳　　　　　　　　　昏鬱評闘』壷
、、、＼；　′∴、、′．1′　ノ・、一一、∴畑′I：当

第墟号住居跡出土遣物観察表　第蟻の蟻図）

番号 種　 別 器仲 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備　 考

1∠ま5 土 師 器 婆 D 7潮 （23 湖
石英 ・長石 4 雲母 ・

スコリア
にぷい黄橙 普通

汀縁部内外面横ナデ　 体部外画へ ラ削 り調整，内

面へラナデ
中央部覆土中層 40％

146 土 師器 棄 ［17潮 （12．9）
石英 ・長石 ・

ス コリア
明赤褐 普通

口縁部内外面横ナデ　 休部外面へラ削 り調整，内

面へラナデ
中央部覆土中層 15％ P L22

147 土 師器 餐 ［14 潮 （6．5）
石英 ・長石 ・

スコリア
にぷい黄橙 普通

口縁部内外面横ナデ　 体部内面へラナデ，外面へ

ラ削 り調整
中央部覆土中層 10 ％

148 土師 器 婆 ［14．6 ］ （4．4ラ
石 英 e長 石 ・

スコリア
橙 普通

器受部内 や外面へラ磨 きa口縁部内外面桟ナデ体部

外面へラ削 り調整，内面へラナデ
中央部覆土中層 5 ％

149 土 師 器 嚢 （2．3 ） ［11朗
石 英 や長石 タ

スコリア e 針状鉱物
にぷい橙 普通 体部外面へラ削 り調整，内面へラナデ 撹乱土中 5 ％

150 須 恵器 杯 ［11潮 （4戯
石英 e 長石 ・

針状鉱物
にぷい黄橙 普通 目線部 ・休部内外商機ナデ P l 付近 覆土中層 5 ％

151 須恵 器 杯 （1．9ラ ［5湖
石英 さ長石 ・

針状鉱物
にぷい橙 普通

休部 内外商機ナデ　 体部下端手持ちへラ削り調整

底部 回転へラ削 り調整
撹乱土中 5 ％

152 須 恵 器 年 線 4ラ ［4．8］ 長石 ・針状鉱物 にぷい赤褐 普通 体部内外商横ナデ　 底部回転へラ削 り調整 竃付近床面上 5 ％

153 須 恵 器 襲 ［28．6〕 （5．6 ）
石 英 ・長石 も

針状鉱物
にぷい黄橙 普通 日録部内外面横ナデ 竃付近床面上 5 ％

番号 器　 種 長 さ （径ラ 孔　 径 厚 さ 重　 量 材　 質 特　　 徴 出土位置 備考

D P 6 菜玉 3．3 0．4 2．3 15．1 土 製 断面円形　 両端はヘラ削 り調整 中央部床面 P L30

D P 7 管状 土錘 3．9 0．4 1．5 8．5 土 製 断面円形　 両端は僅かに細い P l 付 近覆土中層 PI3 0

－184　－



二の沢A遺跡

第55号住居跡（第156図）

位置　調査区の中央部，F4C6区に位置している。

規模と形状　長軸3・35m，短軸3・06mのほぼ方形である。主軸方向はN－550－Eである。壁高は10～17cmで，

やや外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，コーナー部を除いて全体的に硬く踏みしめられている。硬化面の中でも西コーナー寄りがわずか

に高まっている0壁溝は北コーナー付近で確認した。上幅18～26cm，下幅8～20cmで断面形はU字状，深さは

約12cmである。壁溝の底面には，径12～20cmのほぼ円形で深さ1ト20cmのピットが12か所，1列に並んだ状態

で確認できた。

竃　耕作による撹乱のため，大半が残存していない。北東壁の中央からやや東コーナー寄りに付設されている。

煙道部は壁外へ約30cmほど突出している。左袖部はわずかに粘土粒子の範囲で位置がつかめる程度で，右袖部

は完全に残存していない。火床部は床面を深さ15cmほど皿状に掘り窪め，緩やかに上がりながら煙道部に至る。

覆土は8層からなる。土層図には，掛からない部位で天井部の崩落と思われる粘土粒子の多い部分が，中央部

の上層に認められた。

埴土層解説

1黒褐色　炭化粒子多量，焼土ブロック・ローム粒子微量　5　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
2　灰褐色　炭化粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒子微量　6　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック少量，焼土粒子微量
3　暗赤褐色　ローム粒子・炭化物・粘土粒子少乱焼土ブロック微量　7　赤褐色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

4　暗赤褐色　炭化粒子中量・焼土ブロック・ローム粒子少量　8　暗赤褐色　炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土ブロック微量

貯蔵穴　南コーナーで確認され，径65cmの円形で深さは15cmである。底面は皿状である。覆土は3層からなる。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　炭化粒子多量，焼土ブロック少量，ローム粒子微量　3　黒褐色　炭化粒子多量，焼土ブロック・ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子微量
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覆土　8層からなる。耕作による撹乱が激しく，堆積状況の判断は困難であるが，残存部ではレンズ状堆積が

認められず，人為堆積であると思われる。

土層解説
1黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量
3　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
4　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量

5　黒褐色　炭化粒子多量，
6　黒褐色　炭化粒子多量，
7　暗褐色　炭化粒子多量，
8　黒褐色　炭化粒子多量，

焼土ブロック・ローム粒子微量

ローム粒子・焼土ブロック微量
ロームブロック・焼土粒子微量
ロームブロック・焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片124点，須恵器片3点，流れ込みと思われる弥生土器片が2点が出土している。181の

土師器杯は，北西壁中央付近の壁際の覆土下層から逆位で出土している。182の土師器嚢と183の須恵器杯はト

レンチヤー港内から出土している。

所見　壁溝の底面に検出された12か所のピットの性格は不明であるが，規模や位置から判断して壁面に対する

何らかの構築物の跡と考えられる。時期は，出土土器から平安時代（9世紀後半）と思われる。

〒≒去三二＿＿

第157図　第55号住居跡出土遣物実測図

第55号住居跡出土遺物観察表（第157図）
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番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備　 考

181 土師器 杯 13．0 3．3 6．0 長石・雲母 にぷい責橙 普通
ロ緑部・体部外面横ナデ，内面へラ磨き　休部下端外面

回転へラ削り　 底部回転へラ削り調整

北西壁際
覆土下層

90％PL27

182 土師器 翌 ［19．6］ （3．1）
長石・石英・

スコリア
褐 普通 口綾部内外面積ナデ 撹乱土中 5％

183 須恵器 杯 ［12．4］ （5．7） ［6．6］
長石・石英・

スコリア・針状鉱物
灰責 不良

ロ緑部・休部外面横ナデ，内面へラ磨き　体部下端回転

へラ削り
撹乱土中 10％

第69号住居跡（第158図）

位置　調査区の北端部，C3h3区に位置している。

規模と形状　大半が調査区域外に延びているため，南西壁付近のみの確認である。したがって，規模や形状は

不明である。南西壁の長さは3．25mである。壁高は25～28cmで，やや外傾して立ち上がっている。

床　全体は不明であるが，確認範囲では平坦で硬く踏みしめられている。

覆土　7層からなる。部分的な確認のため堆積状態の全体的な把握はできないが，レンズ状堆積が認められな

いことから人為堆積である可能性が高い。

土眉解説
1黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量　　5　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量

2　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック少量，焼土粒子微量　6　黒　色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
3　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量　　7　暗褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量
4　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック微量

－186　－



二の沢A遺跡

遣物出土状況　土師器片1点，須恵器片1点，流れ込みと思われる弥生土器片が1点が出土している。234の須

恵器高台付杯は，南コーナー付近の床面近くから逆位で出土している。

所見　遺構の形態や規模等不明な点が多く，また出土遺物が少ないため断定はできないが，平安時代（9世紀）

と考えられる。
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第158図　第69号住居跡・出土遺物実測図

第69号住居跡出土遺物観察表（第158図）

J

0　　　　　　　　　　　10cm

」　　　＿L　　　！

番号種　別器　種口径器高底径胎　　土色調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備　考

234 須恵器高台付杯［15．2］5．1 ［10冶］
長石・石英・

針状鉱物
黄灰普通
口綾部・体部内外面横ナデ　底部回転へラ削り調整　高台部貼

り付け後，ナデ
覆土下層60％PL27

表2　二の沢A遺跡住居跡一覧表

番 号 位 置 主軸 方 向 平 面 形

規模 （m ）

長軸　 ×　 短 軸

（径）　 （径 ）

壁 高

（c m ）
床 面 墜 落

内　　 部　　 施　　 設

覆 土 主　 な　 出　 土　 遣　 物 時 期
備 考

（旧→ 新 ）主柱 穴 出入 口 ピッ ト 炉 ・竃 貯 蔵穴

1 F 7 e 6 N －2 7 0－E ［方 形］ ［3．6 2］ × ［3．3 0］
－ － － －

炉 1
－ 炉 石

弥 生 時代 後

期 後葉

2 F 7 e 5 N －2 5。－E ［方 形］ ［4 ．0 0］ × ［3．98 ］
－ － － － 炉 1 － － 弥 生土 器 （壷 ）

弥 生 時代 後

期 後棄

3 F 7 C 5 N －6 7。－W 楕 円形 ［5．8 0］ × ［5．25 ］ － － － － 7 － －
縄 文 時代 早

期 末葉

5 F 7d 3 N －1 6。－W ［方形 ］ ［4．0 5］ × ［3．99 ］ 平坦
－ 4 － 炉 1

土 師器 （台付 襲 ・壷 ・甑 ） ，紡 錘

車 ，凹 石
4 世紀 前 半

本 跡→

S I6

6 F 7d 2 N －2 5。－W 方形 3．5 3 × 3．32 14 、 2 0 平坦 － － 1 1 竜 1 － 自然
土 師器 （杯 ・高台 付杯 ・襲 ）須 恵

器 （高 台付 杯 ・短 頭重 ・襲 ・甑 ） 9 世紀 後半
S I5－→

本跡

9 F 6C 8 N －33 9－W 長 方 形 ［5．0 0］ × ［4．5 0］ 10 平 坦 3 － － － － 弥生 土 器 （壷 ） 4 世 紀

10 E 6 i7 N －59 ローW 方 形 7．2 2× 6．92 2 4 ～ 30 平 坦 全周 4 1 － 炉 2 1 人 為
土 師 器 （台 付 整 ・壷 ・甑 ）， 紡錘

車 ， 凹 石 4 世 紀 前半
本跡 →

S K l ・2 9

1 1 F 6 b 4 N －2 4 8－W 方 形 6 ．1 7× 6．0 8 5、 15 平 坦 － 4 － － 炉 1 1 －
土 師 器片 ， 須恵 器片 ， 弥生 土 器

（東 ）
4 世紀

～187　－



番号

ユ2

ユ3

位置　主軸方向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 主　な　出　土　遺　物 時期　 信 ‰

テ恒 機 中 紛 議

E6j2N聖上竺⊥聖聖上∃重E E エコ三下丁㌃「唇論議議論
G5h5 N一ぼ中 長方形車 00×［3055〕匠′車 坦図 2　 つ つ 嶺ま　つ 魂 畿 ；悪霊 謡滑．浩

14 E6hl N一紺 巨細 巨拗 旭車 1 巨 E エ コ 二 手 「 「 「 丁 字 議 竃 ㌻ 思 ヱ

ユ7 聖 止 璧 ⊥ 竺 ⊥ 空 聖 ⊥ 衰 亜 牟 丁 手 「 T 「 笹 巨 「雷 禁 制再 頂 面 前

18 G4誼 司 脹方形中 浜×［・掲「 回 つ 4 巨 巨　 酌　 つ つ 細 可

19 尋 ± 璧 ⊥ 聖 ⊥ 壷 垂 二 重 五 重 三 二 E T 不 「 T 「 ㌃ 恕 前 許 前 土製諷

20 E毎車 勝 W恒方形車 頼×はす茄恒　　　 4　 つ つ 飢　 つ 斗 摘針酢婆上砥石
㍊

2ユ甑中潮灘序方形i 6e25×5や6　恒 5桓 」ニ⊥二「つ五千二「瑠璃彗碧蔽着前

22 F5車 聖 再 響 巨 腑 可 読 笹 「 巨 ⊥ 」 二 幸 丁 ㌻ 「 笹 ㌫ 議議

23 F5車 敵 中 … 車 60時 顧 恒 車 坦恒芸　　　　 凱　 …　自然土礪 （婆）

24 尋 ± 璧 ⊥ 竺 ⊥ 空 聖 」 尋 車 重 三 三 巨 T 「 拝 丁 ㌻ 「 唇 ㌫ 霹 靂 竃 欄可

26 F5中 棚 －中 方形中 62］×［58524 5 回 つ 4 ！つ つ 飢 巨 日 摘射婆） 久
27 甑 巨鮮可 尉形声 39］×強 空 走 吏 ⊥ 正 二 F T T 「 「 蒜 蒜

28 F海車 齢W 長方形巨 ex招め　匡飢回 全車　 つ ユ　炉 巨
一

29 E5車 7′0・車 方形車 郎×持薫車 一可 平建「 巨 ！　 つ つ つ つ　 タ　グ 寸
30 E5車 錮 巨方形中 13］×［5セ12］」 止 む ⊥ 正 三 「 下 す 「 「 蒜 片誹石 欄可

31 E6e車勝 頼 長方形中 質×細 「 回 つ 4 i i 炉3　つ …　瞞 値付薬上炉石 点
32 E6b5 Nm180滞 ［長方形用5ぜ92〕嗅細浦…鉦裡正」㍉妄　「1 「…　極り目　 上つ棚儲㈲

i
33 E洗車 罰0灘　 方形中 花×繍 巨 回 つ 弓　 つ 机 巨　 つ摘器酢ノ欄襲う

34 E5車 一望 吏 警 吏 聖 攣 尋 三 幸 軒 丁 手 「 丁 ㌻「丁 ㌃「 障 空中

36 F4年 膵 一W 極 形巨 職X の粥 恒 回 つ 4 巨　 つ 飢 巨 国 土師狛襲う

37i空 色 聖 上 空 士 望 重 工 亘 巨 仁 王 ヨ 王 手 「不 下 司「 蒜 議㌫ 議 議

38i空 挺 聖 上 空 運 聖 主 査 に 三 強 ＝ 巨 T 「 「 T 「 「 細紀後半isI恋

39iG5C5恒 也 趨 紅 空 空 士 遼 遠 重 ヨ ＝ F 千 丁 「 覇 蒜 蒜 義 蒜 欄輔車訃報
可G魂車 射湖 巨 形 巨 彪×や射 巨～車 姐上 目 巨　 一　飢 巨 樹 摘器捧ラ

41i瑚圧縮可 利中　 一と ⊥ 」 曳 」 」 上 斗 「 宕 「 丁 下 蒜 ！
中 5車 都 車 欄 極言 壷 「 陸 上 ⊥ d 二 手 「 「 γ 「 「 古墳司

43！F4j車勝 可 長方形巨 の鑓×5025 恒 蟻回 全周巨 巨　 つ 鋸 巨 国 語 盈 謡付葉上須恵 欄可

尋 魂恒 の…W 巨 形 巨 齢 の3　匡 2 回 全周巨 巨 巨　 炉 ト ロ 譜器恥帥婆上土も 欄可

4－中 凝車 かほe－W 恒 方形 巨 や茄X O掠 恒 車 地上 巨　 つ つ 机 巨 日 土師若 齢 の曇や磐）
－

中痛恒 湖 長方形巨粥×e鋸恒 車力車周巨 巨　 一区 巨　 中 略酢 磐上磨石
4葎尋臓描 「撒 「読×空運聖吏虫空」」三才「下司「T 「蒜㌫蒜議

久
中 3小淵一W 長方形巨鵬 祁　恒 回 つ つ ユ　つ 凱巨 回 孟：協譜；垂須恵器酢襲上
中滋恒 eww　方形巨鋪X。器匡 車坦回　 巨　 つ 糾い 回 摘若鮎帥聾・ノ憫婆） 世紀前半
中坐聖 址 空士 垂 亘五 重 蒸亙 ヨ 三 「下 す 「同 語 雷雨 摘 頂 ㍊
51　G3cO N－25ローW　方形　 6630紺2　年尋鞘桓効 4 「つ　ユ「酎「司義 士纏摘瀕∴緒∵葱濁 蠣可l

52　F4詑　N…ユ50mw　 方形　　 3080×3の65　 14㌦ユ　平坦金属　 ユ　　 ユ　　墟　 炉　　　　　 一　土師器　婆ラ

4腑 可 掛 職中4e車馴車方形中3割×細］ 回 つ 4 巨　 つ飢　つ斗摘器椀㈲ 襲う

中
55iF
5車

藍 強 滞 葦 軒 澤 葦 賽 撃 瑚 纏妃後半i
9郎己後可

57　 E 4i6　 N w7㌧W　　 方形　　 6e56×6湖　 ユ0 ～ノ18 平坦 全域　 4　　 ヱ　　 28　 炉 1　 2　　 …　 土師器 瀬 の葱 の襲う

58　 E 4蕗　 N －650－E　 方形　　 5せ92 ×5eO7　 6～ 10　 平坦　 …　　 4　　　　 1　　　　 ユ　　 ー　 土師器 徳 付薬 0 襲う 4 世紀前半

59　 F3
b8 N －299－E　 長方形 巨 63 ×5090 12～ 18 平年 つ ‖ 1 「 子 音 「 手 土師鮮 碧 瀾 4 酎 己後半 ！本跡→S B l

… i6車吏聖捷止杢逗仁王E E E E 重工王工「「…「
鋸　E3年攣Ⅷ 序方形　 望望 』 望 慈薮 」 土工∃二才「「 7 1 蒜 論 議議
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二の沢A遺跡

規模（mラ
締 位置摘方向獅灘 鍋 ×短頼 慧 恒

（径ラ　　（径ラ
主　な　出　土　遺　物 時期　信‰

可甜車一2司 離日　 摘×4・5　恒 車坦⊥ 十巨 「つ 言巨手 下蒜 訂義

可蝕車ぽ－可鋸磯「酢舶‖年率義 巨 巨3 i鋸 巨 国 土摘 酢柚襲さ婆上土玉
中 小 聖 車 調 巨冊 ‖ 読 唇 巨 1 3 序弓 ∴「溜窓前諒藩 ′欄婆・姻可
可即恒… 「方可 柑潮 目 6 桓 」二⊥二「つ …十二「下蒜高遠 広
中瑚恒欒巨磯 巨離… 匝欄桓 空上目■つ溌「二「1 司土踊 酢聾・手淫土器ラ

一
中潮恒腑 「方形巨も閥×6の66 恒 車姐全車 巨 巨中飢 巨 国 禁 鵠 讐譜議・ 点
可m 車庸一車 方形車 50×［2ゆ85］巨 巨坦」⊥⊥十日つ品「㌃「下蒜義 比
中 可 ∵ i 欄 巨蝋 璃 匡2車坦つ つ つ つ つ つ人為巨師器舶付痢 腑中
7車中 料斗鰍 可 摘×30壷 巨　 坦」二十日十 「訂「「「土師酎壷） iき4世紀前半i
7車 2j車 服 「方形巨63×5e18 恒 2桓 ⊥ 」上 十 斗 酌巨 下 呼暫 琵 雷 撃 譜 4蠣前半isI72→本跡
7小河 M 掴 「方形巨 24×5020 恒 車坦」ユ⊥十上目糾 「∴棒璃瑠吾譜霊賢茄 細紀前可本跡→SI7ユ
中響恒㌍巨磯 巨服摘 巨凋桓 ⊥⊥「十可 ∴半丁報雷 露悪悪幣 ふ
可助車勝司 方形巨 87×4の8中 2～2車坦つ 弓 つ　 酌　 つ人為 師針鍋嚢0登載 接紀後半i
可制圧獅恒 方形巨 89淵7 匡可棚 つ 4 巨 巨 i鋸 巨 回 土師器酢婆欄0壷） 血
7車 中 狛 車 柵 巨 … ‖ … 桓 」二十十「寸言半可義憤蜜莞譜譜画藩

ふ
可蝕車相可 方形巨62×4胤　巨強 靭 つ 弓 つ つ　　 つ つ土瞞 酢 柑鴻付婆e婆）4郎己後半i
可鋸車齢中尉形車 7却棚車千匝 」二十日「 「酎「弓「土醜 舶 欄鴻付聾ず襲）蠣 可
中 可 聖可 空っ 摘淵 巨読 唇 」斗「つ ヱ巨可 二十1 蒜高 思
8車 3hl恒竺巨空 目拗摘 巨増俸 ⊥十巨 1 つ庫十 1 1 密語密語語頭

一
8車 3j車 一7ヱ0－E巨方形］恒 ×［5ゆ掴］巨　 坦⊥ 」 ∴ 「 「つ ∵ 口 語 雷 前 扁 形婆・4郎己尋
可m 車齢可鵬形巨65×3999 恒 2桓 斗 可 1 「 iつ ∵ 同 土師射継，帥碧さ襲） 接舶半！
8車 4ネ車齢可予形「榔射「「つ義 」二十つ「 「 「‖1 古桝可
可聖車齢可 舟形「扮朋‖距2車坦つ　 巨 巨 匠ま　つ橘 師狛器か婆上炉石

8車 中 一276－W「方形巨 23×5め90 恒 車坦…巨 巨 巨　 鋸 巨 国 讐遽 欄・壷鴻付襲す4醜前半！
軒聯恒描 「方形巨 45×5爛 区尋 翔 半周巨 巨 巨8　鋸 巨 国 撃盈 ）彗混載㌣
87iE2b車 M190は可 長方形声 14×5か17 恒 車坦つ　 巨　 つ 鋸 巨 国 語髭警議鴻付磐e梁上 欄可
8車2可柑用「方形巨82×5875 巨2車 坦つ 4つ ユiつ つ 1 回 土師器鰍 相を壷を婆） ㈹可
可m 車一綱 巨可 閥硯 2 i37～5車坦豊新 巨 巨4　酎 巨 回 議摘 讐諸 藩 誓膀4世紀前半！

中潮恒紺 「方形巨80×5す65 匡 2車坦⊥ 」 ∴ 「 iつ ∴日 土師針路婚付賓・餐上砥石細紀前半i
9車中 聖 中 細 巨… 中 読 唇 」■1 …「つ机 「つ「摺悪事恋片誹生土器 欄可

尋聖恒竺巨磯 巨徽撒　 巨読唇 つ　 巨　 つ 酌 日 日 土鴨 場痢 土玉

5　その他の遺構と遺物

拍　士族

・・　　ノ′　′　　ノ　　　　　′　　　′　′－

る遺物がほとんどなら時期の判断は困難である。文章中　遺物出土状況の項目で記載している撹乱土とはタ

′　　　　　ノ　　　　　　　　ノ　　ノ　′　　′ノ　　　′′

載し夢　その他は一覧表に記した。

′

′

′　　　　　　　　　　　　　　　′　　′　　　　　－

はば、伸しである∵　長律方向はN一一16こ．一一一割丁である∴

ーAlA189　－－－1
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覆土　単層である。全体にロームブロックが混入しており，

人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　色　ロームブロック微量

心　と＝ゴ＝＝∃m禁票る三師器片1点・須恵器片1点が撹乱土中か
第159図　第6号土坑実測図

所見　本跡は遺構に伴うと判断できる遺物がなく，時期・性格等は不明である。

第7号土坑（第160図）

位置　調査区の東部，F6f7区に位置している。

規模と形状　長軸2・06m，短軸1．52mの隅丸長方形で，深さは20cmである。壁面は緩やかに外傾して立ち上が

り，底面は凹凸である。長軸方向はN－260－Wである。

覆土　単層である。全体にロームブロックが混入しており，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　色　　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片8点，弥生土器片2点が覆土中及び撹乱土中から出土している。TP17は弥生土器片

で覆土中から出土している。

所見　本跡に伴うと判断できる遺物がなく，時期・性格等は不明である。

・ヽ一、．㌔！

0　　　　　　　　　　　　2m

ト　　；一一二二∃

第160図　第7号土坑・出土遺物実測図

第7号土坑出土遣物観察表（第160図）

0　　　　　　5c汀I

l　；！

番号種　別器　種口径器高底径 胎　　土 色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備　考

TP17弥生土器広口壷 （5．8） 長石・石英・金雲母浅黄橙普通
口唇部附加条二種の縄文地文　頸部から口綾部は櫛歯状工具

（4本）による波縄文地文。
撹乱土中5％　炭化物付着

PL29

第13号土坑（第161図）

位置　調査区の南端部，F7C5区に位置している。

重複関係　第3号住居跡の北東部床面を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸1・15m，短軸0・63mの円形で，深さは16cmである0壁面は緩やかに外傾して立ち上がり，底

面はほぼ平坦である。長軸方向はN－160－Wである。

覆土　単一層である。層全体にロームブロックが混入しており，人為堆積と考えられる。

－190　－


